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as…peopleʼs…death…considered?…H

ow
…w

as…peopleʼs…death…
dealt…w

ith?…If…they…are…analyzedʼ…understanding…the…social…struc-
ture…and…the…political…state.…Especially…the…statesm

anʼs…death…w
as…

a…very…political…occurrence…w
hich…brings…confusion…to…rule…order,…

the…political…intention…can…be…read…in…such…attendance-at-a-funeral…
courtesy.…In…such…a…case,…It…can…be…said…to…be

“politics…of…death

”….…

“Politics…of…death

”…was…also…

“actual…politics

”…in…that…m
eaning.

　

In…this…paper,…clarifi…cation…is…given…to…the…political…culture…his-
torical…role…and…m

eaning…w
hich…w

ere…achieved…to…m
aintenance…

strengthening…of…Shogunate-and-dom
ain-system

…social…order…
about…these…statutes…in…the…Sanuki…T

akam
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要
約

　

人
の
死
を
ど
う
考
え
︑
ど
う
取
り
扱
っ
た
か
を
み
れ
ば
︑
当
該
社
会
の
仕

組
み
や
政
治
の
あ
り
方
が
わ
か
る
︒
特
に
為
政
者
の
死
は
支
配
秩
序
に
混
乱

を
も
た
ら
す
極
め
て
政
治
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
の
で
︑
そ
の
対
応
の
仕
方

（
葬
送
儀
礼
等
）
の
中
に
は
「
死
の
政
治
学
」
と
も
い
え
る
政
治
的
な
意
図
を

看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
の
意
味
で「
死
の
政
治
学
」は「
生
の
政
治
学
」

で
も
あ
っ
た
︒
政
治
文
化
と
は
体
制
の
背
後
に
あ
っ
て
︑
体
制
を
支
え
て
い

る
も
の
で
あ
り
︑
幕
藩
領
主
は
そ
の
文
化
行
為
の
政
治
性
と
心
意
政
治
を
通

じ
て
領
国
支
配
を
行
い
︑
幕
藩
制
的
社
会
秩
序
を
確
立
し
て
い
っ
た
︒
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序
　
章
　
近
世
讃
岐
の
服
忌
令
等
葬
送
儀
礼
関
係
法
令
研
究
の
現
状
と
課
題

　
「
死
」
は
人
類
が
そ
の
進
化
の
過
程
で
発
見
し
た
概
念
で
あ
り

（
１
）︑

そ
の

「
死
」
を
学
問
の
対
象
と
し
た
の
は
︑
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
ロ
ベ
ー
ル
・

エ
ル
ツ
（
一
八
八
二
～
一
九
一
五
）
で
あ
る
︒
エ
ル
ツ
は
︑
ボ
ル
ネ
オ
原
住

民
族
の
複
葬
の
分
析
を
行
い
︑
死
者
の
肉
体
と
霊
魂
及
び
生
者
と
い
う
三
者

の
そ
れ
ぞ
れ
が
安
定
か
ら
不
安
定
へ
︑
そ
し
て
そ
こ
か
ら
再
び
あ
る
種
の
安

定
へ
と
移
行
す
る
と
い
う
段
階
的
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
︑「
死
」
を
め
ぐ
る
儀
礼
研
究
の
先
駆
を
な
し
た

（
２
）︒

そ
の
後
︑
ア
ル
ノ

ル
ト
・
フ
ァ
ン
・
へ
ネ
ッ
プ
（
一
八
七
三
～
一
九
五
七
）
は
︑
通
過
儀
礼
に

関
す
る
象
徴
分
析
を
行
っ
た
結
果
︑
通
過
儀
礼
に
は
共
通
し
て
①
分
離
儀
礼

（
最
初
に
あ
る
地
位
か
ら
の
分
離
）︑
②
過
渡
儀
礼
（
周
縁
的
時
期
）︑
③
統

合
儀
礼
（
最
後
に
新
し
い
地
位
へ
の
再
統
合
）
と
い
う
三
段
階
の
構
造
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
３
）︒

　

本
稿
で
取
り
扱
う
葬
送
儀
礼
も
通
過
儀
礼
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
︑

「
死
者
」
を
生
者
の
世
界
か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
始
ま
り
︑
死
後
の
世
界
へ

と
編
入
す
る
こ
と
に
至
る
一
つ
の
過
渡
と
み
な
さ
れ
て
い
る
︒
葬
送
儀
礼

が
︑
個
々
人
の
「
死
」
に
際
し
︑「
死
者
」
と
の
分
離
儀
礼
を
通
じ
て
生
者

と
の
社
会
関
係
を
再
編
成
す
る
役
割
を
持
つ
と
す
る
な
ら
ば
︑「
死
者
」
と

の
葬
送
儀
礼
や
記
念
物
（
位
牌
︑
墓
︑
記
念
碑
）
は
︑
記
念
主
体
で
あ
る
生

者
の
集
団
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
し
︑
集
団
と
し
て
の
再
統
合
を
図

る
営
み
で
あ
る
と
も
い
え
る
︒
特
に
そ
の
対
象
が
将
軍
や
藩
主
で
あ
っ
た
場

合
に
は
︑
葬
送
儀
礼
や
記
念
物
は
政
治
的
権
威
の
中
核
部
を
再
編
成
す
る
機

能
を
持
つ
と
と
も
に
︑
支
配
の
正
当
性
や
幕
藩
制
的
社
会
秩
序
の
継
続
性
を

再
確
認
す
る
意
味
を
も
っ
た

（
４
）︒

　

一
般
に
︑
人
の
「
生
」
と
「
死
」
は
︑
そ
の
社
会
集
団
の
構
成
員
の
増
減

変
動
で
あ
り
︑
社
会
集
団
そ
の
も
の
の
構
造
変
化
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
っ

た
︒
特
に
人
の
「
死
」
を
ど
う
考
え
︑「
死
者
」
を
ど
う
取
り
扱
う
か
に
よ
っ

て
︑
そ
の
社
会
の
仕
組
み
や
政
治
の
あ
り
方
が
わ
か
る
と
い
わ
れ
る
︒
な
か

で
も
為
政
者
の
死
は
支
配
秩
序
に
混
乱
を
も
た
ら
す
極
め
て
政
治
的
な
出
来

事
で
あ
っ
た
の
で
︑
そ
の
対
応
の
仕
方
（
葬
送
儀
礼
等
）
の
中
に
は
「
死
の

政
治
学
」
と
も
い
え
る
政
治
的
な
意
図
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
す
な

わ
ち
︑
後
継
者
が
前
為
政
者
を
「
死
者
」
と
し
て
丁
重
に
祀
る
こ
と
に
よ
っ

て
︑
そ
の
権
力
継
承
の
正
当
性
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
︑
一
方
︑
そ
の
権
威

を
背
景
に
死
後
の
世
界
を
支
配
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒
そ
の
意
味
で
「
死

の
政
治
学
」
を
考
え
る
こ
と
は
︑「
生
の
政
治
学
」
そ
の
も
の
を
考
え
る
こ

と
で
も
あ
っ
た
︒
こ
れ
ま
で
讃
岐
の
藩
政
史
研
究
は
︑
主
と
し
て
政
治
経
済

史
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
︑
藩
政
史
に
お
け
る
儀
礼
の
意
義
や
役

割
に
つ
い
て
は
︑
あ
ま
り
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る

（
５
）︒

近
年
︑
儀
礼
に
関
す
る
研
究
が
進
み
︑
儀
礼
と
社
会
の
枠
組
み
と
の
関
係
が

論
ぜ
ら
れ
︑
近
世
社
会
の
政
治
的
文
化
的
構
造
に
つ
い
て
の
分
析
も
行
わ
れ

て
い
る

（
６
）︒

今
後
は
讃
岐
の
藩
政
史
研
究
に
お
い
て
も
文
化
的
儀
礼
的
側

面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
讃
岐
地
域

史
に
お
け
る
服
忌
令
等
葬
送
儀
礼
関
係
法
令
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
︑

礼
学
の
分
野
で
藤
川
正
数
氏
の
日
本
の
服
忌
制
に
関
す
る
研
究
︑
神
道
学
の

分
野
で
横
井
金
男
氏
の
祖
先
崇
拝
と
神
祭
祀
に
関
す
る
研
究
︑
民
俗
学
の
分
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野
で
は
武
田
明
氏
の
葬
送
習
俗
に
関
す
る
研
究
や
谷
原
博
信
氏
の
葬
送
儀
礼

に
関
す
る
研
究
︑
家
政
学
の
分
野
で
は
秋
山
照
子
氏
の
葬
送
儀
礼
と
供
応
食

と
の
関
係
研
究
︑
歴
史
学
の
分
野
で
は
胡
光
氏
の
大
名
墓
所
の
研
究
や
筆
者

が
讃
岐
高
松
藩
五
代
藩
主
頼
恭
逝
去
の
際
の
鳴
物
・
高
声
停
止
令
に
関
す
る

言
及
な
ど
が
あ
る
が

（
７
）︑

直
接
︑
近
世
讃
岐
の
服
忌
令
等
葬
送
儀
礼
関
係

法
令
の
政
治
文
化
史
的
役
割
と
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
研
究

は
︑
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
︒

　

本
稿
は
︑
近
世
讃
岐
高
松
藩
に
お
け
る
服
忌
令
等
葬
送
儀
礼
関
係
法
令
を

研
究
対
象
と
す
る
も
の
で
︑
讃
岐
高
松
藩
の
服
忌
令
等
葬
送
儀
礼
関
係
法
令

が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
︑
ど
の
よ
う
な
内
容
や
構
造
︑
特
質
を
有
し
て
い

た
か
︑
ま
た
︑
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
法
令
が
適
用
さ
れ
︑
ど
の
よ
う

な
親
族
関
係
等
が
反
映
さ
れ
た
か
︑
さ
ら
に
は
幕
藩
制
的
社
会
秩
序
の
維
持

強
化
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
か
︑
な
ど
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
︒

政
治
文
化
と
は
体
制
の
背
後
に
あ
っ
て
︑
体
制
を
支
え
て
い
る
も
の
で
あ

り
︑
幕
藩
領
主
は
そ
の
文
化
行
為
の
政
治
性
と
心
意
政
治
を
通
じ
て
領
国
支

配
を
行
い
︑
幕
藩
制
的
社
会
秩
序
を
確
立
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
︒
研
究
に

あ
た
っ
て
は
︑
特
に
為
政
者
の
「
死
」
に
伴
う
服
忌
令
等
葬
送
儀
礼
関
係
法

令
を
「
死
の
政
治
学
」
と
位
置
づ
け
て
︑
徳
川
将
軍
家
の
御
家
門
で
あ
っ
た

讃
岐
高
松
藩
の
政
治
的
立
場
や
藩
政
の
推
移
状
況
と
の
関
連
性
等
も
考
慮
に

入
れ
な
が
ら
︑
法
令
適
用
の
実
態
等
を
踏
ま
え
て
様
々
な
角
度
か
ら
讃
岐
高

松
藩
に
お
け
る
服
忌
令
等
葬
送
儀
礼
関
係
法
令
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
︑
人
の
「
死
」
に
意
味
を
与
え
︑
そ
の
意
味
の
体
系
を
政
治
文
化

と
し
て
定
着
さ
せ
た
幕
藩
制
的
社
会
秩
序
（
意
識
・
習
慣
・
常
識
）
に
よ
る

支
配
の
在
り
方
や
︑
幕
藩
領
主
が
行
う
葬
送
儀
礼
や
祖
先
祭
祀
な
ど
の
文
化

行
為
の
政
治
性
に
も
言
及
し
て
そ
の
歴
史
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
︒
も

と
よ
り
儀
礼
的
行
為
と
政
治
的
行
為
は
相
互
依
存
関
係
に
あ
り

（
８
）︑

儀
礼

的
行
為
の
背
後
に
あ
る
政
治
文
化
的
意
義
を
考
察
し
つ
つ
︑
地
域
社
会
と
の

関
係
に
も
触
れ
な
が
ら
︑
そ
れ
ら
が
領
主
権
威
の
確
立
と
幕
藩
制
的
秩
序
の

構
築
に
果
た
し
た
役
割
と
機
能
に
つ
い
て
も
述
べ
て
み
た
い
︒

第
一
章
　
讃
岐
高
松
藩
の
服
忌
及
び
服
忌
令

第
一
節
　
讃
岐
高
松
藩
の
服
忌
及
び
服
忌
令
の
内
容

一
　
讃
岐
高
松
藩
に
お
け
る
服
忌
意
識
と
服
忌
制
度
の
存
在

　

高
松
藩
の
初
代
藩
主
松
平
頼
重
か
ら
九
代
藩
主
松
平
頼
恕
ま
で
の
間
に
発

令
さ
れ
た
法
令
等
を
天
保
年
間
に
編
集
・
抄
録
し
た
高
松
藩
の
法
令
集
が
︑

香
川
県
立
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
内
容
は
︑
現
在
︑﹃
高
松
藩

御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
・
下
巻
（
香
川
県
立
文
書
館
史
料
集
１
・
２
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
・
一
九
九
九
年
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
（
９
）︒

　

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
十
一
月
三
日
付
の
書
付
に
は
次
の
よ
う
な
服
忌

関
係
記
事
が
み
え
︑
高
松
藩
に
お
い
て
︑
江
戸
か
ら
の
指
示
で
家
中
に
対
し

て
服
忌
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
触
れ
が
出
さ
れ
て
い
る

（
₁₀
）︒
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一
︑
死
人
在
之
︑
葬
礼
場
江
諸
侍
出
間
敷
候
︑
忌
掛
リ
之
分
ハ
格
別
︑
但

よ
し
み
無
之
無
縁
之
者
に
候
ハ
︑
或
ハ
頭
横
目
迄
相
断
見
届
ケ
可
申

候
︑
縦
ハ
頭
た
り
と
も
家
老
た
り
共
忌
掛
リ
間
敷
者
ハ
︑
葬
礼
場
江

無
用
之
事
︒（
傍
線
筆
者
）

　

右
之
通
︑
江
戸
よ
り
堀
蔵
人
奉
り
ニ
而
︑
御
家
中
江
相
触
候
得
と
︑
横
目

水
野
七
郎
左
衛
門
江
申
渡
候
︑
以
上
︒

　

文
中
の
「
忌
掛
り
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
︑
こ
の
触
れ
が
出
さ
れ

る
前
提
と
し
て
︑
高
松
藩
で
は
こ
れ
以
前
に
領
内
に
服
忌
掛
り
に
つ
い
て
の

認
識
や
意
識
が
既
に
存
在
し
て
い
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
事
実
︑

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
二
月
廿
八
日
に
は
火
事
場
見
舞
に
行
け
る
親
族
の

許
可
範
囲
を
定
め
た
法
令
が
出
さ
れ
て
い
る

（
₁₁
）︒

　

こ
の
法
令
の
裏
側
に
は
家
臣
団
相
互
の
族
縁
的
結
合
の
拡
大
を
防
ぐ
意
味

合
い
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　
　
　
　

火
事
場
江
見
舞
申
候
義
︑
今
日
被
仰
出
候
︑

　

一
︑
親
子　
　

一
︑
兄
弟　
　

一
︑
む
こ　
　
　

一
︑
こ
し
う
と

　

一
︑
し
う
と　
　

一
︑
家
来
之
者　

此
分
ハ
此
以
前
よ
り
御
赦
免
也
︑

　

一
︑
お
う
ぢ　
　

一
︑
ま
ご　
　

一
︑
お
ぢ
お
い　
　

一
︑
お
ば
め
い　

　

一
︑
い
と
こ

　

右
五
ケ
条
ハ
︑
今
日
被
仰
出
御
赦
免
也
︑
右
之
外
ハ
︑
堅
無
用
之
由
被
仰

出
候
︒

　

ま
た
︑
同
書
の
元
文
五
年
（
一
七
四
○
）
五
月
廿
五
日
条
に
は
︑
服
忌
の

開
始
時
期
に
つ
い
て
「
定
式
之
通
」
に
行
う
よ
う
申
し
渡
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
み
る
と
︑
高
松
藩
で
は
こ
の
時
期
に
は
服
忌
に
関
す
る
定
ま
っ
た
規

則
︑
す
な
わ
ち
服
忌
令
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
₁₂
）︒

従
っ

て
︑
高
松
藩
の
服
忌
令
は
︑
寛
文
七
年
か
ら
元
文
五
年
に
間
に
定
め
ら
れ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒
し
か
し
︑
高
松
藩
で
独
自
に
服
忌
令
を
制
定
し
た
形

跡
は
管
見
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
の
で
︑
お
そ
ら
く
他
の
多
く
の
藩
と
同

様
に
︑
幕
府
の
服
忌
令
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

一
︑
御
家
中
之
面
々
︑
病
気
ニ
而
養
子
願
出
候
ハ
ヽ
︑
右
願
書
年
寄
中
御

請
取
願
不
相
済
内
︑
病
死
致
候
ハ
︑
養
子
願
之
否
不
相
知
候
得
共
病

死
之
当
日
よ
り
右
養
子
之
者
腹
（
服
か
）
忌
請
来
候
得
共
︑
此
以

後
ハ
︑
右
之
願
不
相
済
候
得
ハ
腹
忌
請
申
ニ
不
及
候
間
︑
養
子
之
願

相
済
候
ハ
ヽ
其
当
日
よ
り
定
式
之
通
ニ
腹
忌
請
候
様
ニ
相
心
得
可
申

旨
︑
申
渡
在
之
候
事
︒（
傍
線
筆
者
）

　

そ
も
そ
も
服
忌
令
の
「
服
」
と
は
服
紀
す
な
わ
ち
服
（
喪
服
）
を
着
る
紀

（
期
間
）
の
省
略
で
︑﹃
喪
葬
令
﹄
服
紀
条
の
服
の
規
定
を
受
け
継
ぎ
︑
本
来

は
喪
服
を
着
用
す
る
期
間
で
あ
っ
た
が
︑
近
世
に
は
神
社
に
参
詣
し
な
い
こ

と
が
要
求
さ
れ
た
︒
一
方
︑「
忌
」
と
は
︑﹃
假
寧
令
﹄
職
事
官
条
に
よ
っ
て

近
親
の
死
に
遭
遇
し
た
者
が
服
の
期
間
に
応
じ
て
与
え
ら
れ
る
假
（
休
暇

の
日
数
）
の
こ
と
で
︑
自
宅
に
こ
も
っ
て
謹
慎
す
べ
き
期
間
で
あ
っ
た

（
₁₃
）︒

江
戸
時
代
に
お
い
て
「
忌
」
と
は
︑
死
の
穢
と
哀
悼
の
た
め
に
︑
出
仕
せ
ず

－6－



自
宅
に
謹
慎
す
べ
き
期
間
で
あ
っ
て
︑
門
を
閉
め
て
家
に
こ
も
り
︑
魚
肉
を

食
せ
ず
︑
髭
・
月
代
を
剃
ら
な
い
慣
習
で
あ
っ
た
︒
こ
れ
は
假
寧
令
の
定
め

る
假
が
︑
中
世
に
お
い
て
死
穢
を
忌
む
期
間
と
し
て
の
「
忌
」
に
転
化
し
た

も
の
で
︑
こ
の
よ
う
に
近
世
で
は
︑
服
忌
令
は
死
者
と
の
親
疎
の
度
合
や
位

に
応
じ
て
「
服
」（
神
事
に
関
わ
ら
な
い
服
喪
）
と
「
忌
」（
穢
を
避
け
て
自

宅
で
謹
慎
）
の
日
数
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
₁₄
）︒

二
　
讃
岐
高
松
藩
に
お
け
る
服
忌
及
び
服
忌
令
の
適
用
事
例

（
一
）　
三
代
藩
主
松
平
頼
豊
逝
去
時
に
お
け
る
服
忌
等
葬
送
儀
礼
に
関
す
る

法
令
と
適
用
事
例

　
「
源
懐
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」
の
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
十
月

廿
七
日
付
け
書
付
に
は
︑
讃
岐
高
松
藩
三
代
藩
主
松
平
頼
豊
逝
去
時
に
お
け

る
服
忌
等
葬
送
儀
礼
に
関
す
る
法
令
と
一
連
の
適
用
実
態
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る

（
₁₅
）︒

　
　
　
　

十
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
谷
次
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　
　

右
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
殿
長
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

藤
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

弥
平
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
冨　

又
次
郎

　

一
︑
大
殿
（
頼
豊
）
様
御
気
色
不
被
為
叶
御
養
生
︑
去
ル
廿
日
酉
中
刻
御

逝
去
被
遊
候
由
︑
今
日
御
到
来
在
之
候
間
︑
火
之
元
等
入
念
諸
事

穏
便
ニ
仕
可
罷
在
候
︑
尤
諸
殺
生
令
禁
止
津
留
可
申
付
候
︑
此
段
支

配
々
江
申
渡
候
事
︒

　
　
　
　

十
月
廿
八
日

　

一
︑
魚
棚
ハ
見
世
ヲ
も
打
セ
︑
魚
商
売
堅
停
止
之
事
︑

　

一
︑
町
中
見
世
ハ
打
セ
申
間
敷
候
︑
商
売
ハ
密
々
可
仕
候
事
︑

　

一
︑
諸
殺
生
堅
停
止
之
事
︑

　

一
︑
鍛
冶
屋
槌
音
停
止
之
事
︑

　

一
︑
檜
物
屋
槌
音
右
同
断
之
事
︑

　

一
︑
綿
打
右
同
断
之
事
︑

　

一
︑
普
請
鳴
物
高
声
︑
惣
而
遊
山
ケ
間
敷
義
停
止
之
事
︑

　

一
︑
町
中
昼
夜
共
自
分
番
木
戸
番
出
シ
置
︑
折
々
拍
子
木
打
セ
可
申
候
︑

尤
昼
之
内
ハ
木
戸
打
セ
可
申
事
︑

　

一
︑
町
年
寄
共
昼
夜
一
両
度
ツ
ヽ
町
内
廻
可
申
事
︑

　

一
︑
他
所
よ
り
参
候
商
売
船
︑
炭
薪
類
其
外
ニ
而
も
︑
商
売
不
仕
不
叶
物

ハ
入
レ
可
申
候
︑
無
益
之
船
等
ハ
入
申
間
敷
候
事
︑

　

一
︑
他
所
よ
り
寺
参
等
ニ
参
候
船
ハ
︑
上
ケ
申
間
敷
指
戻
シ
可
申
事
︑

　

一
︑
他
所
よ
り
入
込
居
申
候
船
之
分
︑
勝
手
次
第
早
々
指
戻
シ
可
申
事
︑

　

一
︑
男
木
島
・
女
木
島
・
庵
治
浦
抔
よ
り
買
物
ニ
参
候
者
︑
幷
小
豆
島
・

直
島
よ
り
参
候
者
ハ
︑
川
口
出
入
聞
届
可
申
事
︑

　

一
︑
他
所
よ
り
使
船
候
而
︑
親
類
見
舞
ニ
参
候
者
︑
無
用
可
仕
候
事
︑
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一
︑
此
元
よ
り
出
船
之
分
ハ
何
船
ニ
而
も
出
船
不
為
仕
津
留
可
申
付
候
︑

但
︑
無
拠
出
船
之
義
ハ
︑
聞
届
之
上
で
船
可
申
付
事
︑

　

一
︑
同
心
之
者
町
廻
リ
之
義
︑
昼
夜
間
も
な
く
廻
リ
︑
火
之
元
随
分
入

念
︑
其
外
騒
敷
事
無
之
様
ニ
可
仕
候
︑
町
年
寄
共
江
申
付
候
事
︑

　

一
︑
与
力
壱
人
ツ
ヽ
組
之
者
小
使
召
連
︑
昼
夜
町
廻
リ
為
致
可
申
事
︑

　

一
︑
長
左
衛
門
昼
ハ
町
廻
リ
可
致
︑
夜
分
御
用
之
間
見
合
之
上
町
廻
リ
ニ

可
罷
出
候
事
︑

　

一
︑
町
方
江
入
込
候
旅
人
︑　

一
︑
商
売
人　
　
　

一
︑
親
類
見
舞

　

一
︑
其
日
帰
之
商
売
人
︑　　

一
︑
病
気
ニ
付
罷
越
シ
居
申
候
者

　

一
︑
伊
勢
御
師
惣
而
神
社
札
守
持
参
候
者

　

右
之
者
︑
指
戻
シ
可
申
候
︑
尤
無
拠
者
ハ
夫
々
宿
屋
共
よ
り
役
所
江
断
ヲ

申
出
︑
聞
置
之
上
指
置
可
申
候
︑

　

一
︑
毎
歳
霜
月
上
旬
よ
り
仮
番
所
申
付
候
間
︑
此
節
之
義
ニ
付
一
両
日
之

内
ニ
可
申
付
候
︑
尤
大
工
遣
ひ
等
致
候
義
ニ
而
も
無
之
︑
筵
し
と
み

小
屋
掛
前
々
よ
り
仕
候
事
︑

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　

一
︑五
ケ
処
出
口
之
外
︑
出
入
口
所
々
在
之
候
ニ
付
︑
右
之
事
郡
奉
行
江

申
合
置
候
事
︑

　

一
︑
町
々
裏
借
家
江
通
候
路
次
︑
暮
間
よ
り
〆
切
り
可
申
事
︑
但
︑
四
ツ

時
迄
ハ
家
主
聞
届
︑
戸
明
立
出
入
為
致
可
申
候
︑

　

一
︑五
ケ
処
出
口
番
所
江
御
足
軽
罷
出
候
義
︑
横
目
中
よ
り
指
出
候
段
申

聞
候
︑

　

一
︑
御
中
陰
之
内
︑
福
田
町
南
丁
二
ケ
所
木
戸
之
内
一
ケ
所
不
明
申
付

候
︑

　

一
︑
右
御
同
段
︑
西
浜
野
合
江
出
候
二
ケ
所
木
戸
之
内
︑
本
門
院
海
道
江

出
候
木
戸
不
明
申
付
候
︑

　

一
︑
辺
路
幷
六
十
六
部
之
類
町
方
江
入
込
候
義
︑
兼
而
申
付
候
通
弥
入
念

申
付
候
︑

　

一
︑
夜
分
籠
守
下
派
之
者
共
︑
夜
廻
為
仕
候
︑
但
︑
見
合
或
ハ
風
立
候
節

抔
︑
別
而
申
付
候
︑

　

右
之
通
︑
縫
殿
江
鵜
殿
長
左
衛
門
申
達
候
処
︑
諸
事
書
付
之
趣
ニ
相
心
得

候
様
︑
御
申
被
成
候
由
聞
置
候
様
ニ
と
︑
長
左
衛
門
書
付
ヲ
以
申
聞
セ
候

事
︒

　
　
　
　
　

覚

　

一
︑
浦
々
家
業
之
殺
生
幷
魚
鳥
商
売
共
︑
堅
無
用
ニ
可
仕
候
︑
若
他
所
よ

り
魚
鳥
積
参
候
共
︑
堅
入
津
仕
セ
申
可
間
敷
候
︑

　

一
︑
浦
々
川
口
津
留
申
付
候
︑
諸
船
堅
出
船
仕
セ
申
間
敷
候
︑
無
拠
義
ニ

而
出
船
致
度
候
ハ
ヽ
︑
其
段
役
所
江
申
出
指
図
ヲ
請
可
申
候
︑

　

一
︑
他
所
船
出
入
之
義
︑
売
買
之
船
ニ
候
ハ
ヽ
︑
出
入
致
セ
可
申
︑
其
外

無
益
之
船
ハ
︑
堅
入
津
仕
セ
申
間
敷
候
︑

　

右
之
通
︑
浦
々
江
申
渡
︑
所
々
仮
番
為
仕
火
之
元
等
入
念
諸
事
相
慎
候
様

可
申
渡
候
旨
︑
縫
殿
江
申
達
候
処
︑
申
出
候
趣
尤
之
由
御
申
被
成
候
ニ

付
︑
支
配
方
江
申
渡
候
間
︑
聞
置
候
様
渡
辺
右
記
申
聞
候
事
︑

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　

覚

　

一
︑
郷
中
万
々
静
ニ
相
慎
百
姓
共
騒
敷
仕
間
敷
候
︑
尤
郷
侍
ハ
高
松
江
参
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候
共
逗
留
不
仕
早
速
罷
帰
り
︑
所
々
火
之
元
等
入

　
　
　

念
可
申
付
候
︑
支
配
之
代
官
ハ
尚
以
諸
事
気
ヲ
付
可
被
申
候
︑

　

一
︑
家
普
請
鳴
物
等
迄
︑
急
度
御
停
止
ニ
候
︑

　

一
︑
郷
中
井
川
之
普
請
共
︑
御
停
止
ニ
候
︑

　

一
︑
山
分
猟
師
幷
諸
殺
生
停
止
被
仰
付
候
ニ
付
︑
郷
中
入
念
申
渡
候
︑

　

一
︑
此
度
御
至
来
ニ
付
︑
大
政
所
共
一
人
ツ
ヽ
御
悔
ニ
罷
出
郡
明
ケ
置
不

申
様
︑
可
仕
候
︑

　

一
︑
東
西
塩
屋
方
手
代
共
︑
随
分
諸
事
静
ニ
火
之
元
等
入
念
相
慎
候
様
︑

可
申
付
旨
申
渡
候
︑

　

一
︑
郷
中
火
之
元
入
念
︑
町
々
身
分
番
増
番
之
者
申
付
候
︑
尤
香
川
附
手

代
共
昼
夜
火
之
廻
リ
為
仕
候
︑
吉
川
市
左
衛
門
義
も
御
用
之
間
見
合

昼
夜
共
相
廻
リ
候
様
︑
申
渡
候
︑

　

一
︑
鍛
冶
鋳
物
師
木
綿
打
桶
師
等
家
職
者
共
︑
停
止
申
付
候
︑

　

一
︑
大
殿
様
御
尊
骸
西
堀
川
江
御
着
船
︑
直
ニ
仏
生
山
盤
若
台
江
被
為
入

候
間
︑
御
道
筋
之
義
等
麁
末
無
之
様
ニ
ニ
可
申
渡
候
︑

　

右
之
通
︑
可
申
渡
哉
之
由
︑
山
崎
藤
十
郎
申
出
候
ニ
付
︑
其
段
縫
殿
殿
江

申
達
︑
右
之
趣
申
渡
候
様
ニ
と
︑
藤
十
郎
江
申
聞
候
事
︒

　
　
　

　
　
　
　

十
月
廿
九
日

　

一
︑
御
城
西
之
御
門
︑
只
今
迄
往
来
致
候
得
共
︑
最
早
禁
門
為
致
候
様
可

申
渡
候
︑
何
れ
も
東
御
門
よ
り
出
入
り
可
致
候
︒

　
　
　
　

十
一
月
朔
日

　

一
︑
浦
々
之
者
共
︑
身
過
之
殺
生
廿
七
日
よ
り
相
止
さ
セ
候
得
共
︑
今
日

よ
り
御
免
被
遊
候
︑

　
　
　
　
　

鵜
殿
長
左
衛
門

　

一
︑
魚
鳥
之
商
売　
　

一
︑
家
職
之
殺
生　
　

一
︑
桶
師　
　

一
︑
鍛
冶

　

一
︑
檜
物
師　
　
　

一
︑
綿
打

　

右
︑
同
段
之
事
︑

　
　
　
　
　

山
崎
藤
十
郎

　

一
︑
郷
中
井
川
普
請
︑
但
揺
木
伐
渡
之
義
も
不
苦
候
︑

　

一
︑
山
分
御
免
之
猟
師
幷
身
過
之
猟
師

　

一
︑
鋳
物
師　
　

一
︑
桶
師　
　

一
︑
鍛
冶　
　

一
︑
綿
打

　

右
︑
同
段
之
事
︑

　

右
之
通
︑
支
配
所
江
可
申
渡
旨
︑
今
日
於
御
城
ニ
︑
杉
野
治
郎
右
衛
門
列

座
ニ
而
︑
縫
殿
殿
申
渡
候
事
︒

　
　
　
　

十
一
月
三
日

　
　
　
　
　

代
官
中

　

右
之
支
配
郡
々
江
罷
出
火
之
元
入
念
申
付
︑
惣
而
他
所
者
ハ
指
置
不
申
︑

勿
論
他
所
江
罷
越
不
申
様
ニ
申
付
候
︑
御
中
陰
之
中
︑
随
分
静
ニ
罷
在

候
様
可
申
付
候
︑
幷
大
政
所
共
支
配
切
郡
之
内
一
人
ツ
ヽ
不
絶
相
廻
リ
︑

村
々
政
所
共
右
之
趣
申
付
︑
罷
通
リ
可
申
候
︑
尤
御
中
陰
相
廻
リ
候
様
申

付
候
︑

－9－



　

右
之
通
︑
申
渡
早
々
代
官
中
支
配
所
江
罷
出
候
様
︑
可
申
渡
旨
︑
山
崎
藤

十
郎
江
今
日
於
御　

城
ニ
︑
武
右
衛
門
申
渡
候
事
︒

　

一
︑
此
度　

御
尊
骸
御
着
船
之
節
︑
各
御
船
場
江
罷
出
拝
被
致
候
義
勝
手

次
第
ニ
候
間
︑
上
下
ニ
而
御
出
可
在
之
候
︑
且
又
御
供
願
之
義
も
在

之
候
得
共
︑
此
段
ハ
無
用
之
由
︑
年
寄
中
被
仰
候
︑
尤
嫡
子
之
分
拝

ニ
罷
出
候
義
ハ
初
而
之
御
目
見
え
相
済
候
分
ハ
︑
罷
出
候
義
不
苦
候

間
︑
左
様
御
心
得
同
役
中
江
も
可
被
申
合
候
︑
以
上
︒

　
　
　
　

十
一
月
十
四
日…

横
目
中　
　

　
　
　
　

十
一
月
十
五
日

　

一
︑
高
林
院
（
頼
豊
）
様
御
棺
御
通
リ
筋
江
不
限
男
女
ニ
侍
分
下
々
迄
︑

一
人
も
不
罷
出
候
様
︑
御
心
得
可
在
之
︑
此
段
同
役
中
支
配
其
以
下

江
も
可
被
申
渡
候
︑

　

右
之
通
︑
今
日
列
一
人
呼
出
︑
申
渡
候
事
︒

　
　
　
　

十
二
月
朔
日

　

一
︑
御
家
中
町
郷
中
共
︑
仕
掛
リ
普
請
今
日
よ
り
御
免
被
成
候
間
︑
其
旨

触
知
セ
可
申
候
︑

　

右
之
通
︑
於　

御
城
ニ
︑
竹
井
金
左
衛
門
江
縫
殿
殿
申
渡
候
事
︒

　
　
　
　

十
二
月
十
日　
　
　
　
　

渡
辺　
　

右
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
殿
長
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

藤
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
井
金
左
衛
門

　
　

右
ハ
︑
此
度
御
不
幸
ニ
付
︑
御
中
陰
之
内
相
改
被
仰
付
候
︑　

御
城
幷

大
手
塩
御
番
︑　

御
城
下
火
之
廻
り
︑
川
口
津
留
︑
町
郷
中
其
外
万
々

諸
〆
リ
等
之
義
明
十
一
日
無
用
仕
︑
諸
事
前
々
御
留
守
之
通
り
相
心

得
︑
支
配
々
江
可
申
渡
候
︑

　
　
　

但
︑
舞
楽
之
義
暫
ク
相
慎
可
申
候
︑
煤
払
之
義
ハ
不
苦
候
間
︑
承
合

之
者
在
之
候
ハ
ヽ
︑
右
之
趣
申
聞
へ
き
旨
︑
竹
井
金
左
衛
門
江
申
渡

候
︒

　
　
　
　

十
二
月
廿
六
日　
　
　
　
　

竹
井
金
左
衛
門

　

一
︑
楽
舞
暫
相
慎
候
様
申
渡
候
得
共
︑
追
而
当
月
十
五
日
於
江
府
ニ
︑
御

囃
子
も
在
之
候
由
申
来
候
ニ
付
︑
此
元
も
楽
舞
不
苦
候
︑
然
共
記
度

申
触
候
義
ニ
而
ハ
無
之
候
︑
承
合
候
者
も
在
之
候
ハ
︑
右
之
趣
可
申

聞
候
︒

　

享
保
二
十
年
十
月
廿
日
に
江
戸
藩
邸
で
逝
去
し
た
松
平
頼
豊
の
報
が
︑
高

松
に
到
着
し
た
の
は
十
月
廿
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
早
速
︑
火
之
元
等
入

念
・
諸
事
穏
便
・
諸
殺
生
禁
止
・
津
留
が
命
ぜ
ら
れ
︑
翌
廿
八
日
に
は
︑
町

方
に
対
し
て
魚
商
売
・
諸
殺
生
・
鍛
冶
屋
槌
音
・
檜
物
屋
槌
音
・
綿
打
槌
音
・

普
請
鳴
物
高
声
の
停
止
︑
遊
山
の
禁
止
︑
他
所
か
ら
の
出
入
り
の
禁
止
︑
町

年
寄
の
昼
夜
見
廻
り
励
行
︑
出
口
番
所
の
監
視
︑
町
中
木
戸
・
路
地
の
〆
切

り
な
ど
︑
細
か
な
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
︒
同
日
︑
浦
方
に
対
し
て
も
家
業
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之
殺
生
・
魚
鳥
商
売
の
停
止
︑
浦
々
川
口
の
津
留
︑
火
之
元
等
入
念
・
諸
事

相
慎
が
指
示
さ
れ
︑
郷
中
に
は
静
に
相
慎
・
家
普
請
鳴
物
等
の
停
止
︑
川
普

請
の
停
止
︑
山
分
猟
師
及
び
諸
殺
生
の
停
止
︑
塩
屋
方
手
代
の
諸
事
静
・
火

之
元
等
入
念
・
相
慎
︑
昼
夜
火
之
廻
り
︑
鍛
冶
・
鋳
物
師
・
木
綿
打
・
桶
師

等
の
停
止
︑
御
遺
体
が
西
堀
川
へ
着
船
後
に
仏
生
山
般
若
台
へ
入
る
道
筋
の

掃
除
等
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
︒
廿
九
日
に
は
城
内
に
対
し
て
︑
西
之
御
門
が

禁
門
と
な
り
︑
東
御
門
か
ら
出
入
り
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
︒

　

十
一
月
朔
日
に
は
︑
浦
方
と
郷
中
に
十
月
廿
八
日
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
諸

殺
生
・
川
普
請
停
止
の
御
免
令
が
発
令
さ
れ
︑
十
二
月
朔
日
に
は
御
家
中
・

町
郷
中
へ
出
さ
れ
て
い
た
仕
掛
り
普
請
が
許
可
に
な
っ
て
い
る
︒
十
二
月
十

日
に
は
御
中
陰
之
内
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
御
城
下
火
之
廻
り
・
川
口
津
留
・

町
郷
中
諸
〆
り
等
が
十
一
日
か
ら
無
用
に
な
っ
た
が
︑
舞
楽
は
暫
く
相
慎
む

よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
間
︑
頼
豊
の
御
遺
体
が
十
一
月
十
四
日

に
高
松
へ
着
い
て

（
₁₆
）︑

十
一
月
廿
一
日
に
は
仏
生
山
に
帰
葬
さ
れ
て
い
る

（﹃
恵
公
外
記
﹄）︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
江
戸
藩
邸
に
お
け
る
藩
主
の
逝
去
か
ら
国
元
へ
の
知
ら
せ

に
始
ま
る
︑
一
連
の
服
忌
及
び
葬
送
儀
礼
に
伴
う
鳴
物
停
止
令
・
殺
生
禁
断

令
・
魚
鳥
売
買
停
止
令
・
諸
事
穏
便
相
慎
令
等
が
藩
当
局
か
ら
矢
継
ぎ
早
に

御
家
中
・
町
郷
中
・
浦
方
に
対
し
て
出
さ
れ
︑
藩
主
の
死
に
よ
る
政
治
社
会

的
混
乱
の
避
け
る
た
め
の
領
内
の
静
謐
と
︑
藩
主
の
死
に
対
す
る
哀
悼
の
意

や
慎
み
を
領
内
家
中
・
領
民
に
強
い
て
︑
新
藩
主
へ
の
政
権
の
ス
ム
ー
ズ
な

移
行
を
画
策
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

　

同
じ
よ
う
に
江
戸
藩
邸
で
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
九
月
十
六
日
に
逝
去

し
た
四
代
藩
主
松
平
頼
桓
の
場
合
も
同
様
の
御
触
が
出
さ
れ
て
お
り
︑
先
代

頼
豊
の
ケ
ー
ス
が
先
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
時
参
考
に
な

る
が
︑
御
遺
体
の
搬
送
方
法
に
つ
い
て
︑
次
の
よ
う
な
御
供
之
面
々
に
対
す

る
細
々
と
し
た
内
容
の
道
中
法
令
が
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る

（
₁₇
）︒

　
　
　
　

元
文
四
年
九
月
廿
一
日

　

一
︑
此
度
御
尊
骸
御
供
之
面
々
︑
御
紋
付
衣
類
着
用
之
義
無
用
可
仕
旨
︑

御
供
之
面
々
江
可
申
渡
候
︑
立
帰
之
分
ハ
御
棺
御
納
被
遊
候
上
︑

早
々
出
船
候
様
可
申
渡
候
事
︒

　

右
之
通
︑
今
日
於
御
屋
形
ニ
申
渡
候
事
︒

　
　
　
　

御
尊
骸
御
供
︑
御
目
見
以
上
之
面
々

　

一
︑
此
度
御
供
之
面
々
︑
道
中
随
分
慎
相
勤
可
申
旨
︑
被
仰
出
候
段
︑
御

申
渡
候
事
︒

　
　
　
　

御
法
令
︑
御
右
筆
木
濱
仁
介
ニ
読
セ
候
事
︒

　
　
　
　
　

道
中
法
令

　

一
︑
御
棺
之
御
供
ハ
不
及
申
ニ
御
跡
先
江
参
候
面
々
︑
高
声
不
仕
随
分
穏

便
罷
通
候
様
ニ
︑
下
々
ニ
も
堅
可
申
付
事
︒

　

一
︑
此
度
御
供
中
諸
事
情
︑
如
何
様
之
義
在
之
候
共
致
堪
忍
︑
後
日
之
沙

汰
ニ
可
仕
事
︑
違
背
之
輩
ハ
︑
理
非
ヲ
○
越
度
可
罷
成
候
事
︒

　

一
︑
宿
々
ニ
而
下
々
不
作
法
成
義
無
之
様
ニ
可
申
付
候
︑
尤
他
出
為
仕
申

間
敷
事
︒

　

一
︑
諸
大
名
中
御
通
違
之
節
︑
御
棺
御
よ
け
被
成
候
間
︑
其
節
御
供
中
片

付
罷
在
︑
不
作
法
成
評
無
之
様
ニ
下
々
江
も
堅
可
申
付
事
︒

－11－



　

一
︑
旅
宿
ニ
而
若
火
事
出
来
候
ハ
︑
兼
而
御
棺
舁
之
者
共
早
速
欠
付
申
様

可
被
申
付
候
︑
当
番
之
面
々
下
知
ヲ
以
御
退
被
遊
候
様
可
仕
候
︑
尤

非
番
之
面
々
も
早
々
欠
付
可
申
事
︒

　

一
︑
於
御
旅
棺
︑
横
目
中
火
之
元
能
々
可
被
申
付
事
︒

　
　
　
　

九
月

　
　
　
　

横
目
中
江
相
渡
候
書
付

　

一
︑
御
尊
骸
御
出
棺
之
節
︑
御
屋
敷
之
内
御
通
筋
江
︑
白
張
ぼ
ん
ぼ
り
灯

シ
可
申
事
︒

　

一
︑
右
之
節
︑
長
袴
以
上
其
外
御
目
見
以
上
︑
御
通
筋
江
可
罷
出
事
︒

　

一
︑
御
道
中
︑
御
鑓
立
申
間
敷
事
︒

　

一
︑
御
供
中
︑
持
鑓
立
申
間
敷
候
︑
鑓
印
ハ
付
可
申
事
︒

　

一
︑
御
尊
骸
︑
本
陣
ニ
御
泊
リ
被
遊
候
事
︒

　

一
︑
御
本
陣
ニ
御
紋
無
之
御
幕
打
セ
可
申
候
︑　

御
棺
被
遊
御
入
候
ハ
ヽ
︑

表
之
門
〆
さ
セ
可
申
事
︒

　

一
︑
伏
見
よ
り
大
坂
迄
︑
町
川
船
ニ
被
為
召
候
事
︒

　

一
︑
道
中
御
供
中
︑
宿
札
高
松
家
中
と
相
認
可
申
事
︒

　

一
︑
御
道
中
︑
御
大
名
衆
御
通
違
之
節
ハ
︑
早
々
御
棺
御
よ
け
被
成
高
様

可
仕
候
︑
御
先
乗
江
兼
而
申
渡
置
候
︑
早
速
御
跡
江
註
進
在
之
候
様

可
仕
候
︑
尤
前
夜
之
御
泊
リ
宿
ニ
而
御
通
御
大
名
衆
兼
而
承
合
置
︑

御
通
違
無
之
様
可
仕
事
︒

　

一
︑
御
本
陣
ニ
︑
白
張
ぼ
ん
ぼ
り
二
ツ
灯
シ
可
申
事
︒

　

一
︑
御
供
中
︑
月
額
之
義
無
用
ニ
可
仕
候
事
︒

　

一
︑
御
本
陣
ニ
︑
足
軽
番
所
仕
足
軽
二
人
指
置
可
申
事
︒

　

一
︑
高
松
江
御
着
船
之
義
夜
ニ
入
御
着
船
被
為
遊
候
様
ニ
︑
可
仕
候
︑
然

共
天
気
悪
敷
候
得
ハ
︑
刻
限
ニ
而
無
構
御
着
船
被
為
遊
候
事
︒

　

一
︑
御
船
ニ
而
︑
鑓
立
申
間
敷
候
事
︒

　

一
︑
御
道
中
︑
乗
物
乗
掛
ニ
而
御
供
可
仕
面
々
も
野
袴
停
止
之
事
︒

　

一
︑
御
棺
︑
大
坂
ニ
而
ハ
御
屋
敷
江
被
為
入
候
︑
相
詰
候
面
々
御
道
中
御

本
陣
之
通
可
相
心
得
事
︒

　

一
︑
御
腰
物
箱
︑
御
泊
ニ
而
歩
目
附
請
取
︑
御
小
納
戸
役
江
可
相
渡
候
︑

御
出
棺
之
節
も
同
断
之
事
︒

　

一
︑
箱
根
新
居
御
関
所
御
通
之
節
︑
前
方
ニ
押
之
者
小
使
出
シ
︑
上
下
共

笠
ヲ
取
セ
不
作
法
無
之
様
ニ
︑
可
仕
候
事
︒

　

一
︑
御
関
所
御
証
文
ハ
︑
横
目
中
御
先
達
而
御
関
所
江
罷
出
︑
御
証
文
相

渡
可
申
事
︒

　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　

九
月

　
　

こ
れ
に
よ
る
と
︑
御
供
之
面
々
に
対
し
て
︑
道
中
随
分
慎
ん
で
（
穏

便
・
堪
忍
・
不
作
法
無
く
）
相
勤
め
る
よ
う
命
じ
︑
本
陣
に
は
白
張
ぼ
ん

ぼ
り
を
二
つ
灯
し
た
り
︑
大
名
と
通
違
う
際
の
作
法
や
関
所
の
通
過
方

法
︑
高
松
へ
は
夜
に
入
っ
て
か
ら
着
船
す
る
こ
と
な
ど
︑
実
に
細
か
く
指

示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

（
二
）　
讃
岐
高
松
藩
に
お
け
る
公
儀
御
精
進
日
・
御
正
忌
・
御
命
日
の
周
知

徹
底

　

讃
岐
高
松
藩
で
は
︑
二
代
藩
主
頼
常
の
元
禄
期
か
ら
将
軍
家
及
び
藩
主
家
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の
忌
日
を
領
内
に
周
知
し
て
諸
殺
生
停
止
等
を
命
じ
る
こ
と
で
︑
将
軍
家
及

び
藩
主
家
の
権
威
を
高
め
る
と
と
も
に
︑
幕
藩
制
的
秩
序
の
確
立
に
努
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る

（
₁₈
）︒

　
　
　
　

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
八
月
廿
九
日

　

一
︑
向
後
武
具
・
馬
具
之
類
被
仰
付
候
節
︑
指
而
御
急
ニ
無
之
御
道
具
ハ
︑

公
儀
御
精
進
日
幷
此
方
様
御
時
精
進
日
ヲ
用
捨
仕
申
旨
︑
被
仰
付
候

段
︑
昨
日
之
便
ニ
江
戸
よ
り
申
来
候
趣
︑
兼
而
相
心
得
候
様
ニ
と
︑

御
勘
定
奉
行
・
御
道
具
奉
行
・
御
鉄
砲
奉
行
︑
幷
沼
田
甚
兵
衛
ニ
申

聞
置
候
事
︒（
傍
線
筆
者
）

　
　
　
　

元
禄
七
年
（
一
六
九
五
）
四
月

　

一
︑
昨
晩
下
屋
敷
江
︑
三
宅
六
郎
兵
衛
︑
渡
辺
大
膳
︑
同
半
右
衛
門
︑
石

丸
善
大
夫
被
召　

大
殿
様
被
仰
出
候
ハ
︑
天
下
之
御
精
進
日
・
御

正
忌
・
同
御
命
日
ニ
御
家
中
下
々
ニ
至
迄
︑
町
人
百
姓
家
職
ニ
仕
候

猟
師
等
迄
︑
諸
殺
生
弥
堅
停
止
可
申
付
由
︑
則
御
書
付
出
申
候
事
︒

（
傍
線
筆
者
）

　
　
　
　
　

覚

　

一
︑
正
月
廿
日　
　

一
︑四
月
十
七
日　
　

一
︑五
月
八
日

　

一
︑八
月
十
五
日

　

右
︑
諸
殺
生
禁
之
︑

　

右
之
通
︑
堅
相
守
候
様
ニ
御
家
中
郷
町
江
も
相
触
可
申
旨
︑
被
仰
渡
在
之

候
事
︒

　

一
︑
右
之
外
︑
四
月
八
日
︑
七
月
十
五
日
︑
十
月
十
日
猟
師
等
迄
諸
殺
生

無
用
ニ
︑
六
ケ
年
以
前
巳
年
ニ
︑
申
渡
在
之
候
候
処
︑
此
度
御
意
ニ

白
鳥
・
金
毘
羅
な
ど
の
義
ハ
家
職
ニ
仕
候
猟
師
な
ど
ニ
殺
生
無
用
と

申
付
候
而
ハ
︑
扶
持
米
ヲ
も
取
ら
セ
不
申
而
ハ
成
り
申
間
敷
︑
是
ハ

人
々
心
次
第
之
義
ニ
被　

思
召
候
︑
天
下
御
精
進
日
ハ
︑
御
正
忌
︑

月
御
命
日
と
ハ
違
ひ
申
た
る
義
之
由
義
仰
付
候
︑
此
以
後
四
月
八

日
︑
七
月
十
五
日
︑
十
月
十
日
家
職
仕
候
猟
師
等
︑
殺
生
之
義
如
何

と
伺
出
候
ハ
ヽ
心
次
第
と
挨
拶
仕
候
様
ニ
と
︑
御
船
奉
行
・
町
奉
行
・

郡
奉
行
江
被
仰
渡
在
之
候
事
︒

　

五
代
藩
主
頼
恭
は
︑
儒
者
役
の
者
に
命
じ
て
︑
先
祖
か
ら
親
類
ま
で
の
忌

日
を
残
ら
ず
編
集
さ
せ
て
「
追
遠
録
」
と
名
付
け
る
な
ど
︑
特
に
先
祖
へ
の

追
遠
の
志
が
篤
か
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
頼
恭
は
藩
祖
頼
重
以
来

の
歴
代
藩
主
実
録
や
祖
訓
集
︑
家
臣
の
筋
目
勤
功
等
や
役
替
次
第
を
編
集
し

た
「
登
仕
禄
」「
職
員
選
任
」︑
日
光
御
名
代
・
京
都
御
使
な
ど
の
公
務
に
関

す
る
記
録
「
日
光
御
名
代
記
」「
京
都
奉
仕
録
」
を
ま
と
め
る
な
ど
︑
藩
政

改
革
の
一
環
と
し
て
藩
祖
顕
彰
に
よ
る
支
配
正
当
性
の
確
保
や
家
臣
団
秩
序

の
筋
目
重
視
政
策
を
展
開
し
︑
後
世
讃
岐
高
松
藩
中
興
の
英
主
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
︒「
増
補
穆
公
遺
事
」
は
︑
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
二
月

に
高
松
藩
記
録
所
役
の
滝
信
彦
が
︑
後
藤
芝
山
著
の
「
穆
公
遺
事
」
を
増
補

し
た
も
の
で
あ
る
が
︑
頼
恭
の
業
績
に
つ
い
て
︑
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
（
₁₉
）︒
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或
人
或
書
に
あ
り
て
爰
に
洩
る
ゝ
を
附
録
す
︑

　

一
︑
御
先
祖
様
は
不
及
申
︑
御
親
類
様
方
御
続
き
遠
き
御
方
様
迄
も
御
追

遠
の
御
志
厚
く
被
遊
御
座
︑
儒
者
役
の
者
へ
被　

仰
付
︑
御
先
祖
様

方
よ
り
御
親
類
様
方
迄
不
残
御
忌
日
を
相
誌
見
易
様
に
編
立
被　

仰

付
︑
出
来
の
上
追
遠
録
と
御
名
付
御
自
身
御
序
文
被
遊
︑
御
平
生
御

省
覧
被
成
候
て
御
追
遠
の
義
と
も
無
残
処
御
勤
被
遊
候
︑（
傍
線
筆

者
）

　

頼
恭
著
述
目
録

　

一
︑
実
録　

元
祖
以
来
代
々
実
記　

二
百
巻

　

一
︑
登
仕
録　

家
中
の
者
筋
目
勤
功
等
の
次
第　

五
十
八
巻

　

一
︑
職
員
選
任　

家
中
の
者
役
替
の
次
第　

二
十
五
巻

　

一
︑
朝
参
筆
記　

勤
方
の
義　

四
冊

　

一
︑
京
都
奉
仕
録　

代
々
京
都
御
使
相
勤
候
次
第

　

一
︑
日
光
御
名
代
記　

代
々
日
光
御
名
代
勤
の
次
第　

三
冊

　

一
︑
追
遠
録　

一
門
中
過
去
帳　

一
冊
（
傍
線
筆
者
）

　

一
︑
詩
文
集　
　
　
　

二
巻

　

一
︑
祖
訓　
　

代
々
教
訓
相
集　

一
冊

　

七
代
藩
主
頼
起
の
時
代
に
も
公
儀
忌
日
に
つ
い
て
の
御
触
が
出
さ
れ
て
︑

領
内
に
諸
殺
生
禁
制
の
趣
旨
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
︑
当
時
弛
緩
し
つ
つ

あ
っ
た
幕
藩
制
的
秩
序
の
引
締
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
︒
併
せ

て
藩
主
家
の
祝
日
等
に
は
死
罪
・
拷
問
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か

る
（
₂₀
）︒

　
　
　
　

寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
十
一
月
十
七
日
付
書
付

　

一
︑
公
儀
御
代
々
様
御
日
柄
等
ニ
諸
殺
生
禁
制
之
義
︑
元
禄
年
中
以
来

度
々
相
触
候
処
︑
年
久
敷
義
ニ
付
自
然
心
得
違
之
者
も
可
在
之
候
間

相
改
︑
尚
又
別
紙
之
通
相
心
得
可
被
申
候
事
︒

　
　
　
　
　

別
紙

　
　
　
　

毎
月
十
七
日　
　

権
現
様　

但
︑
四
月
ハ
十
六
日
よ
り
十
七
日

　
　
　
　

毎
月
八
日

　
　
　
　

正
月
十
日　
　
　

常
憲
院
様

　
　
　
　

正
月
廿
四
日　
　

台
徳
院
様

　
　
　
　

二
月
廿
四
日　
　

孝
恭
院
様

　
　
　
　

四
月
八
日　
　
　

白
鳥

　
　
　
　

四
月
廿
日　
　
　

大
猷
院
様

　
　
　
　

四
月
晦
日　
　
　

有
章
院
様

　
　
　
　

五
月
八
日　
　
　

厳
有
院
様

　
　
　
　

六
月
十
二
日　
　

惇
信
院
様

　
　
　
　

六
月
廿
日　
　
　

有
徳
院
様

　
　
　
　

七
月
十
五
日　
　

盆

　
　
　
　

八
月
十
五
日　
　

祭
礼

　
　
　
　

十
月
十
日　
　
　

金
毘
羅

　
　
　
　

十
月
十
四
日　
　

文
照
院
様

　
　

右
之
日
︑
諸
殺
生
堅
禁
制
之
事
︒

　
　
　

但
︑
八
月
十
五
日
之
外
ハ
︑
右
之
日
た
り
共
家
職
ニ
仕
候
猟
師
ハ
不

苦
事
︒
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右
之
通
︑
御
家
中
幷
町
郷
中
江
も
相
触
可
申
旨
︑
年
寄
中
よ
り
申
渡
︑

今
日
横
目
中
よ
り
御
家
中
列
々
江
︑
申
渡
候
事
︒

　
　
　

十
一
月
日

　
　
　
　

寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
十
一
月
廿
八
日
付
書
付

　
　
　
　

死
罪
拷
問
除
日
︑
此
度
相
改
︑

　

一
︑
正
月　

死
罪
ハ
壱
ケ
月
除
︑
拷
問
ハ
十
五
日
過
候
ハ
ヽ
不
苦
事
︑

　

一
︑五
節
句

　

一
︑
毎
月
朔
日　

十
五
日　

廿
八
日

　

一
︑
殿
様
御
誕
生
日　
　

六
月
廿
三
日

　

一
︑
若
殿
様
御
誕
生
日　

　

一
︑
御
祝
日
御
乗
船
御
帰
城
︑
其
外
臨
時
御
祝
事
在
之
節
︑

　

一
︑
両
殿
様
御
除
日
︑
午
子
辰
戌
之
日
︑
但
︑
死
罪
ハ
用
捨
︑
拷
問
ハ
掛

ケ
候
而
も
不
苦
事
︒

　
　
　
　

公
儀
御
代
々
様
御
忌
日
︑
左
之
通

　

権
現
様　
　
　

四
月
十
七
日　
　
（
貼
紙
）﹃
一
家
康
公
﹄

　

台
徳
院
様　
　

正
月
廿
四
日　
　
（
貼
紙
）﹃
二
秀
忠
公
﹄

　

大
猷
院
様　
　

四
月
廿
日　
　
　
（
貼
紙
）﹃
三
家
光
公
﹄

　

厳
有
院
様　
　

五
月
八
日　
　
　
（
貼
紙
）﹃
四
家
綱
公
﹄

　

常
憲
院
様　
　

正
月
十
日　
　
　
（
貼
紙
）﹃
五
綱
吉
公
﹄

　

文
照
院
様　
　

十
月
十
四
日　
　
（
貼
紙
）﹃
六
家
宣
公
﹄

　

有
章
院
様　
　

四
月
晦
日　
　
　
（
貼
紙
）﹃
七
家
継
公
﹄

　

有
徳
院
様　
　

六
月
廿
日　
　
　
（
貼
紙
）﹃
八
吉
宗
公
﹄

　

惇
信
院
様　
　

六
月
十
二
日　
　
（
貼
紙
）﹃
九
家
重
公
﹄

　

孝
恭
院
様　
　

二
月
廿
四
日　
　
（
貼
紙
）﹃
十
家
基
公
﹄

　

浚
徳
院
様　
　

九
月
八
日　
　
　
（
貼
紙
）﹃
十
一
家
治
公
﹄

　

右
御
方
々
様
︑
御
正
忌
御
平
月
共
除
事
︒

　

英
勝
院
様　
　

八
月
廿
三
日　
　
（
貼
紙
）﹃
英
公
様
御
祖
母
様
﹄

　

源
威
院
様　
　

七
月
廿
九
日　
　
（
貼
紙
）﹃
頼
房
公
﹄

　

龍
雲
院
様　
　

四
月
十
二
日　
　
（
貼
紙
）﹃
頼
重
公
﹄

　

南
嶺
源
節
様　

四
月
三
日　
　
　
（
貼
紙
）﹃
頼
常
公
﹄

　

高
林
院
様　
　

十
月
廿
日　
　
　
（
貼
紙
）﹃
頼
豊
公
﹄

　

泰
岳
院
様　
　

九
月
十
六
日　
　
（
貼
紙
）﹃
頼
桓
公
タ
ケ
﹄

　

白
嶽
院
様　
　

七
月
十
八
日　
　
（
貼
紙
）﹃
頼
恭
公
﹄

　

瑞
麟
院
様　
　

三
月
十
日　
　
　
（
貼
紙
）﹃
頼
真
公
﹄

　

春
光
院
様　
　

九
月
廿
五
日　
　
（
貼
紙
）﹃
源
懐
様
御
内
室
﹄

　

清
操
院
様　
　

正
月
十
三
日　
　
（
貼
紙
）﹃
源
穆
様
御
内
室
﹄

　

永
昌
院
様　
　

十
月
十
七
日　
　
（
貼
紙
）﹃
源
定
様
御
内
室
﹄

　

顕
寿
院
様　
　

四
月
十
日　
　
　

　

右
御
方
々
様
︑
御
忌
日
毎
月
除
︑
御
正
忌
月
ハ
月
之
始
御
忌
日
迄
之
内
除
事
︑

　

皓
月
院
様　
　

八
月
三
日　
　
　
（
貼
紙
）﹃
一
頼
重
公
御
内
室
﹄

　

本
寿
院
様　
　

二
月
廿
六
日　
　
（
貼
紙
）﹃
二
頼
常
公
御
内
室
﹄

　

栴
檀
院
様　
　

六
月
五
日　
　
　
（
貼
紙
）﹃
三
頼
豊
公
御
内
室
﹄

　

源
粛
院
様　
　

九
月
十
一
日　
　
（
貼
紙
）﹃
水
戸
綱
條
公　

英
公
様
御
子

様
﹄
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源
成
様　
　
　

四
月
七
日　
　
　
（
貼
紙
）﹃
水
戸
宗
尭
公　

御
子
様
﹄

　

華
徳
院
様　
　

十
一
月
廿
日　
　
（
貼
紙
）﹃
頼
治
公　

万
二
郎
様
﹄

　

寂
静
院
様　
　

五
月
廿
九
日　
　

　

修
善
院
様　
　

九
月
廿
三
日

　

証
発
院
様　
　

八
月
四
日

　

旭
寿
院
様　
　

五
月
廿
六
日

　

瑞
峯
院
様　
　

正
月
廿
二
日

　

心
静
院
様　
　

七
月
廿
一
日

　

放
光
院
様　
　

九
月
廿
二
日

　

松
樹
院
様　
　

二
月
廿
三
日　
　
（
貼
紙
）﹃
源
穆
様
御
女　

京
都
高
倉
様

江
御
嫁
﹄

　

幼
闇
院
様　
　

五
月
四
日

　

天
瑞
院
様　
　

七
月
廿
日

　

光
全
院
様　
　

八
月
十
六
日

　

寂
性
院
様　
　

十
一
月
六
日

　

良
春
院
様　
　

二
月
廿
日

　

鶴
江
院
様　
　

七
月
十
日

　

深
諦
院
様　
　

十
月
十
三
日

　

右
御
方
々
様
︑
御
正
忌
月
之
御
忌
日
除
︑
御
平
月
ハ
不
苦
候
事
︒

　

金
毘
羅
金
光
院
に
は
次
の
よ
う
な
嘉
永
六
丑
年
（
一
八
五
三
）
八
月
筆
の

「
高
松
様
幷
京
極
様
御
両
家
其
他
国
諸
候
方
よ
り
万
御
寄
附
物
留
記
」
が
残

さ
れ
て
お
り

（
₂₁
）︑

関
係
の
深
い
寺
社
に
お
い
て
も
高
松
藩
歴
代
藩
主
の
忌

日
が
記
録
さ
れ
て
︑
代
々
相
応
の
忌
日
対
応
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
推
測

さ
れ
る
︒

　
　
　
　

嘉
永
六
丑
年
（
一
八
五
三
）
八
月　

取
調
幷
筆
者
宮
武
三
八
利
政

　
　
　
　

高
松
様
御
代
々
御
逝
去
年
月
左
之
通

　

一
︑
御
初
代　

頼
重
源
英
公　
　
　

元
禄
八
亥
年
四
月
十
二
日
御
逝
去

　

一
︑
御
二
代　

頼
常
源
節
公　
　
　

宝
永
元
申
年
四
月
三
日
御
逝
去

　

一
︑
御
三
代　

頼
豊
源
惠
公　
　
　

享
保
廿
卯
年
十
月
廿
日
御
逝
去

　

一
︑
御
四
代　

頼
桓
源
懐
公　
　
　

元
文
四
未
年
九
月
十
六
日
御
逝
去

　

一
︑
御
五
代　

頼
恭
源
穆
公　
　
　

明
和
八
卯
年
七
月
十
八
日
御
逝
去

　

一
︑
御
六
代　

頼
真
源
定
公　
　
　

安
永
九
子
年
三
月
十（
五
）日
御
逝
去

　

一
︑
御
七
代　

頼
起
源
欽
公　
　
　

寛
政
四
子
年
七
月
廿
八
日
御
逝
去

　

一
︑
御
八
代　

頼
儀
源
襄
公　
　
　

文
政
十
二
丑
年
八
月
廿
五
日
御
逝
去

　

一
︑
御
九
代　

頼
恕
源
愨
公　
　
　

天
保
十
三
寅
年
四
月
六
日
御
逝
去

　

一
︑
御
当
代　

頼
胤
公　
　
　
　
　

天
保
十
三
寅
年
五
月
御
家
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
五
子
年
︑
御
四
十
弐
御
厄
年
ナ
リ

三
　
高
松
松
平
家
に
お
け
る
葬
送
儀
礼
と
交
際

（
一
）　
高
松
松
平
家
に
お
け
る
葬
送
儀
礼

　

高
松
藩
初
代
藩
主
松
平
頼
重
は
︑
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
四
月
十
二
日

の
早
朝
八
つ
時
に
年
七
十
四
歳
で
逝
去
し
︑
遺
体
を
納
め
た
棺
は
︑
十
四
日

夜
九
つ
過
ぎ
に
頼
常
以
下
が
御
供
を
し
て
輿
で
下
屋
敷
を
出
発
し
︑
徒
歩
で
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仏
生
山
に
向
か
っ
た
︒
当
時
の
葬
列
の
基
本
は
白
一
色
で
︑
藩
士
の
「
見

物
」
は
禁
止
さ
れ
︑
一
般
領
民
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
の
際

の
行
列
は
︑
生
前
に
頼
重
自
身
が
定
め
︑
堀
蔵
人
・
小
泉
八
左
衛
門
の
両
人

に
申
し
付
け
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
い
わ
れ
る
︒
棺
の
左
右
に
は
「
頼
母
殿

（
四
男
）・
玄
蕃
殿
（
六
男
）・
帯
刀
殿
（
八
男
）・
修
理
殿
（
孫
）
右
御
四
方

歩
行
に
て
御
櫃
之
左
右
に
御
供
被
成
︑
其
外
は
御
隠
居
附
之
重
役
並
御
近
習

の
み
前
後
に
御
供
仕
候
︑
節
公
に
は
御
歩
行
に
て
御
跡
固
被
成
候
」
と
あ

る
（
₂₂
）︒

　
　
　
　

御
行
列

　
　

御
先　

堀
蔵
人　

御
挑
燈　

後
先
払　

足
軽
・
足
軽
・
足
軽　

御
挑
燈
・

御
挑
燈　

御
歩
行
八
人　

御
小
姓
・
組
頭　

御
長
刀　

御
挑
燈
・
御
挑

燈　

御
位
牌　

愚
退　

御
挑
燈
・
御
挑
燈　

御
棺　

頼
母
・
修
理
・
玄

蕃
・
帯
刀　

御
沓　

十
次
郎　

小
泉
八
左
衛
門　

御
挑
燈
・
御
挑
燈　

御
附
御
医
者
不
残　

三
村
與
左
衛
門
・
黒
田
平
右
衛
門　

御
馬　

押
之

者
・
押
之
者　

御　

又
者　

何
れ
も
歩
行
に
て
御
供
︒

　

行
列
が
十
五
日
朝
六
つ
時
前
に
仏
生
山
に
着
い
た
後
︑
頼
常
が
ま
ず
焼
香

し
て
︑
次
に
奥
様
軽
久
様
の
代
香
︑
連
枝
方
（
頼
常
の
兄
弟
）︑
次
い
で
大

久
保
不
徹
（
公
忠
）・
大
久
保
主
計
・
谷
将
監
・
谷
式
部
・
江
川
総
左
衛
門
・

三
宅
小
心
・
大
久
保
主
膳
・
星
野
宮
内
左
衛
門
・
成
田
内
膳
・
谷
市
郎
右
衛
門
・

堀
蔵
人
・
小
泉
八
左
衛
門
・
三
宅
六
郎
兵
衛
・
間
島
藤
次
右
衛
門
・
上
遠
武

左
衛
門
ら
の
御
付
き
の
重
臣
・
近
習
ら
が
焼
香
拝
礼
し
た
︒
こ
の
前
後
に
法

然
寺
第
六
世
果
誉
利
覚
上
人
以
下
末
寺
四
カ
寺
の
僧
の
読
経
が
あ
っ
て
︑
棺

は
般
若
台
中
央
に
東
面
し
て
納
め
ら
れ
た
と
い
う

（
₂₃
）︒

　

五
代
藩
主
頼
恭
の
時
に
は
︑
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
四
月
十
五
日
に
江

戸
へ
向
か
っ
た
後
か
ら
病
状
が
悪
化
し
︑
六
月
に
入
っ
て
︑
そ
れ
ま
で
容
体

に
応
じ
て
医
師
の
転
薬
を
重
ね
て
い
た
が
︑
評
儀
の
結
果
︑
初
め
て
公
儀
奥

医
師
浅
井
久
伯
を
江
戸
藩
邸
に
招
い
て
六
月
八
日
か
ら
転
薬
に
始
め
る
な

ど
︑
病
状
の
回
復
に
努
め
て
い
る
︒
し
か
し
︑
そ
の
後
も
病
状
が
好
転
せ

ず
︑
奥
様
や
若
殿
様
と
の
対
面
も
断
る
な
ど
し
た
が
︑
そ
の
間
も
懇
意
な
播

磨
守
・
細
川
越
中
守
・
美
作
守
・
近
江
守
が
度
々
御
見
舞
い
に
訪
れ
て
い
る
︒

七
月
十
七
日
夜
に
は
容
体
が
重
く
な
っ
た
時
点
で
︑
御
家
門
関
係
者
へ
知
ら

せ
る
と
と
も
に
︑
高
松
藩
城
使
の
岡
島
左
仲
が
御
用
番
の
老
中
板
倉
佐
渡
守

へ
届
け
を
出
し
て
い
る
︒
そ
し
て
十
八
日
に
は
︑
将
軍
の
上
使
小
出
信
濃
守

が
来
て
御
見
舞
い
の
魚
干
物
を
下
さ
れ
た
が
︑
頼
恭
は
薬
石
効
な
く
そ
の
日

の
亥
の
中
刻
に
な
っ
て
逝
去
し
た
の
で
︑
幕
府
に
届
け
を
提
出
し
て
い
る
︒

狭
義
の
葬
式
儀
礼
だ
け
で
な
く
︑
病
気
の
回
復
祈
願
か
ら
葬
礼
ま
で
の
諸
行

為
・
事
象
を
一
連
の
「
死
」
を
め
ぐ
る
葬
送
儀
礼
と
し
て
考
え
る
と
︑
こ
の

間
の
様
子
が
次
の
よ
う
に「
増
補
穆
公
遺
事
」に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る

（
₂₄
）︒

　

一
︑
公
の
御
病
気
被
為
付
（
候
）
と
は
申
は
五
年
以
前
明
和
四
年
御
筋
気

御
発
︑
其
砌
御
養
生
被
遊
御
快
復
に
は
被
成
御
座
候
得
共
︑
御
匙
医

師
奥
医
師
何
も
申
合
段
々
︑　

公
へ
言
上
仕
御
合
点
に
て
御
保
養
被

遊
候
︑
其
後
は
御
大
酒
等
被
成
御
座
候
と
御
背
の
御
痛
御
座
候
疾
ひ

を
少
し
御
隠
し
の
意
味
被
相
窺
候
︑（
中
略
）
当
卯
（
明
和
八
年
）
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四
月
十
五
日
如
例
年
高
松
御
出
帆
被
遊
候
御
道
中
毎
迚
も
御
歩
行
御

採
薬
御
乗
馬
等
御
座
候
所
︑
今
年
は
御
気
重
に
て
其
義
一
度
も
無
御

座
候
︑（
そ
の
後
容
体
に
応
じ
て
医
師
の
転
薬
を
重
ね
︑）
於
爰
に
御

評
議
の
上
初
て
公
儀
奥
医
師
浅
井
久
伯
老
御
招
き
同
（
六
月
）
八
日

御
転
薬
に
相
成
候
︑（
中
略
）
奥
様　

若
殿
様
へ
も
御
対
面
御
断
故

日
々
御
出
に
て
御
透
覗
に
て
御
窺
被
成
候
︑
良
姫
様
十
五
日
四
つ
時

比
御
出
府
後
初
て
御
出
に
て
︑
漸
々
暮
方
に
鳥
渡
御
対
面
に
相
成
候

と
申
様
な
る
御
気
六
か
敷
被
成
御
座
候
︑
御
病
気
中
播
磨
守
様
・
細

越
中
守
様
・
美
作
守
様
後
改
大
学
頭
亮
侯
・
近
江
守
様
後
改
越
中
守
定
邦

侯
度
々
為
御
見
廻
御
出
奥
へ
御
通
り
︑
千
次
郎
様
・
音
三
郎
様
大
学

頭
様
御
次
男
御
三
男
一
度
御
出
同
断
︑
此
外
御
書
院
迄
御
入
来
の
御
方

に
は
存
不
申
候
︑（
中
略
）
同
（
七
月
）
十
七
日
夜
に
入
雲
亭
老
被

伺
御
容
子
至
極
御
指
重
の
由
被
申
︑　

御
家
門
様
方
へ
為
御
知
武
田

千
壽
院
（
長
春
）
殿
・
森
雲
亭
老
・
同
宗
乙
老
御
詰
千
壽
院
殿
御
匙

別
煎
入
人
参
五
文
目
被
指
上
候
︑
同
夜
御
容
体
御
大
切
に
被
為
及

候
︑
同
日
御
容
体
御
指
重
り
の
由
御
老
中
板
倉
佐
渡
守
殿
へ
御
届
御

座
候
︑

　

一
︑十
八
日
将
軍
様
御
尋
の
上
使
小
出
信
濃
守
殿
若
年
寄
衆
被
相
越
鱠キ

残ス

魚
干
物
被
下
置
候
︑　

若
殿
様
被
為
請
御
礼
勤
は
松
雅
楽
頭
様
播
磨

守
様
御
嫡
子
へ
御
頼
に
て
為
御
名
代
御
老
中
方
若
年
寄
衆
御
廻
勤

也
︑

　

一
︑
同
日
御
容
体
御
指
重
り
に
付
︑
御
用
番
御
老
中
板
倉
佐
渡
守
殿
へ
左

の
通
御
届
︑
我
等
儀
先
頃
よ
り
不
快
の
所
気
分
指
重
り
快
気
の
程
難

計
候
︑
家
督
の
義
は
嫡
子
ヘ
兵
部
大
輔
へ
相
譲
り
候
間
此
段
御
聞
置

可
被
成
候
︑
以
上

　
　
　
　

七
月
十
八
日…

御
名　
　

　
　
　

御
老
中
連
名
殿　

　
　

右
御
届
書
以
御
手
先
頭
衆
佐
渡
守
殿
へ
御
指
出
し
︑
岡
島
左
仲
御
城
使

付
添
罷
出
候
処
御
請
取
に
相
成
候
︑（
中
略
）
御
家
門
様
方
被
成
御
詰

候
故
御
相
談
有
て
紀
州
様
へ
も
御
相
談
御
座
候
所
︑
紀
州
様
思
召
に
て

御
手
寄
の
御
老
中
右
近
将
監
様
へ
御
内
談
の
上
御
三
ケ
様
御
同
様
の
御

届
に
相
成
候
由
︑
小
神
野
與
兵
衛
日
記
の
趣
也
︑

　

一
︑
同
日
十
八
日
亥
の
中
刻
御
逝
去
被
遊
候
段　
　

公
辺
へ
御
届
に
相
成

候
︑

　

一
︑
御
納
棺
の
義
御
近
振　

惠
公　

懐
公
に
は
諸
事
仏
道
の
御
納
り
也
︑

奉
行
部
屋
に
別
帳
留
有
之
今
度
は
儒
道
の
御
納
棺
に
て
文
公
家
礼
の
通

被
入
御
念
諸
事
儒
臣
引
請
取
扱
被　

仰
付
︑

　

大
名
家
の
藩
主
あ
る
い
は
前
・
元
藩
主
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
︑
藩
が
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
︑
ま
ず
卒
去
の
報
告
を
幕
府
に
す
る
義
務
が

あ
っ
た
︒
こ
の
と
き
︑
卒
去
の
日
を
決
定
し
た
上
で
︑
届
け
を
提
出
し
た
必

要
が
あ
っ
た
︒
幕
府
に
提
出
す
る
卒
去
日
は
︑
将
軍
家
や
祖
先
の
精
進
日
な

ど
を
避
け
て
決
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
︒
次
い
で
葬
送
の
日
取
り
を
決
め
て

許
可
を
求
め
︑
江
戸
で
亡
く
な
っ
て
国
元
で
葬
送
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
︑

国
元
ま
で
の
通
行
許
可
が
必
要
と
さ
れ
る
な
ど
︑
卒
去
か
ら
葬
送
ま
で
の

間
︑
幕
府
に
対
し
て
届
出
や
伺
い
が
毎
日
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
︒
さ
ら
に
国
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元
で
葬
送
が
行
わ
れ
る
際
に
は
︑
江
戸
屋
敷
か
ら
国
元
ま
で
の
間
に
通
行
す

る
沿
道
に
あ
る
大
名
や
旗
本
に
対
し
て
通
行
の
旨
を
通
知
す
る
必
要
が
あ
っ

た
︒
併
せ
て
︑
老
中
や
若
年
寄
に
加
え
︑
普
段
か
ら
交
際
を
行
っ
て
い
る
大

名
へ
も
卒
去
の
旨
と
葬
送
の
日
時
・
初
七
日
法
事
の
日
時
な
ど
を
通
知
す
る

必
要
が
あ
っ
た

（
₂₅
）︒

頼
恭
の
場
合
も
こ
の
よ
う
な
諸
手
続
き
が
︑
担
当
役

の
家
臣
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
︒

　

前
近
代
社
会
に
お
け
る
大
名
家
の
葬
送
儀
礼
は
︑
儀
礼
に
参
加
す
る
機
会

を
設
け
る
こ
と
で
︑
家
臣
の
み
な
ら
ず
領
民
の
意
識
を
も
統
合
し
て
い
く
政

治
的
・
社
会
的
な
機
能
と
役
割
を
持
っ
て
い
た
︒
例
え
ば
︑
病
気
平
癒
の
祈

祷
を
は
じ
め
葬
送
儀
礼
へ
の
参
加
の
方
法
は
︑
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
家
格
の
序

列
に
基
づ
い
た
も
の
で
︑
家
臣
が
自
家
の
家
格
を
確
認
す
る
場
と
な
り
︑
藩

に
と
っ
て
も
社
会
秩
序
の
再
確
認
を
促
す
場
で
も
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
鳴
物
停

止
令
等
の
発
令
に
よ
る
領
民
の
藩
主
意
識
の
芽
生
え
や
︑
葬
送
儀
礼
へ
の
諸

宗
派
の
参
加
に
よ
っ
て
領
内
宗
教
者
の
統
合
の
場
と
も
な
る
な
ど
︑
領
内
政

治
秩
序
を
維
持
・
強
化
す
る
と
い
う
大
き
な
役
割
が
あ
っ
た
︒
特
に
高
松
藩

五
代
藩
主
松
平
頼
恭
の
よ
う
に
現
藩
主
が
卒
去
し
た
場
合
に
は
︑
そ
の
葬
送

儀
礼
は
藩
主
不
在
の
下
で
新
藩
主
が
最
初
に
主
催
す
る
行
事
で
あ
り
︑
い
わ

ば
代
替
わ
り
儀
礼
と
い
う
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た

（
₂₆
）︒

（
二
）
幕
府
へ
の
伺
い
と
城
使
（
城
附
・
留
守
居
）
の
役
割

①
幕
府
へ
の
伺
い

　
　

高
松
藩
で
は
︑
領
内
服
忌
の
取
扱
い
に
つ
い
て
︑
藩
主
か
ら
幕
府
へ
の

伺
い
が
必
要
な
ケ
ー
ス
と
藩
の
年
寄
等
に
よ
る
詮
儀
に
よ
る
ケ
ー
ス
の
二

種
類
が
あ
っ
て
︑
ま
ず
は
領
内
で
相
談
・
詮
義
し
て
い
た
こ
と
が
高
松
藩

の
法
令
集
に
よ
っ
て
わ
か
る

（
₂₇
）︒

　
　
　
　
　

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
五
月
廿
三
日

　
　

一
︑（
前
略
）
此
程
ハ
︑
寺
社
奉
行
共
噺
ニ
而
御
聞
被
成
候
︑
寺
内
ニ
而

切
害
人
在
之
候
義
︑
鎮
守
本
尊
前
ニ
而
穢
ハ
敷
候
︑
其
上
放
生
申

事
候
得
ハ
︑
迷
惑
存
候
由
︑
御
訴
訟
ニ
而
ハ
無
之
︑
寺
社
奉
行
共

江
願
之
由
︑
尤
ニ
思
候
︑
併
お
そ
く
心
付
候
︑
何
方
ニ
も
在
之
事

ニ
候
得
共
︑
不
詮
義
成
ル
事
ニ
候
︑
江
戸
江
伺
候
事
ニ
而
も
無
之
︑

年
寄
共
江
寺
社
奉
行
致
相
談
︑
願
之
通
可
申
付
候
︑
若
伺
無
之
御

咎
メ
も
候
ハ
ヽ
︑
大
殿
様
被
仰
分
ニ
可
被
成
候
︑
年
寄
幷
番
頭
共

之
内
︑
壱
人
ニ
而
も
存
寄
在
之
候
得
ハ
︑
又
々
相
談
可
仕
︑
出
家

中
江
相
談
之
上
︑
存
寄
も
無
之
候
ハ
ヽ
︑
可
申
付
由
之
事
︒（
傍

線
筆
者
）

　
　

一
︑
寺
内
江
土
葬
沐
浴
在
之
事
︑
是
ハ
寺
社
奉
行
江
申
出
事
ニ
而
無
之
︑

諸
出
家
一
同
ニ
相
談
之
上
︑
旦
那
中
と
相
対
可
仕
事
ニ
思
候
︑
惣

而
人
之
親
妻
子
と
も
ニ
︑
出
家
之
手
ニ
か
け
る
事
ニ
而
無
之
︑
何

方
ニ
而
も
荒
地
ヲ
見
立
︑
四
五
十
間
四
方
無
所
場
ニ
仕
義
と
︑
寺

社
奉
行
共
江
願
出
申
事
︑
諸
宗
共
ニ
葬
忙
い
た
し
可
然
候
︑
惣
而

城
下
之
寺
内
︑
国
主
よ
り
用
地
之
節
ハ
︑
替
地
ヲ
も
申
付
候
も
の

ニ
候
得
ハ
︑
施
主
之
為
ニ
候
︑
其
上
町
中
ニ
土
葬
等
之
事
︑
可
在

遠
慮
事
之
様
ニ
思
召
候
段
︑
御
噺
在
之
候
事
︒

　
　

一
︑
右
之
切
害
人
事
︑
年
寄
共
江
相
談
相
究
可
申
付
︑
明
日
ニ
も
不
慮
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成
義
在
之
候
︑
如
何
敷
候
間
︑
早
ク
埒
明
申
様
ニ
と
御
意
ニ
候

哉
︑
主
米
殿
江
内
匠
十
大
夫
︑
宮
内
左
衛
門
︑
八
郎
左
衛
門
︑
権

右
衛
門
︑
助
左
衛
門
︑
平
左
衛
門
参
候
而
︑
右
之
段
々
申
達
︑
何

れ
も
存
寄
も
無
之
︑
西
御
屋
敷
江
助
左
衛
門
︑
平
左
衛
門
両
人
共

参
上
︑
以
書
付
ヲ
申
上
候
趣
︑
出
家
中
願
之
通
︑
寺
内
ニ
而
切
害

人
之
義
ニ
付
︑
今
朝
︑　

御
意
被
遊
候
通
︑
年
寄
共
江
為
申
義
聞

候
︑
何
れ
も
出
家
中
願
尤
も
ニ
奉
存
候
︑
江
戸
江
伺
申
義
ニ
而
も

無
御
座
候
間
︑
出
家
中
江
為
申
聞
候
様
ニ
と
申
候
事
︒（
傍
線
筆

者
）

　
　

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
十
一
月
八
日
に
は
︑
高
松
藩
八
代
藩
主
松

平
頼
儀
が
松
平
田
宮
に
対
し
て
︑「
弟
を
致
儀
絶
候
処
︑
其
兄
右
之
弟
之

娘
ヲ
兼
而
養
女
ニ
致
引
取
候
得
共
︑
義
絶
ニ
付
弟
方
よ
り
娘
を
差
戻
候
様

申
聞
候
︑
然
処
養
方
ニ
而
者
其
儘
差
置
度
并
娘
も
戻
候
儀
不
得
心
ニ
付
」

と
い
う
内
容
の
問
合
せ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
︑
幕
府
へ
の
伺
い
と
回
答

を
目
付
所
で
編
纂
し
た
﹃
諸
心
得
問
合
挨
拶
留
﹄（
文
政
四
︑五
年
頃
成
立
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
₂₈
）︒

②
讃
岐
高
松
藩
の
御
城
使
（
御
城
附
・
留
守
居
）
の
役
割

　
　

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
七
月
十
八
日
に
高
松
藩
五
代
藩
主
松
平
頼
恭

の
容
体
が
悪
化
し
た
と
き
︑
そ
の
旨
と
家
督
相
続
の
件
を
併
せ
て
︑
御
城

使
役
の
岡
島
左
仲
が
御
用
番
老
中
板
倉
佐
渡
守
に
届
書
を
提
出
し
て
い

る
（
₂₉
）︒

こ
の
こ
と
か
ら
︑
高
松
藩
で
は
︑
服
忌
関
係
や
家
督
相
続
等
の

重
要
な
政
務
案
件
に
関
し
て
︑
幕
閣
と
の
連
絡
や
交
渉
に
当
た
る
御
城
使

と
い
う
役
職
を
設
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　
　

御
城
使
は
︑
藩
独
自
の
役
職
で
︑
藩
を
代
表
し
て
幕
府
と
の
連
絡
・
交

渉
の
た
め
頻
繁
に
江
戸
城
に
出
入
り
し
て
︑
幕
府
と
藩
と
の
掛
橋
的
役
割

を
演
じ
る
外
交
官
的
性
格
を
有
し
て
い
た
︒
設
置
の
背
景
に
は
︑
当
時
の

幕
府
法
と
藩
法
と
の
重
層
的
・
二
元
的
支
配
と
い
う
時
代
的
構
造
的
な
問

題
が
あ
り
︑
良
好
な
幕
藩
関
係
と
円
滑
な
藩
運
営
の
た
め
に
は
幕
府
と
藩

と
の
連
絡
調
整
役
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
︒
藩
に
よ
っ
て
は
︑

高
松
藩
の
御
城
使
の
ほ
か
︑
御
城
附
・
聞
番
・
聞
役
・
公
儀
使
・
公
儀
人
・

御
城
役
な
ど
と
呼
ぶ
藩
も
あ
っ
た
︒
設
置
は
幕
府
の
強
制
で
は
な
く
︑
大

名
の
自
発
的
意
思
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
た
の
で
︑
設
置
時
期
や
呼
称
も

一
定
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒

　
　

高
松
藩
で
は
宝
永
二
年
（
一
七
○
五
）
の
﹃
一
統
武
鑑
﹄（
橋
本
博
編

﹃
改
訂
増
補
大
武
鑑
﹄
上
巻
）
に
「
御
城
使　

戸
田
甚
五
右
衛
門
・
彦
坂

小
四
郎
・
伊
藤
庄
左
衛
門
」
が
み
え
︑
二
代
藩
主
松
平
頼
常
の
時
代
に
は

既
に
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
幕
府
と
の
関
係
と
藩
政
の
確
立

を
重
視
し
て
い
た
結
果
と
理
解
で
き
る
︒
御
城
使
の
職
務
は
︑
将
軍
に
対

す
る
「
公
辺
勤
向
」
調
査
（
対
幕
府
関
係
）
と
︑
他
大
名
家
と
の
「
交
際
・

動
向
」
調
査
（
対
他
藩
関
係
）
の
二
つ
で
あ
っ
た
が
︑
特
に
「
公
辺
勤
向
」

調
査
は
極
め
て
広
範
・
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
︑﹃
官
中
秘
策
﹄
目
録
巻

二
三
に
は
「
普
請
之
範
囲
を
付
候
事
︒
忌
中
断
之
事
︒
一
位
様
御
逝
去
之

節
之
事
」︑
巻
二
四
に
は
「
御
一
門
卒
去
之
事
︒
御
老
中
卒
去
之
事
︒
御

法
事
御
香
奠
献
上
之
事
︒
御
法
事
相
済
候
節
之
事
︒
御
法
事
中
献
上
物
之

事
」
が
掲
げ
ら
れ
る
な
ど
︑
将
軍
家
・
幕
閣
に
関
す
る
服
忌
関
連
事
項
が
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重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑
高
松
藩
に
お
け
る
御
城
使
の

格
式
に
つ
い
て
は
︑「
独
礼
以
上
」
か
ら
選
任
さ
れ
︑
町
奉
行
よ
り
上
位

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

（
₃₀
）︒﹃

宝
暦
十
辰
年
十
一
月
吉
日
分
限
帳
﹄（
鴨

居
家
文
書
）
に
は
︑
御
城
使
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

　
　
　
　
　

御
城
使

　
　

一
︑
高　

三
百
石　
　

大
久
保
主
馬

　
　
　
　
　

御
城
頭

　
　

一
︑
高　

弐
百
石　
　

栗
生
惣
左
衛
門

　
　

一
︑
高　

百
五
十
石　

岡
嶋
佐
仲

　
　

一
︑
高　

弐
百
石　
　

三
上
清
左
衛
門

　
　

城
使
制
度
の
導
入
・
設
置
に
よ
っ
て
︑
高
松
藩
で
は
幕
府
服
忌
令
な
ど

の
幕
府
法
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
確
実
に
伝
達
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
幕
府

の
政
策
意
思
を
的
確
に
把
握
し
て
藩
法
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
︑
実
質

的
な
領
内
統
治
を
進
め
て
い
く
法
体
系
と
藩
政
組
織
体
制
が
整
っ
た
と
い

え
る
︒

表１　讃岐高松藩の御城使・御城附等一覧
年　　代 藩　主　名 御城使・御城付氏名 出　典　史　料　等
宝永２年
（1705）

②松平讃岐守頼保
（頼常）

御城使　戸田甚五右衛門・彦坂
小四郎・伊藤庄左衛門

『一統武鑑』（橋本博編『改訂増補大武
鑑』上巻）

宝永７年
（1710）

②松平讃岐守頼保
（頼常）

御城附　戸田甚五右衛門・彦坂小
四郎・鈴木四郎左衛門

『一統武鑑』（橋本博編『改訂増補大武
鑑』上巻）

正徳３年
（1713）

③松平讃岐守頼豊 御城使　戸田甚五右衛門・彦坂小
四郎・伊藤四郎左衛門

『賞延武鑑』（橋本博編『改訂増補大武
鑑』上巻）

享保17年
（1732）

③松平讃岐守頼豊 御城使　大石三平・栗生惣左衛
門

橋本博編『改訂増補大武鑑』上巻

享保21年
（1736）

④松平讃岐守頼桓 留守居　大石三平・栗生惣左衛
門

服藤弘司『大名留守居の研究』

元文６年
（1741）

⑤松平讃岐守頼恭 御城使　中村丹下・滝川八郎太
夫・菊地左膳

橋本博編『改訂増補大武鑑』中巻

延享４年
（1747）

⑤松平讃岐守頼恭 御城使　菊地左膳・彦坂小四郎 橋本博編『改訂増補大武鑑』中巻

宝暦５年
（1755）

⑤松平讃岐守頼恭 御城使　栗生宗左衛門・高見清
兵衛

橋本博編『改訂増補大武鑑』中巻

宝暦10年
（1760）

⑤松平讃岐守頼恭 御城使　大久保主馬
御城頭　栗生惣左衛門・岡嶋佐仲・

三上清左衛門

『宝暦十辰年十一月吉日分限帳』（鴨居
家文書）

宝暦13年
（1763）

⑤松平讃岐守頼恭 御城使　栗生宗左衛門・岡島左仲・
三上清左衛門

留守居　菊地左膳・高見清兵衛

橋本博編『改訂増補大武鑑』中巻
服藤弘司『大名留守居の研究』
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明和９年
（1772）

⑥松平讃岐守頼眞 留守居　岡島左仲・三上清左衛
門・山口伴右衛門

服藤弘司『大名留守居の研究』

安永２年
（1773）

⑥松平讃岐守頼眞 御城使　三木武太夫・堀蔵人・
岩島主膳・辻外記

橋本博編『改訂増補大武鑑』中巻

天明６年
（1786）

⑦松平讃岐守頼起 留守居　秋山彦五郎・岡島左仲・
栗生宗左衛門

服藤弘司『大名留守居の研究』

天明７年
（1787）

⑦松平讃岐守頼起 御城附　岡嶋佐仲・栗生八郎左
衛門・山口隼人

　格　　北原彦大夫

『天明七未年十一月廿七日讃岐高松藩
分限帳』（西尾家文書）

文化元年
（1804）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　山口隼人・佐伯内匠・
長谷川多門

石井良助編『編年江戸武鑑』「文化武
鑑１」大名編、文化元年～文化四年

文化２年
（1805）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　山口隼人・佐伯内匠・
長谷川多門

石井良助編『編年江戸武鑑』「文化武
鑑１」大名編、文化元年～文化四年

文化３年
（1806）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　山口隼人・佐伯内匠・
長谷川多門

石井良助編『編年江戸武鑑』「文化武
鑑１」大名編、文化元年～文化四年

文化４年
（1807）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　佐伯新右衛門・長谷川
多門・内海左膳

石井良助編『編年江戸武鑑』「文化武
鑑１」大名編、文化元年～文化四年

文化５年
（1808）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　佐伯新右衛門・長谷川
多門・内海左膳

石井良助編『編年江戸武鑑』「文化武
鑑３」大名編、文化五年～文化八年

文化６年
（1809）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　佐伯新右衛門・長谷川
多門・内海左膳

石井良助編『編年江戸武鑑』「文化武
鑑３」大名編、文化五年～文化八年

文化８年
（1811）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　佐伯新右衛門・長谷川
多門・高見清兵衛

石井良助編『編年江戸武鑑』「文化武
鑑３」大名編、文化五年～文化八年

文化９年
（1812）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　佐伯新右衛門・長谷川
多門・高見清兵衛

石井良助編『編年江戸武鑑』「文化武
鑑５」大名編、文化九年～文化十二年

文化10年
（1813）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　佐伯新右衛門・長谷川
多門・高見清兵衛

石井良助編『編年江戸武鑑』「文化武
鑑５」大名編、文化九年～文化十二年

文化11年
（1814）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　佐伯新右衛門・長谷川
多門・高見清兵衛

石井良助編『編年江戸武鑑』「文化武
鑑５」大名編、文化九年～文化十二年

文化12年
（1815）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　長谷川多門・矢部次兵
衛・山本瀬左衛門

石井良助編『編年江戸武鑑』「文化武
鑑５」大名編、文化九年～文化十二年

文政元年
（1816）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　長谷川多門・古郡六左
衛門・木浜甚助

石井良助編『編年江戸武鑑』「文政武
鑑１」大名編、文政元年～文政四年

文政２年
（1817）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　古郡六左衛門・木浜甚
助・伊藤義太夫

石井良助編『編年江戸武鑑』「文政武
鑑１」大名編、文政元年～文政四年

文政３年
（1818）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　古郡六左衛門・木浜甚
助・伊藤茂太夫

石井良助編『編年江戸武鑑』「文政武
鑑１」大名編、文政元年～文政四年

文政４年
（1819）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　古郡六左衛門・木浜甚
助・伊藤義太夫

石井良助編『編年江戸武鑑』「文政武
鑑１」大名編、文政元年～文政四年

文政５年
（1820）

⑧松平讃岐守頼儀 御城使　木浜甚助・伊藤義太夫・
嶋村孫之丞

石井良助編『編年江戸武鑑』「文政武
鑑３」大名編、文政五年～文政八年

文政６年
（1821）

⑨松平讃岐守頼恕 御城使　木浜甚助・伊藤義太夫・
嶋村孫之丞

石井良助編『編年江戸武鑑』「文政武
鑑３」大名編、文政五年～文政八年

文政７年
（1822）

⑨松平讃岐守頼恕 御城使　木浜甚助・伊藤義太夫・
嶋村孫之丞

石井良助編『編年江戸武鑑』「文政武
鑑３」大名編、文政五年～文政八年

文政８年
（1823）

⑨松平讃岐守頼恕 御城使　伊藤義太夫・秋山平内・
伊藤荘左衛門

石井良助編『編年江戸武鑑』「文政武
鑑３」大名編、文政五年～文政八年

文政９年
（1824）

⑨松平讃岐守頼恕 御城使　秋山平内・伊藤荘左衛
門・宇野織人

石井良助編『編年江戸武鑑』「文政武
鑑５」大名編、文政九年～文政十二年

文政10年
（1825）

⑨松平讃岐守頼恕 御城使　秋山平内・伊藤荘左衛
門・宇野織人

石井良助編『編年江戸武鑑』「文政武
鑑５」大名編、文政九年～文政十二年
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文政11年
（1826）

⑨松平讃岐守頼恕 御城使　秋山平内・伊藤荘左衛
門・宇野織人

石井良助編『編年江戸武鑑』「文政武
鑑５」大名編、文政九年～文政十二年

文政12年
（1827）

⑨松平讃岐守頼恕 御城使　秋山平内・伊藤荘左衛
門・吉田善兵衛

石井良助編『編年江戸武鑑』「文政武
鑑５」大名編、文政九年～文政十二年

天保14年
（1743）

⑩松平讃岐守頼胤 御附　　佐久間岩之進・山崎半 橋本博編『改訂増補大武鑑』中巻

弘化４年
（1847）

⑩松平讃岐守頼胤 御城使　古郡孫蔵・北原一郎兵
衛・木濱善左衛門

橋本博編『改訂増補大武鑑』中巻

嘉永３年
（1846）

⑩松平讃岐守頼胤 留守居　古郡孫蔵・北原一郎兵
衛・木濱善左衛門

服藤弘司『大名留守居の研究』

嘉永４年
（1847）

⑩松平讃岐守頼胤 御城使　古郡孫蔵・北原一郎兵
衛・木濱善左衛門

橋本博編『改訂増補大武鑑』中巻

安政元年
（1850）

⑩松平讃岐守頼胤 御城使　佐伯新右衛門・野萱七
之丞・加藤平蔵

橋本博編『改訂増補大武鑑』中巻

安政６年
（1860）

⑩松平讃岐守頼胤 留守居　野萱七之丞・北条但見・
渡邊要助

服藤弘司『大名留守居の研究』

萬延元年
（1860）

⑩松平讃岐守頼胤 御城使　野萱七之丞・北原彦大
夫・渡邊要助

橋本博編『改訂増補大武鑑』中巻

文久元年
（1861）

⑩松平讃岐守頼胤 御城使　野萱七之丞・北原彦大
夫・渡邊要助

橋本博編『改訂増補大武鑑』中巻

文久３年
（1863）

⑩松平讃岐守頼胤 御城附　渡邊要助・児玉三郎兵
衛

『文久三癸亥年四月上旬新規出来高松
藩分限帳』

慶應２年
（1866）

⑪松平讃岐守頼聰 御城附　野萱七之丞・北原彦大
夫・児玉三郎兵衛

『慶應二寅年正月高松藩分限帳』
橋本博編『改訂増補大武鑑』中巻

慶應４年
（1868）

⑪松平讃岐守頼聰 御城使　野萱七之丞・北原彦大
夫・渡邊要助

橋本博編『改訂増補大武鑑』下巻

明治２年
（1869）

⑪松平讃岐守頼聰 御留守居　…野萱七之丞・児玉三
郎兵衛

『萬世武鑑』橋本博編『改訂増補大武
鑑』下巻

＊御城使・御城附は、参府献上等の際に将軍家から時服を拝領する役割を担い、江戸藩邸まで運んだと
され、一般に大名留守居と呼ばれた。②～⑪は高松藩の歴代藩主の代数を表す。
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（
三
）　
高
松
松
平
家
の
両
敬
・
知
音
関
係

①
大
名
家
に
お
け
る
「
公
務
」
と
「
交
際
」
の
意
味

　
　

大
名
は
将
軍
へ
の
忠
誠
義
務
が
あ
り
︑
常
に
こ
れ
を
最
優
先
に
し
て

「
公
辺
動
向
」
に
注
意
を
払
う
と
と
も
に
︑
幕
府
の
儀
礼
・
儀
式
に
参
列

す
る
際
に
は
間
違
い
が
な
い
よ
う
細
心
の
配
慮
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
二
月
八

日
に
将
軍
が
紅
葉
山
御
成
を
行
っ
た
際
に
は
︑
不
時
の
御
成
で
あ
っ
た
た

め
に
︑
高
松
藩
で
は
こ
れ
を
知
ら
ず
︑
三
代
藩
主
の
松
平
讃
岐
守
頼
豊
が

帰
還
後
の
御
機
嫌
伺
の
挨
拶
を
欠
い
た
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
︒
こ
の
原

因
は
︑
明
ら
か
に
城
使
が
事
前
の
「
公
辺
動
向
」
調
査
と
適
切
な
措
置
を

誤
っ
た
こ
と
に
あ
る
︒
し
か
し
︑
こ
の
事
件
は
御
家
門
の
高
松
藩
の
こ

と
で
も
あ
り
︑
そ
れ
ほ
ど
重
大
事
件
と
は
な
ら
ず
︑
収
束
さ
れ
た
よ
う

だ
（
₃₁
）︒

　
　

こ
の
よ
う
に
将
軍
家
に
関
す
る
「
公
辺
動
向
」
調
査
と
適
切
な
対
応
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
︑
常
日
頃
の
幕
閣
の
み
な
ら
ず
他
大
名
家
と
の
交
際

が
必
要
と
さ
れ
︑
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
︒
こ
の
「
公
務
」
と
「
交

際
」
と
い
う
二
つ
の
仕
事
は
︑
大
名
に
と
っ
て
必
須
の
要
件
で
あ
っ
た
︒

こ
の
た
め
︑
高
松
藩
で
は
︑
水
戸
家
な
ど
御
三
家
や
加
賀
前
田
家
・
阿
波

蜂
須
賀
家
︑
京
都
の
滋
野
井
中
納
言
や
正
親
町
大
納
言
な
ど
と
両
敬
関
係

を
結
ん
で
︑
相
手
の
家
の
両
敬
関
係
や
家
族
書
・
続
書
・
精
進
日
・
役
人

な
ど
を
「
両
敬
帳
」
に
記
載
し
︑
服
忌
な
ど
の
際
の
参
考
に
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
︒

　
　

当
時
の
大
名
家
に
と
っ
て
︑
こ
の
「
公
務
」
と
「
交
際
」
と
は
一
対
の

も
の
と
理
解
さ
れ
︑
内
外
の
「
交
際
」
も
「
公
務
」
の
一
部
と
考
え
ら
れ

て
い
た
節
が
あ
る
︒
高
松
藩
の
八
代
藩
主
松
平
頼
儀
は
︑
文
化
年
間
か
ら

病
気
が
ち
に
な
っ
た
た
め
に
︑
幕
府
に
対
し
て
「
公
務
及
交
際
」
の
勤
め

を
辞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

（
₃₂
）︒

　

・
本
年
（
文
化
三
年
）
三
月
以
後
︑（
襄
）
公
疾
有
リ
て
︑
時
ニ
公
務
ヲ

辞
シ
︑
内
外
交
際
ヲ
謝
ス
︒

　

・（
文
化
）
五
年
八
月
以
後
︑
公
疾
有
リ
テ
︑
時
ニ
公
務
及
内
外
交
際
ヲ

辞
ス
︒

　

・（
文
化
）
六
年
己
巳
正
月
ヨ
リ
五
月
ニ
至
リ
︑
公
疾
有
リ
テ
︑
時
ニ
公

務
及
交
際
ヲ
辞
ス
︒

　

・（
文
化
）
七
年
九
月
以
後
︑
公
疾
有
リ
テ
︑
時
ニ
公
務
及
交
際
ヲ
辞
ス
︒

　

・（
文
化
）
八
年
正
月
ヨ
リ
七
月
ニ
至
リ
︑
公
疾
有
リ
テ
︑
時
ニ
公
務
及

交
際
ヲ
辞
ス
︒

　

・（
文
化
）
九
年
五
月
ヨ
リ
十
一
月
ニ
至
リ
︑
公
復
疾
有
リ
テ
︑
時
ニ
公

務
及
交
際
ヲ
辞
ス
︒

　

・（
文
化
）
十
一
年
五
月
ニ
東
覲
後
︑
疾
有
リ
テ
︑
時
ニ
公
務
及
交
際
ヲ

辞
ス
︒

　

・（
文
化
）
十
三
年
公
疾
有
リ
テ
公
務
及
交
際
ヲ
辞
ス
︒

　

・
本
年
（
文
政
元
年
）
公
疾
有
リ
テ
︑
時
ニ
公
務
及
交
際
ヲ
辞
ス
︒

　

・
本
年
（
文
政
二
年
）
公
疾
有
リ
テ
︑
時
ニ
公
務
及
交
際
ヲ
辞
ス
︒

　

・（
文
政
）
三
年
十
二
月
︑
公
疾
有
リ
テ
︑
帰
藩
能
ハ
ス
︑
請
ヒ
テ
江
戸

ニ
滞
在
ス
︑
時
ニ
公
務
及
交
際
ヲ
辞
ス
︒
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②
高
松
松
平
家
の
両
敬
・
知
音
関
係

　
　

初
代
高
松
藩
主
松
平
頼
重
の
時
代
に
は
︑
水
戸
家
や
御
三
家
︑
京
都
の

滋
野
井
中
納
言
な
ど
限
ら
れ
た
関
係
者
と
の
交
際
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
﹃
英
公
実
録
﹄
に
よ
っ
て
わ
か
る
︒

　

○
水
戸
家
及
び
御
三
家
と
の
交
友
（﹃
英
公
実
録
﹄）

　
　

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
十
月
九
日
︑
水
戸
世
子
来
ル
︑
供
膳
︒
十

日
︑
使
ヲ
遣
シ
尾
張
公
千
代
姫
君
ニ
贈
遺
ス
︑
鯛
各
ニ
候
︒
廿
日
︑
水

戸
世
子
来
ル
︒
廿
一
日
︑
芝
邸
ニ
移
徒
ス
︒
尾
紀
水
三
公
及
三
世
子
紀

伊
夫
人
水
戸
二
公
子
各
使
ヲ
シ
テ
来
テ
移
徒
ヲ
賀
シ
︑
贈
遺
有
リ
︒
廿

二
日
︑
尾
紀
水
三
公
及
水
戸
世
子
二
公
子
館
ニ
往
テ
贈
遺
ヲ
謝
ス
︒

　
　

寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）
正
月
六
日
︑
紀
伊
公
及
世
子
尾
張
世
子

邸
ニ
至
リ
︑
太
刀
・
折
紙
ヲ
贈
ル
︒
遂
ニ
養
球
院
邸
ニ
至
リ
︑
銀
三
枚

ヲ
贈
ル
︒
七
日
︑
若
菜
式
有
リ
︒
尾
紀
両
世
子
及
水
戸
両
公
子
各
来
テ

新
歳
ヲ
賀
ス
︑
太
刀
・
折
紙
ヲ
贈
ル
︒
三
献
式
有
リ
︒
八
日
︑
老
中
若

年
寄
及
久
世
大
和
守
邸
ニ
至
リ
︑
新
歳
ヲ
賀
ス
︑
太
刀
・
折
紙
ヲ
贈
ル
︒

十
日
︑
水
戸
公
及
世
子
来
リ
テ
新
歳
ヲ
賀
ス
︒
太
刀
・
折
紙
ヲ
贈
ル
︒

三
献
式
及
饗
有
リ
︒

　

○
滋
野
井
中
納
言
と
の
交
友
（﹃
英
公
実
録
﹄

　
　

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
三
月
十
四
日
︑
滋
野
井
中
納
言
及
慈
済
院

京
ヨ
リ
来
ル
︒
十
五
日
︑
茶
会
ヲ
以
テ
滋
野
井
慈
済
院
ヲ
饗
ス
︒
十
六

日
︑
滋
野
井
慈
済
院
ト
船
ヲ
浮
ヘ
饗
有
リ
︒
十
七
日
︑
滋
野
井
慈
済
院

登
城
シ
饗
ヲ
謝
ス
︒
二
客
将
ニ
京
ニ
帰
ラ
ン
ト
ス
︑
公
旅
館
ニ
至
リ
之

ヲ
送
ル
︒
十
八
日
︑
滋
野
井
慈
済
院
登
城
シ
告
辞
ス
︑
午
時
高
松
ヲ
発

ス
︒

　
　

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
五
月
十
三
日
︑（
参
勤
交
代
の
途
中
）
伏

見
ニ
留
ル
︒
滋
野
井
中
納
言
及
侍
従
興
正
寺
門
跡
慈
済
院
来
ル
︑
吸
物

ヲ
供
ス
︑
献
酬
有
リ
︒

　
　

五
代
藩
主
松
平
頼
恭
の
時
代
に
な
る
と
︑
御
家
門
家
は
も
ち
ろ
ん
︑
加

賀
の
前
田
家
や
肥
後
の
細
川
家
︑
阿
波
の
蜂
須
賀
家
な
ど
縁
戚
関
係
に
あ

る
大
名
家
と
一
入
懇
意
な
交
友
関
係
を
結
ん
で
交
際
の
幅
を
広
げ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
︒
加
賀
前
田
家
の
「
賓
客
応
接
記
事
」（
文
化
・
文
政

頃
︑
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
）
の
「
御
両
敬
之
御
方
並
被
御
口
上
之
御
方　

附
御
名
順
」
に
は
︑「
△
此
方
御
惣
容
御
両
敬
之
御
方
」
と
し
て
「
高
松

侯…

讃
岐
守
様　

御
惣
容　
（
中
略
）
△
御
縁
者　

松
平
讃
岐
守
様
」
と
あ

り
︑
加
賀
前
田
家
と
は
御
惣
容
・
御
両
敬
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
（
₃₃
）︒

　
　

一
︑
御
家
門
様
方
は
勿
論
加
賀
守
初
御
縁
者
の
御
方
々
多
き
中
に
て
︑

細
川
越
中
守
様
・
酒
井
雅
楽
守
様
・
松
平
右
近
将
監
様
は
一
入
御

懇
に
御
出
会
︑
松
平
播
磨
守
様
実
御
舎
弟
・
松
平
美
作
守
様
大
学
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頭
様
御
嫡
実
甥
・
松
平
近
江
守
様
越
中
守
様
御
嫡
実
御
姪
・
堀
丹

波
守
殿
御
実
方
御
続
在
之
候
︑
此
御
方
々
は
昼
夜
御
立
入
御
慕
ひ

被
成
候
︑
其
外
御
同
席
方
は
猶
以
少
つ
ゝ
御
続
在
之
軽
き
御
衆
に

至
迄
御
無
御
如
在
御
参
会
不
絶
候
間
︑
次
第
に
弘
く
相
成
先
様
悉

事
に
被
存
別
て
奉
敬
御
睦
敷
被
成
御
座
（
候
）︑
且
御
勤
合
御
返

礼
等
聊
御
懈
怠
無
御
座
候

（
₃₄
）︒

　
　

阿
波
蜂
須
賀
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
︑
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
家
の
親

戚
・
姻
戚
等
を
列
記
し
た
「
御
一
門
様
御
続
書
」（
国
文
学
研
究
資
料
館

蔵
）
の
高
松
松
平
家
の
項
目
に
︑
七
代
宗
英
の
養
子
に
松
平
頼
煕
の
二
男

宗
鎮
（
四
代
高
松
藩
主
頼
桓
の
弟
）
が
入
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
︑
両
家
が
両
敬
と
な
っ
た
仔
細
が
記
さ
れ
て
い
る

（
₃₅
）︒

　
　
　

讃
州
高
松
十
二
万
石　
　

御
両
敬　

松
平
讃
岐
守
様

　
　
　

讃
岐
守
頼
桓
様
舎
弟
︑
実
御
厄
介
松
平
志
摩
頼
熈
様
御
二
男
憲
徳
院

様
（
宗
鎮
）︑
御
七
代
威
峻
院
様
（
宗
英
）
御
養
子
被
為
成
候
︒
以

後
御
両
敬
被
仰
合
︑
且
又
憲
徳
院
様
御
実
弟
︑
頼
煕
様
御
三
男
興
雲

院
様
（
至
英
）︑
御
八
代
憲
徳
院
様
御
養
子
被
為
成
候
︒

　
　
　
　
　

志
摩
殿

　
　
　

右
者
︑
松
平
阿
波
守
様
御
養
子
被
為
成
候
ニ
付
︑
向
後
志
摩
様
と
唱

可
申
候
︑
并
阿
波
守
様
御
家
内
様
共
︑
向
後
此
方
様
御
家
内
様
御
取

遣
︑
両
敬
仕
候
様
被　

仰
出
候
︒

　
　
　
　
　
　

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
四
月
十
二
日

　
　
　

右
之
通
︑
横
目
役
雨
宮
半
右
衛
門
方
被
申
聴
候
事

（
₃₆
）︒

　
　

頼
恭
は
︑
宝
暦
拾
年
（
一
七
六
○
）
に
正
親
町
大
納
言
家
と
も
両
敬
関

係
を
結
ん
で
い
る
︒

　
　
　

正
親
町
大
納
言
様
御
家
内
様
︑
向
後
両
敬
ニ
可
仕
旨
︑
被　

仰
出

候
︒

　
　
　

右
之
通
︑
被　

仰
出
候
間
︑
支
配
江
□
可
申
渡
旨
︑
御
目
附
中
よ
り

被
申
聞
候
ニ
付
︑
夫
々
江
申
達
ス
︒

　
　
　
　
　
　

宝
暦
拾
年
（
一
七
六
○
）
三
月
四
日

（
₃₇
）

　
　

頼
恭
の
大
名
交
際
に
対
す
る
考
え
方
の
根
底
に
は
︑
自
ら
が
水
戸
藩
の

分
家
か
ら
高
松
松
平
家
に
入
り
︑
五
代
藩
主
と
し
て
そ
の
脆
弱
な
存
立
基

盤
と
領
内
支
配
力
を
強
化
す
る
た
め
に
は
︑
あ
く
ま
で
も
公
儀
を
重
視
し

て
「
公
務
」
に
精
励
す
る
こ
と
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
︒
そ
の
た
め
に

も
関
係
諸
大
名
家
と
の
幅
広
い
「
交
際
」
を
通
じ
て
︑
的
確
な
情
報
を
収

集
し
て
「
公
務
」
に
関
す
る
詳
細
な
「
朝
参
筆
記
」「
御
先
立
式
」
と
い

う
二
種
類
の
記
録
を
ま
と
め
る
な
ど
し
て
︑
他
大
名
家
の
模
範
と
な
る
よ

う
な
幕
府
「
公
務
」
優
先
の
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る

（
₃₈
）︒
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四
　
家
中
統
制
法
の
中
の
服
忌
規
制

　

高
松
藩
の
家
中
統
制
法
は
︑
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
の
諸
法
度
に
始

ま
り
︑
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
は
御
條
目
が
︑
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）

に
は
御
法
令
が
発
せ
ら
れ
て
御
法
令
と
御
條
目
が
並
立
す
る
時
代
を
迎
え

た
︒
そ
の
後
︑
と
も
に
数
回
の
改
正
を
経
て
︑
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）

十
二
月
十
五
日
に
制
定
さ
れ
た
家
中
統
制
法
が
基
本
法
と
し
て
︑
以
後

尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

（
₃₉
）︒

五
代
藩
主
松
平
頼
恭
の
宝
暦
十
二
年

（
一
七
六
二
）
九
月
条
に
は
「
元
禄
年
中
の
御
法
令
を
︑
後
世
の
手
本
と
す

る
も
の
な
り
」（﹃
増
補
高
松
藩
記
﹄（
巻
三
︑
穆
公
上
）
と
書
き
記
さ
れ
て

い
る
︒

　

元
禄
九
年
の
御
法
令
項
目
は
家
中
す
べ
て
の
者
を
対
象
と
し
た
行
動
規
範

を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
︑
そ
の
中
の
一
項
目
と
し
て
「
一
︑
葬
礼
年
忌
等

之
仏
事
等
︑
軽
可
被
致
執
行
事
」
と
い
う
葬
礼
関
係
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
︒
こ
の
項
目
は
︑
初
代
藩
主
頼
重
時
代
の
寛
永
十
六
年
の
諸
法
度
段
階

に
は
な
く
︑
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
四
月
十
六
日
の
條
々
に
な
っ
て
初
め

て
「
一
︑
葬
礼
之
義
︑
年
忌
之
仏
事
等
︑
成
程
軽
可
被
致
執
行
事
」
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
︒

　
　
　
　
　

條　

々

　

一
︑
葬
礼
之
義
︑
年
忌
之
仏
事
等
︑
成
程
軽
可
被
致
執
行
事
︒

　

右
之
條
々
︑
粗
先
年
よ
り
雖
為
御
法
度
︑
今
度　

公
儀
就
倹
約
之
御
書

付
︑
重
而
改
被
仰
出
候
︑
若
違
犯
之
輩
於
在
之
ハ
︑
其
品
委
細
記
度
記

置
︑
可
指
上
之
旨
︑
横
目
中
江
被
仰
付
候
間
︑
弥
堅
可
被
相
守
者
也
︒

　
　
　

寛
文
八
申
年
四
月
十
六
日　
　
　
　

稲　

田　

主　

米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
米
六
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野
宮
内
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

平　

右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保　

主　

計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦　

坂　

織　

部
（
₄₀
）

　

そ
の
後
︑
二
代
藩
主
頼
常
時
代
の
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
五
月
廿
九
日

の
法
令
で
は
「
一
︑
葬
礼
之
式
︑
可
随
其
分
限
ニ
︑
且
不
可
奢
之
事
」︑
天

和
三
年
（
一
六
八
三
）
五
月
四
日
の
條
々
で
は
「
一
︑
葬
礼
年
忌
之
仏
事
等
︑

軽
ク
可
被
致
執
行
候
事
」
と
常
置
の
項
目
と
な
っ
て
い
く
様
子
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
︒
服
忌
令
の
定
着
と
と
も
に
︑
徐
々
に
葬
儀
の
華
美
化
が
進
行
し

た
た
め
︑
分
限
・
格
式
に
応
じ
た
葬
儀
と
な
る
よ
う
戒
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
︒

　
　
　
　
　

法　

令

　

一
︑
葬
礼
之
式
︑
可
随
其
分
限
ニ
︑
且
不
可
奢
之
事
︒

　

一
︑
病
人
養
生
之
暇
ハ
︑
医
師
幷
親
類
等
病
症
聞
届
可
申
上
︑
留
守
中

ハ
可
伺
年
寄
中
ニ
︑
長
病
之
輩
ハ
番
頭
組
頭
横
目
江
病
症
直
ニ
可
申

述
︑
若
気
む
ら
成
ル
者
在
之
ハ
︑
親
類
縁
者
ハ
勿
論
︑
知
音
之
者
た

り
と
い
ふ
と
も
︑
不
穏
置
番
頭
横
目
江
可
相
断
︑
令
遅
引
可
為
越
度

事
︑
附
リ
︑
於
病
人
ニ
ハ
番
頭
組
頭
横
目
常
々
可
加
僉
義
︑
若
虚
病
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之
輩
於
在
之
ニ
ハ
︑
本
人
ハ
不
及
申
ニ
︑
右
面
々
可
為
越
度
事
︒

　

一
︑
普
請
之
刻
︑
大
奉
行
小
奉
行
可
随
指
図
ニ
︑
若
相
背
ハ
可
為
越
度

事
︒

　

右
之
條
々
︑
為
先
年
準
式
守
︑
可
相
守
者
也
︒

　
　
　

延
宝
二
甲
寅
年
五
月
廿
七
日

（
₄₁
）

　
　
　
　
　

條　

々

　

一
︑
葬
礼
年
忌
之
仏
事
等
︑
軽
ク
可
被
致
執
行
候
事
︒

　

右
之
條
々
︑
前
々
よ
り
雖
御
定
候
ト
︑
此
度
相
改
可
申
旨
︑
被
仰
出
候

間
︑
其
段
堅
可
被
相
守
者
也
︒

　
　
　
（
天
和
三
年
）
亥
五
月
四
日

（
₄₂
）

　

そ
し
て
︑
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
十
二
月
十
五
日
に
は
︑
後
の
家
中
統

制
法
の
基
本
法
と
な
る
條
々
の
中
に
も
︑
切
支
丹
宗
門
改
の
徹
底
な
ど
と
と

も
に
︑
服
忌
規
制
条
項
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
に
至
っ
た
の
で
あ
る
︒
の
ち
延

享
三
年
（
一
七
四
六
）
八
月
三
日
と
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
十
月
廿
二
日

に
も
︑
繰
り
返
し
同
様
の
内
容
に
つ
い
て
申
し
渡
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
︒

　
　
　
　
　

條　

々

　

一
︑
親
ニ
不
孝
之
者
ニ
ハ
︑
跡
職
被
下
間
敷
候
︑
親
隠
居
之
以
後
︑
不
孝

幷
不
行
跡
之
輩
ハ
︑
御
詮
義
之
上
︑
其
身
之
知
行
可
被
召
上
事
︒

　

一
︑
切
支
丹
宗
門
御
改
之
義
︑
弥
堅
可
相
守
︑
兼
而
御
定
之
通
︑
御
家
中

幷
町
中
郷
中
ニ
至
迄
︑
夫
々
之
役
人
︑
尚
以
念
入
可
相
改
︑
若
不
審

成
ル
者
於
在
之
ハ
︑
急
度
可
遂
穿
鑿
事
︒

　

一
︑
葬
礼
年
忌
等
之
仏
事
等
︑
軽
可
被
致
執
行
事
︒

　

右
之
條
数
︑
前
々
よ
り
雖
為
御
定
︑
此
度
相
改
急
度
可
申
付
旨
︑
被
仰
出

候
間
︑
弥
堅
可
被
相
守
者
也
︒

　
　
　

元
禄
九
子
年
十
二
月
十
五
日

（
₄₃
）

　
　
　
　
　

延
享
三
年
八
月
三
日

　

一
︑
騎
馬
役　
　

一
︑
郷
侍　
　

一
︑
浪
人
者　
　

一
︑
大
政
所

　

一
︑
大
老
年
寄
中
之
騎
馬
役　
　

一
︑
名
字
付
医
師

　

右
︑
夫
々
江
着
類
︑
家
宅
普
請
祝
義
不
祝
義
婚
礼
取
遣
土
産
之
類
︑
御
法

度
御
触
在
之
候
得
共
︑
略
之
也

（
₄₄
）︒

　
　
　
　
　

安
永
六
年
十
月
廿
二
日

　
　
　

但
︑
延
享
三
年
八
月
ニ
申
渡
候
書
付
之
写　

左
之
通

　
一
︑
葬
礼
之
節
︑
其
外
仏
事
な
ど
︑
分
限
ニ
過
候
執
行
ひ
不
可
在
之
候
事

（
₄₅
）︒

第
二
節
　
讃
岐
高
松
藩
の
服
忌
と
服
忌
令
の
構
造
　

一
　
幕
府
服
忌
令
と
高
松
藩
服
忌
令
と
の
関
係
　
　

（
一
）　
高
松
藩
の
服
忌
令

　

高
松
藩
領
内
で
は
︑
大
水
主
神
社
の
「
大
水
主
社
御
服
忌
令
之
事
」
三
七
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ケ
条
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
神
社
服
忌
令
は
存
在
し
て
い
た
が
︑
そ
の

他
の
家
中
や
町
・
郷
中
に
対
す
る
服
忌
制
度
は
︑
ま
だ
藩
政
初
期
の
段
階
で

は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

最
初
の
服
忌
規
制
は
︑
先
述
の
と
お
り
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
十
一
月

三
日
付
の
書
付
で
︑
家
中
に
対
す
る
服
忌
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
触
れ
が
出

さ
れ
た
時
に
始
ま
る
︒
こ
の
書
付
で
注
意
す
べ
き
点
は
︑「
江
戸
よ
り
堀
蔵

人
奉
り
ニ
而
︑
御
家
中
江
相
触
候
得
と
︑
横
目
水
野
七
郎
左
衛
門
江
申
渡
候
」

と
あ
り
︑
こ
の
触
れ
が
江
戸
藩
邸
か
ら
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
︒
具
体
的
な
事
案
が
高
松
藩
城
下
で
発
生
し
た
た
め
︑
そ
の

取
扱
い
方
を
幕
府
関
係
者
に
尋
ね
た
も
の
な
の
か
︑
ま
た
は
江
戸
藩
邸
が
幕

府
や
他
大
学
の
動
向
を
踏
ま
え
て
︑
藩
主
の
意
向
で
事
前
に
家
中
に
対
す
る

藩
の
服
忌
制
度
を
整
え
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
な
の
か
︑
ど
ち
ら
か
は
わ
か

ら
な
い
が
︑
い
ず
れ
に
し
て
も
高
松
藩
と
し
て
は
︑
家
臣
団
秩
序
の
形
成
と

安
定
し
た
領
内
統
治
に
は
服
忌
に
関
す
る
何
ら
か
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
に
違
い
な
い
︒

　

こ
の
よ
う
な
内
外
の
気
運
の
な
か
で
︑
幕
府
は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）

に
服
忌
令
を
制
定
し
︑
こ
れ
を
「
自
今
天
下
一
統
ニ
用
」
う
べ
き
も
の
と
し

て
全
国
に
公
布
し
た
︒
こ
れ
は
諸
藩
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
︒
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
の
「
武
家
諸
法
度
」
に
は
「
一
︑万
事
如

江
戸
之
法
度
︑
於
国
々
所
々
可
遵
行
之
事
」
と
い
う
規
定
が
あ
り
︑
高
松
藩

と
し
て
も
御
家
門
と
い
う
政
治
的
立
場
も
あ
り
︑
無
視
で
き
な
い
幕
府
法
で

あ
っ
た
︒
幕
府
服
忌
令
は
︑
そ
の
後
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
な
ど
幾
度
か

の
改
正
を
経
て
︑
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
に
は
完
成
令
が
出
来
上
が
っ
た
︒

　

高
松
藩
で
は
︑
元
文
五
年
（
一
七
四
○
）
五
月
廿
五
日
条
に
︑
服
忌
に

関
す
る
「
定
式
」
に
従
う
よ
う
申
し
渡
す
触
れ
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
︑
こ
の
時
期
に
は
遅
く
と
も
服
忌
に
関
す
る
基
本
的
な
服
忌
令
が
定
め
ら

れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
寛
文
七
年
か
ら
元
文
五
年
の

間
に
︑
幕
府
の
服
忌
令
制
定
や
他
大
名
家
の
動
向
を
踏
ま
え
て
︑
藩
の
服
忌

令
が
定
め
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
︑
特
に
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
服

忌
令
公
布
は
︑
高
松
藩
と
し
て
も
服
忌
制
度
の
導
入
や
服
忌
令
制
定
の
重
要

な
契
機
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
︒
し
か
し
︑
高
松
藩
で
は
独
自
に
服
忌
令
を

制
定
し
た
の
で
は
な
く
︑
お
そ
ら
く
御
家
門
と
い
う
血
筋
と
政
治
的
立
場
か

ら
︑
む
し
ろ
幕
府
の
服
忌
令
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
︑
こ
れ
を
藩
の
実
情

に
合
わ
せ
て
適
用
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

（
二
）　
幕
府
の
服
忌
令

　

高
松
藩
が
幕
府
の
服
忌
令
を
取
り
入
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
二
月
三
○
日
制
定
の
最
初
の
幕
府
服
忌
令
は
︑

ま
ず
御
三
家
と
甲
府
家
に
︑
翌
三
月
に
は
天
下
一
統
の
御
法
度
と
し
て
全
国

の
大
名
と
交
代
寄
合
に
伝
達
さ
れ
た
と
さ
れ
る
︒
こ
の
貞
享
元
年
服
忌
令

は
︑
本
文
の
「
忌
服
制
」
二
七
ケ
条
と
「
穢
之
事
」
五
ケ
条
か
ら
な
り
︑
親

族
関
係
に
つ
い
て
の
幕
府
の
基
本
法
と
し
て
︑
一
定
の
範
囲
の
親
族
が
相
互

に
喪
に
服
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
親
族
に
つ
い
て
︑
尊
卑
や

親
疎
に
応
じ
て
喪
の
日
数
に
差
等
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
親
族
間
の
秩

序
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
そ
の
後
︑

同
三
年
に
は
本
文
︑「
穢
之
事
」
の
あ
と
に
十
三
ケ
条
の
「
追
加
」
が
付
け
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加
え
ら
れ
︑
元
禄
六
年
（
一
六
九
二
）
に
は
本
文
二
五
ケ
条
︑「
穢
之
事
」

六
ケ
条
︑「
追
加
」
十
九
ケ
条
と
な
り
︑
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
に
は
本

文
二
五
ケ
条
︑「
穢
之
事
」
六
ケ
条
︑「
追
加
」
二
三
ケ
条
か
ら
な
る
定
式
的

な
服
忌
令
が
完
成
し
た
の
で
あ
る

（
₄₆
）︒

元
文
元
年
服
忌
令
の
概
要
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

（
₄₇
）︒

　
　
　
　
　

服
忌
令

　

一
︑
父
母　
　
　
　
　

忌
五
十
日　
　

服
一
三
月　
　

閏
月
を
か
そ
へ
す

　

一
︑
養
父
母　
　
　
　

忌
三
十
日　
　

服
百
五
十
日

　

一
︑
嫡
母　
　
　
　
　

忌
十
日　
　
　

服
三
十
日

　

一
︑
継
父
母　
　
　
　

忌
十
日　
　
　

服
三
十
日

　

一
︑
離
別
之
母　
　
　

忌
五
十
日　
　

服
十
三
月　
　

閏
月
を
か
そ
へ
す

　

一
︑
夫　
　
　
　
　
　

忌
三
十
日　
　

服
一
三
月　
　

閏
月
を
か
そ
へ
す

　

一
︑
妻　
　
　
　
　
　

忌
二
十
日　
　

服
九
十
日

　

一
︑
嫡
子　
　
　
　
　

忌
二
十
日　
　

服
九
十
日

　

一
︑
末
子　
　
　
　
　

忌
十
日　
　
　

服
三
十
日

　

一
︑
養
子　
　
　
　
　

忌
十
日　
　
　

服
三
十
日

　

一
︑
夫
之
父
母　
　
　

忌
三
十
日　
　

服
百
五
十
日

　

一
︑
祖
父
母　
　
　
　

忌
三
十
日　
　

服
百
五
十
日

　
　
　
　

母
方　
　
　
　

忌
廿
日　
　
　

服
九
十
日

　

一
︑
曾
祖
父
母　
　
　

忌
二
十
日　
　

服
九
十
日

　
　
　
　

母
方
ニ
ハ
服
忌
無
之
︑
但
遠
慮
一
日

　

一
︑
高
祖
父
母　
　
　

忌
十
日　
　
　

服
三
十
日

　
　
　
　

母
方
ニ
ハ
服
忌
無
之
︑
但
遠
慮
一
日

　

一
︑
伯
叔
父
姑　
　
　

忌
二
十
日　
　

服
九
十
日

　
　
　
　

母
方　
　
　
　

忌
十
日　
　
　

服
三
十
日

　

一
︑
兄
弟
姉
妹　
　
　

忌
二
十
日　
　

服
九
十
日

　
　
　
　

別
腹
た
り
と
い
ふ
と
も
︑
服
忌
ニ
無
差
別

　

一
︑
異
父
兄
弟
姉
妹　

忌
十
日　
　

服
三
十
日

　

一
︑
嫡
孫　
　
　
　
　

忌
十
日　
　
　

服
三
十
日

　

一
︑
末
孫　
　
　
　
　

忌
三
日　
　
　

服
七
日

　

一
︑
曾
孫
玄
孫　
　
　

忌
三
日　
　
　

服
七
日

　
　
　
　

娘
方
ニ
ハ
曾
孫
玄
孫
共
ニ
服
忌
無
之

　

一
︑
従
父
兄
弟
姉
妹　

忌
三
日　
　

服
七
日

　

一
︑
甥
姪　
　
　
　
　

忌
三
日　
　
　

服
七
日

　

一
︑
七
歳
未
満
之
子
児
ハ
無
服
忌

　
　
　
　

父
母
ハ
三
日
遠
慮
︑
其
外
之
親
類
ハ
同
姓
ニ
て
も
︑
異
姓
ニ
て
も

一
日
遠
慮

　
　
　
　

但
八
歳
よ
り
定
式
之
服
忌
可
受
之

　

一
︑
聞
忌
之
事

　
　
　
　

遠
国
に
お
い
て
死
去
︑
年
月
を
経
て
告
来
る
と
い
ふ
と
も
︑
父
母

ハ
聞
付
る
日
よ
り
忌
五
十
日
・
服
十
三
月
︑
外
之
親
類
ハ
聞
付
る

日
よ
り
服
忌
残
る
日
数
可
受
之
︑
忌
之
日
数
過
て
告
来
は
︑
一
日

遠
慮
︑
服
明
候
共
同
前

　

一
︑
重
る
服
忌
之
事

　
　
　
　

父
之
服
忌
い
ま
た
不
明
内
︑
母
之
服
忌
有
之
ハ
︑
母
之
死
去
之
日
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よ
り
五
十
日
十
三
月
之
服
忌
可
受
之
︑
重
き
服
忌
之
内
︑
軽
き
服

忌
有
て
日
数
終
ハ
︑
追
て
不
及
受
服
忌
︑
日
数
あ
ま
ら
ハ
︑
残
る

服
忌
之
日
数
可
受
之

　

幕
府
は
︑
こ
の
服
忌
令
を
発
布
す
る
に
当
た
っ
て
「
一
︑
所
々
え
相
渡
候

服
忌
令
数
通
之
儀
ニ
付
︑
若
書
違
等
有
之
候
て
は
如
何
ニ
候
間
︑
板
行
申
付

候
︑
大
目
付
︑
御
目
付
よ
り
可
相
渡
候
間
︑
承
合
可
被
請
取
候
」
と
指
示

し
︑
大
目
付
・
目
付
を
通
じ
て
板
行
「
服
忌
令
」
を
受
領
す
べ
き
こ
と
と
︑

平
常
か
ら
服
忌
に
関
し
て
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
大
目
付
・
目
付
に
伺
っ
て
お

き
︑
そ
の
場
に
な
っ
て
「
差
掛
り
尋
候
儀
」
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
命
じ

て
い
る

（
₄₈
）︒

　

幕
府
服
忌
令
は
︑
本
文
の
親
族
「
忌
服
制
」︑
次
い
で
「
穢
之
事
」︑
そ
し

て
「
追
加
」
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
特
徴
は
︑「
家
」
制
度

の
重
視
と
本
家
・
筋
目
の
尊
重
等
家
族
親
族
秩
序
の
維
持
強
化
と
い
う
点

に
あ
っ
た
︒
服
忌
令
の
制
定
は
︑
親
族
の
範
囲
を
確
定
し
す
る
と
と
も
に
︑

そ
の
内
部
で
の
親
族
の
序
列
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
︑
儒
教
的
親
族
秩

序
・
家
族
倫
理
を
家
中
及
び
領
民
に
啓
蒙
す
る
役
割
を
も
果
た
し
た
の
で
あ

る
（
₄₉
）︒

（
三
）　
公
儀
御
法
度
と
国
法
・
諸
事
御
触

　

高
松
藩
で
は
次
の
定
書
に
よ
っ
て
︑
幕
府
法
と
領
主
法
︑
そ
の
他
の
御
触

を
分
け
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
藩
内
に
は
︑
三
段
階
の
法
体
系

が
存
在
し
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
法
の
趣
旨
と
内
容
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
対
象

者
や
地
域
が
決
ま
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

　
　
　
　
　

定
書
之
事

　

一
︑
公
儀
御
法
度
幷
御
国
法
諸
事
御
触
之
趣
︑
端
々
迄
行
届
候
様
可
仕

事
︒

　
　
　

右
之
通
︑
文
化
三
辰
年
（
一
八
○
六
）
三
月
被　

仰
出
相
成
申
候
ニ

付
（
₅₀
）

　

江
戸
時
代
︑
幕
府
は
「
御
公
儀
」「
大
公
儀
」︑
藩
主
は
「
御
当
家
」「
御

家
」
と
呼
ば
れ
︑
幕
府
法
は
「
法
令
」「
法
度
」「
掟
」「
定
」
等
と
呼
ば
れ
︑

箇
条
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
条
目
」「
条
々
」
と
も
い
わ
れ
た
︒
そ
の
多
く

が
御
制
禁
の
内
容
で
あ
っ
た
た
め
︑「
公
儀
御
法
度
」
は
同
時
に
禁
止
規
範

を
意
味
し
た
︒
一
方
︑
藩
法
は
︑
大
藩
で
は
「
国
法
」︑
普
通
に
は
「
領
法
」

「
家
法
」
と
呼
ば
れ
た
が

（
₅₁
）︑

高
松
藩
で
は
「
国
法
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と

が
わ
か
る
︒
高
松
藩
で
は
こ
の
定
書
の
と
お
り
︑
公
儀
御
法
度
は
も
ち
ろ
ん

国
法
並
び
に
諸
事
の
御
触
を
重
要
視
し
て
︑
領
内
各
地
域
・
各
層
に
至
る
ま

で
そ
の
趣
旨
が
行
き
届
く
よ
う
命
じ
て
い
る
︒

　

具
体
的
に
︑
幕
府
服
忌
令
に
基
づ
く
御
触
が
ど
の
よ
う
な
伝
達
方
式
で
領

内
に
触
れ
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
追
っ
て
み
る
︒
高
松
藩
で
は
︑
九
代
将
軍
徳

川
家
重
が
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
六
月
十
一
日
に
薧
御
し
た
際
に
︑
次

の
よ
う
な
触
れ
が
出
さ
れ
て
い
る

（
₅₂
）︒

こ
れ
に
よ
る
と
︑
江
戸
藩
邸
か
ら

家
重
薧
御
の
一
報
を
受
け
た
高
松
の
国
元
で
は
︑
年
寄
中
が
領
内
に
触
れ
る

服
忌
及
び
鳴
物
停
止
令
等
の
内
容
等
に
つ
い
て
詮
義
し
た
結
果
を
︑
家
中
・
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町
方
・
郷
中
・
寺
院
に
宛
て
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配
担
当
職
を
通
じ
て
周
知

さ
れ
て
い
く
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
︒

　

大
御
所
様
被
遊　

薧
御
候
間
︑
普
請
・
鳴
物
等
惣
而
高
声
等
御
停
止
ニ
候
︑

諸
事
相
慎
可
申
候
︑
火
ノ
元
之
儀
︑
別
而
入
念
候
様
可
致
候
︑

　

右
之
通
︑
年
寄
中
被
仰
候
間
︑
被
得
其
意
︑
支
配
幷
手
代
足
軽
其
以
下
江

者
︑
支
配
之
方
よ
り
可
被
申
渡
候
︑

　
　
　
　

六
月
廿
一
日…

横
目
中　
　

　

右
之
通
︑　

御
触
在
之
候
事
︒

　

大
御
所
様
薧
御
ニ
付
︑
郷
中
諸
殺
生
幷
魚
鳥
売
買
御
停
止
被　

仰
付
候
︑

当
郡
御
代
官
支
配
手
代
召
連
︑
昼
夜
火
之
廻
り
可
致
公
︒

　
　
　
　

六
月
廿
二
日

　

一
︑
郷
中
井
川
之
普
請
相
止
メ
申
候
間
︑
左
様
可
被
相
心
得
旨
被　

申
渡

候
ニ
付
︑
是
又
支
配
可
被
申
渡
候
︑

　

右
之
通
︑
入
谷
一
郎
兵
衛
方
被
申
聞
候
︒

　

一
︑
此
節
御
中
陰
ニ
付
︑
当
月
中
他
所
江
致
渡
海
罷
越
願
︑
相
済
不
申
候

間
︑
左
様
相
心
得
可
申
旨
申
聞
候
︒

　
　
　
　

七
月
七
日

　

右
之
通
︑
奉
行
中
よ
り
被
申
聴
候
事
︒

　

一
︑
当
盆
ニ
︑
寺
々
江
自
分
ニ
燈
籠
持
せ
燈
候
儀
︑
御
停
止
ニ
候
間
︑
左

様
相
心
得
可
申
旨
被
申
聞
候
︒

　
　
　
　

七
月
八
日

　

右
之
通
︑
横
目
役
永
滝
助
六
方
被
申
聞
候
︒

　

一
︑
取
付
普
請

　

一
︑
鉄
砲
稽
古

　

右
之
分
︑
明
日
よ
り
不
苦
候
︑

　

右
之
通
︑
年
寄
中
被
仰
候
間
︑
被
得
其
意
︑
組
中
与
力
中
幷
手
代
足
軽
其

以
下
へ
者
︑
支
配
之
方
よ
り
可
被
申
渡
候
︑
尤
同
役
同
列
中
江
も
︑
夫
々

よ
り
可
被
申
通
候
︑
以
上
︑

　
　
　
　

七
月
十
三
日…

横
目
中　
　

　
　

右
之
通
︑
御
触
在
之
候
事
︒

　

こ
れ
は
庄
屋
の
「
御
用
留
」
で
あ
る
が
︑
そ
の
記
載
内
容
を
み
れ
ば
︑
実

に
細
か
く
停
止
の
種
別
・
内
容
・
対
象
・
期
間
等
が
記
さ
れ
て
お
り

（
₅₃
）︑

前
将
軍
の
死
と
諸
殺
生
停
止
令
等
の
周
知
徹
底
を
通
じ
て
︑
将
軍
家
の
権
威

が
領
内
隅
々
ま
で
に
浸
透
す
る
と
と
も
に
︑
そ
の
権
威
を
背
景
と
し
た
藩
主

権
威
を
も
さ
ら
に
高
め
る
と
い
う
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
宝
暦
期
に
な
る
と
︑
い
わ
ゆ
る
「
無
名
の
法
度
」
の
支
配
が

進
行
す
る
に
つ
れ
て

（
₅₄
）︑

高
松
藩
で
は
幕
府
服
忌
令
に
基
づ
く
御
触
が
藩

の
行
政
機
構
を
通
じ
て
領
内
に
周
知
さ
れ
る
体
制
が
整
う
と
と
も
に
︑
藩
法

の
幕
府
法
化
や
「
礼
」
を
中
心
と
し
た
文
治
主
義
的
社
会
秩
序
の
形
成
が
進

ん
で
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
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二
　
讃
岐
高
松
藩
に
お
け
る
死
の
呼
称
の
階
層
構
造
と
服
忌
関
連
規
制

（
一
）　「
死
の
政
治
学
」
と
死
の
呼
称
の
階
層
構
造

　

人
の
死
を
ど
う
考
え
︑
ど
う
取
り
扱
っ
た
か
を
見
れ
ば
︑
当
該
社
会
の
仕

組
み
や
政
治
の
あ
り
方
が
わ
か
る
︒
人
の
生
と
死
は
︑
そ
の
社
会
構
成
員
の

増
減
変
動
で
あ
り
︑
社
会
集
団
そ
の
も
の
の
構
造
変
化
を
も
た
ら
す
要
因
と

も
な
っ
た
︒
特
に
為
政
者
の
死
は
支
配
秩
序
に
混
乱
を
も
た
ら
す
極
め
て
政

治
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
の
で
︑
そ
の
対
応
の
仕
方
（
葬
送
儀
礼
等
）
の
中

に
は
「
死
の
政
治
学
」
と
も
い
え
る
政
治
的
な
意
図
を
看
て
取
る
こ
と
が
で

き
る
︒
そ
し
て
為
政
者
の
死
は
︑
そ
の
後
百
回
忌
︑
二
百
回
忌
に
至
る
ま

で
︑
死
後
の
世
界
を
支
配
し
続
け
る
の
で
あ
る
︒
そ
の
意
味
で
「
死
の
政
治

学
」
は
「
生
の
政
治
学
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
︒

　

讃
岐
高
松
藩
歴
代
藩
主
及
び
そ
の
関
係
者
の
死
に
対
す
る
呼
称
の
中
に

も
︑
表
２
の
よ
う
に
幕
藩
制
的
階
層
構
造
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ

れ
に
よ
る
と
︑
高
松
藩
に
お
け
る
死
の
呼
称
に
は
︑
崩
御
・
他
界
・
薧
御
・

薧
・
逝
去
・
死
去
・
遠
行
の
七
種
類
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
崩
御
は
天
皇

や
女
院
に
使
わ
れ
︑
他
界
・
薧
御
・
逝
去
・
死
去
・
遠
行
な
ど
は
武
家
固
有

の
慣
行
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
︑
他
界
・
薧
御
は
将
軍
︑
逝
去
は
将
軍
の
家
族
︑

死
去
は
老
中
︑
遠
行
は
他
家
の
関
係
者
な
ど
と
当
時
の
武
家
社
会
の
秩
序
を

原
則
的
に
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
︒
死
の
呼
称
は
︑
死
の
序
列
化
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
︑
宝
永
期
以
降
に
な
る

と
︑
こ
れ
が
崩
御･

薧
御
・
薧
・
逝
去
・
卒
去
の
五
種
類
に
統
合
・
再
編
さ

れ
︑
他
界
が
薧
御
に
︑
死
去
・
遠
行
が
卒
去
に
変
わ
る
な
ど
し
て
い
る
︒
こ

れ
は
宝
永
期
ま
で
は
武
家
社
会
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
武
家
の
死
の
呼
称
の
原

則
（
武
家
の
論
理
）
に
よ
る
呼
称
方
法
で
あ
っ
た
も
の
が
︑
宝
永
期
を
境
に

し
て
基
本
的
に
は
朝
廷
の
死
の
呼
称
の
原
則
（
公
家
の
論
理
）
に
準
ず
る
形

で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
（
₅₅
）︒

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
は
︑
呼
称
の
仕
方
に
つ
い
て
の
変
更

通
知
が
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る

（
₅₆
）︒

　
　
　
　

明
和
二
年
三
月
十
六
日

　

一
︑
殿
様
上
々
様
方
︑
御
社
参
御
仏
参
之
義
︑
右
之
通
唱
候
得
共
︑
向
後

ハ
御
参
詣
と
唱
候
様
ニ
可
仕
候
旨
︑
堀
多
仲
ヲ
以
︑
被
仰
出
候
事
︒

　
　
　
　

明
和
二
年
十
一
月
六
日

　

鳴
物
停
止
之
触
又
ハ
伺
等
之
唱
区
ニ
付
︑
向
後
左
之
通
相
心
得
可
申
旨
︑

被
仰
出
候
事
︒

　

一
︑
御
三
家
初
︑
都
而
様
付
之
御
大
名
方
御
家
内
共
逝
去
︑
殿
付
之
御
大

名
方
御
家
内
共
卒
去
︑

　
　
　

右
両
様
之
外
︑
触
文
言
伺
等
ニ
用
ひ
申
間
敷
事
︒
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表２　讃岐高松藩における死の呼称と服忌・穏便等の内容一覧
氏　名　等 死去年月日等 呼称 謚 院　号 墓　所 服忌・停止・穏便等内容

徳川家康（初代将軍） 元和２.４.17 安国院 日光山

〃 文化12.４.９ 回忌 〃 〃

来ル四月十一日、権現様御正遷宮（屋
島）并弐百回忌ニ付、四月十五日より
十七日迄、惣而追放又ハ咎方等之義ハ
申渡聊も不相成（「源襄様御代御令條
之内書抜」）。

〃 文化12.４.11 回忌 〃 〃

権現様御正遷宮（屋島）ニ付、明十二
日より御供養修行被仰付候間、諸事相
慎、火之元入念、普請ハ不苦成（「源
襄様御代御令條之内書抜」）。

お萬の方（家康側室・
徳川頼房生母） 承応2.７.22 薧 養珠院 池上本

門寺
是日、養珠院薧ス（『英公実録』）。

徳川秀忠（２代将軍） 寛永９.正.24 他界 台徳院 増上寺 台徳院様御不例にて、九年正月廿四日
御他界に付（『増補高松藩記』）。

徳川家光（３代将軍） 慶安４.４.20 薧 大猷院 輪王寺 廿日、大将軍薧ス（『増補高松藩記』）。

徳川家綱（４代将軍） 延宝８.５.８ 薧 厳有院 寛永寺 五月八日、大将軍薧ス（『増補高松藩
記』）。

〃 安永８.５.６ 回忌 〃

厳有院様百回御忌ニ付、五月八日朝於
本門寿院御回向、火ノ元入念、遊興之
義可被相慎候（別所家文書『安永八亥
御用留』）。

徳川綱吉（５代将軍） 宝永６.正.10 薧 常憲院 寛永寺 正月十日、大将軍薧ス（『増補高松藩
記』）。

徳川家宣（６代将軍） 正徳２.10.14 薧 文昭院 増上寺 十月十四日、大将軍薧ス（『増補高松
藩記』）。

徳川家継（７代将軍） 享保元.４.30 薧 有章院 増上寺 四月晦日、大将軍薧ス（『増補高松藩
記』）。

徳川吉宗（８代将軍） 宝暦元.６.20 薧 有徳院 寛永寺 今日より普請・鳴物停止（『御触書宝
暦集成』）

〃 安永４.６.18 回忌 〃

有徳院様廿五回御忌ニ付、六月廿日
朝、於浄願寺御廻向、火ノ元入念、遊
興之義可被相慎候（別所家文書『安永
四未御用留』）。

徳川家重（９代将軍） 宝暦11.６.12 薧御 惇信院 増上寺

普請・鳴物等惣而高声等停止、諸事相
慎、火ノ元別而入念、郷中諸殺生・魚
鳥売買停止、郷中・川之普請相止（別
所家文書『宝暦十一巳御用留』）。

徳川家治（10代将軍） 天明６.８.25 薧 浚明院 寛永寺 大将軍薧ス（『増補高松藩記』）。

〃 文化３.９.６ 回忌 〃 〃 弐百壱回忌ニ付、火元念入、遊興相慎
（『高松藩東浜記録』）。

御台様（家治正室
五十宮倫子） 明和８.８.20 薧去 心観院 春性院

九月朔日より七日迄、普請・鳴物・高
声等停止、弥火元入念（『高松藩諸達
留』）。

大納言様（家治子・
家基） 安永８.２.24 薧御 孝恭院 寛永寺

普請・鳴物・高声等停止、諸事相慎、
火ノ元別而入念、郷中諸殺生・魚鳥売
買停止、川之普請無用（別所家文書『安
永八亥御用留』）。

徳川家斉（11代将軍） 天 保 12. 閏
正.７ 薧 文恭院 寛永寺

友松（徳川家斉子） 文化10.６.２ 逝去
寛永寺
塔頭凌
雲院

六月十六日より十七日迄、鳴物・高声
停止、普請不苦候（別所家文書『文化
十酉御用留』）。
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徳川家慶（12代将軍） 嘉永６.６.22 薧 慎徳院 増上寺 郷中諸社神事祭礼無用（『高松藩諸達
留』）。

徳川家定（13代将軍） 安政５.７.６ 薧 温恭院 寛永寺 八月八日、大将軍薧ス（『増補高松藩記』）。

徳川家茂（14代将軍） 慶応２.７.20 薧 昭徳院 増上寺 七月廿日、大将軍大阪城ニテ薧ス（『増
補高松藩記』）。

徳川慶喜（15代将軍） 大正２.11.22 薧 － 谷中
霊園

十一月廿三日、徳川慶喜卿薧ず（「東
京朝日新聞」）。

徳川頼房（初代藩主） 寛文元.７.29 薧 威公 － 瑞龍山 七月廿九日、水戸公薧ス（『増補高松
藩記』）。

英勝院（徳川頼房養母） 寛永19.８.23 逝去 英勝院 英勝寺 八月廿三日英勝院様御逝去被成候（『三
浦市右衛門覚書』）。

〃 寛 永 19. 閏
９.23 法会 〃 〃

松平頼重、浄願寺ニ於テ英勝院ヲ祭
リ、千部法会ヲ行フ。（以降、毎月廿
三日に浄願寺に詣でる）（『英公実録』

『英公外記』）。

徳川光圀（２代藩主） 元禄13.12.６ 薧 義公 － 瑞龍山 十二月六日、義公、水戸ニテ薧ス（『増
補高松藩記』）。

徳川綱条（３代藩主） 享保３.９.11 薧 粛公 長享院 瑞龍山 九月十一日、水戸公薧ス、粛公（『増
補高松藩記』）。

徳川宗堯（４代藩主） 享保15.４.７ 薧 成公 俊徳院 瑞龍山 四月七日、水戸公薧ス、成公（『増補
高松藩記』）。

〃 文政12.２.11 回忌 〃 〃 〃

成公様御忌日是迄表向四月七日相成居
処、以来四月六日ニ御改相成候（水戸
藩「成公良公ノ忌日改正ノ件」『郡庁
令達』）。

徳川宗翰（５代藩主） 明和３.２.14 薧 良公 大隆院 瑞龍山 二月廿日、水戸公薧ス、良公（『増補
高松藩記』）。

俊祥院（徳川宗翰夫人） 文化５.10.17 逝去 俊祥院
皐安院御忌中、十一月六日より廿日
迄、鳴物・高声停止、普請不苦候（『高
松藩東浜記録』）。

徳川治保（６代藩主） 文化２.11.朔 逝去 文公 興徳院 瑞龍山

水戸中納言様御逝去にあたり、七月廿
五日迄、殿様（高松藩主頼儀）・皐安
院（前藩主頼起室）御忌中、仕来之普
請ハ廿二日より不苦候（『高松藩東浜
記録』別所家文書『文化二丑御用留』）。
水戸藩第六代藩主治保、江戸ノ邸ニ薧
ス、年五十五、私ニ謚シテ文公ト曰フ

（『常陸水戸徳川家譜』）。

徳川治紀（７代藩主） 文 化 13. 閏
８.19 薧 武公 秦雲院 瑞龍山 八月廿三日、水戸公薧ス、武公（『増

補高松藩記』）。

徳川斉脩（８代藩主） 文政12.10.４ 薧 哀公 － 瑞龍山 十月十六日、水戸公薧ス、哀公（『増
補高松藩記』）。

徳川斉昭（９代藩主） 万延元.８.15 薧 烈公 － 瑞龍山 八月廿六日、水戸老公薧ス（『増補高
松藩記』）。

徳川慶篤（10代藩主） 慶応４.４.５ 順公 － 瑞龍山
徳川昭武（11代藩主） 明治43.７.３ 節公 － 瑞龍山

松平頼重（初代藩主） 延宝８.４.12 逝去
卒 英公 龍雲院 法然寺

乙亥年英公御逝去（『節公事蹟』）。
老公中村別館ニテ卒ス、享年七十有四

（『増補高松藩記』）。

〃 寛政６.４.５ 回忌 〃 〃 〃

龍雲院百回忌ニ付、四月十日より十二
日迄、浄願寺で法事中、火之元入念、
仕掛之普請ハ不苦候、遊興相慎（「源
襄様御代御令條之内書抜」）。
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英公夫人 寛文３.８.３ 卒 皓月院 〃
夫人土井氏江戸邸ニテ卒ス。年三十有
六、鎌倉英勝寺ニ葬ス、延宝元年仏生
山ニ改葬ス（『増補高松藩記』）。

谷久子（英公生母） 寛文７.11.14 卒 久昌院 廣昌寺
十一月十四日生母谷氏水戸藩鄭ニテ卒
ス。母谷氏、諱久子、左馬助重則女、
公及義公ヲ生ム（『増補高松藩記』）。

松平頼常（２代藩主） 宝永元.４.３ 卒 節公 ― 霊芝寺 四月三日、老公目黒邸ニテ卒ス（『増
補高松藩記』）。

節公夫人 享保４.２.26 卒 本寿院 法然寺
節公夫人酒井氏、目黒邸ニテ卒ス。享
年六十有三、仏生山ニ葬ス（『増補高
松藩記』）。

松平頼豊（３代藩主） 享保20.10.20 逝去 恵公 高林院 法然寺

火之元等入念・諸事穏便、諸殺生禁止、
津留、町方は魚商売・諸殺生・鍛冶屋
槌音・檜物屋槌音・綿打槌音・普請鳴
物高声之停止、遊山之禁止、他所から
の出入りの禁止、町年寄の昼夜見廻り
励行、出口番所の監視、町中木戸・路
地の〆切りなど、浦方は家業之殺生・
魚鳥商売の停止、浦々川口の津留、火
之元等入念・諸事相慎、郷中は静に相
慎・家普請鳴物等の停止、川普請の停
止、山分猟師及び諸殺生の停止、塩屋
方手代の諸事静・火之元等入念・相慎、
昼夜火之廻り、鍛冶・鋳物師・木綿打・
桶師等の停止（「源懐様御代御令條之
内書抜」）。

〃 天保５.10.16 回忌 〃 〃 〃
百回忌ニ付、来ル十八日より廿日迄、
浄願寺で法事中、火之元入念、仕掛之
普請ハ不苦候、遊興相慎（「源愨様」）。

頼豊夫人 宝永４.６.５ 卒 栴檀院 瑞輪寺 夫人藤原氏、江戸邸ニテ卒ス、年十九
（『増補高松藩記』）。

栄久院（松平頼豊養
女、豊後岡藩中川久

忠室）
宝暦８.６.27 遠行 栄久院

今日（七月四日）より七月十六日迄、
普請・鳴物・高声等停止、仕掛之普請
ハ六日迄無用に可被致候（別所家文書

『宝暦八寅御用留』）。

松平頼桓（４代藩主） 元文４.９.16 逝去 懐公 泰岳院 法然寺

今日（廿二日）御到来在之候間、火之
元入念・諸事穏便・諸殺生禁止・津留、
諸事之義ハ享保二十年之御触と同段

（「源懐様御代御令條之内書抜」）。

〃 明和８.10.６ 回忌 〃 〃 〃
十月十四日より十六日迄、源懐様法
事ニ付、十六日計猟留（『高松藩諸達
留』）。

春光院（松平頼桓室） 宝暦11.９.22 回忌 春光院 〃

七回忌ニ付き、九月廿四日より同廿五
日迄、浄願寺で法事中、火ノ元入念、
仕掛之普請ハ不苦候、遊興相慎（別所
家文書『宝暦十一巳御用留』）。

〃 安永８.９.22 回忌 春光院 〃

二十五回忌に付き、九月廿四日より同
廿五日迄、浄願寺で法事中、火ノ元
入念、遊興相慎、仕掛之普請ハ不苦候

（別所家文書『安永八亥御用留』）。

松平頼恭（５代藩主） 明和８.７.18 逝去 穆公 白嶽院 法然寺

諸殺生禁止、津留、家普請・鳴物・高
声停止、鋳師・綿打・居細工停止、河
普請停止、諸事相慎、遊興、諸事穏
便、火元入念（『高松藩諸達留』）。

〃　　夫人 安永７.正.13 卒 清操院 〃
穆公夫人細川氏、卒ス。公ノ生母也。
二月十日、仏生山ニ葬ル、法謚ハ清操
院（『増補高松藩記』）。
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〃　　室 安永８.11.９ 回忌 清操院 〃

三回忌御法事にあたり、十一月十一日
より同十三日迄、浄願寺で法事中、火
ノ元入念、仕掛之普請ハ不苦候、遊興
相慎（別所家文書『安永八亥御用留』）。

孝三郎（松平頼恭子） 宝暦８.正.22 遠行
二月七日迄、普請・鳴物・高声等停止、
仕掛之普請ハ四日より不苦候（別所家
文書『宝暦八寅御用留』）。

光寿院（松平頼恭女、
館林藩主松平武寛室） 文化２.６.17 逝去 光寿院

七月四日より六日迄、鳴物・高声等
停止、仕掛之普請ハ不苦候（『高松藩
東浜記録』別所家文書『文化二丑御用
留』）。

松平頼真（６代藩主） 安永９.３.５ 卒 定公 瑞麟院 法然寺
公、江戸邸ニテ卒ス、享年三十有八。
四月九日、仏生山ニ帰葬ス（『増補高
松藩記』）。

松平頼真（６代藩主） 文政12.３.朔 〃 〃 〃
五十回忌ニ付、三月三日より五日迄、
浄願寺で法事中、火之元入念、仕掛之
普請ハ不苦候、遊興相慎（「源愨様」）。

〃　夫人 天明５.10.27 卒 永昌院 池上本
門寺

定公夫人徳川氏卒ス、享年四十有二、
十一月九日、池上本門寺ニ葬ル、法謚
ハ永昌院（『増補高松藩記』）。

即就院（松平頼真側室） 文政12.３.８ 逝去 即就院 今日逝去ニ付、鳴物・高声等停止、普
請等相止、火之元入念（「源愨様」）。

〃 文政13.３.７ 周忌 〃
一周忌ニ付、明七日より八日迄、浄願
寺で法事中、火ノ元入念、遊興相慎、
仕掛之普請ハ不苦候（「源愨様」）。

松平頼起（７代藩主） 寛政４.７.28 卒 欽公 蘭皐院 法然寺
七月廿八日、公、高松城ニテ卒ス、在
職三十年、享年四十有六（『増補高松
藩記』）。

〃 寛政元.11.29

去ル十七日、目黒御屋敷内より火災ニ
付、御遠慮、御家中之面々下々ニ至迄
諸事相慎、火之元別而入念（「源欽様
御代御令條之内書抜」）。

〃 寛政５.７.19 周忌 〃 〃 〃

一周忌にあたり、七月廿二日より同廿
八日迄、浄願寺で法事中、火之元入
念、仕掛之普請ハ不苦候、遊興相慎

（「源襄様御代御令條之内書抜」）。

〃 文化５.７.25 回忌 〃 〃 〃

十七回忌ニ付、七月廿六日より廿八日
迄、浄願寺で法事中、火之元入念、仕
掛之普請ハ不苦候、遊興相慎（『高松
藩東浜記録』）。

〃　夫人 天保10.５.12 卒 皐安院 法然寺
欽公（頼起）夫人徳川氏卒ス、享年
七十、六月十五日、仏生山ニ葬ル、法
謚ハ皐安院（『増補高松藩記』）。

松平頼儀（８代藩主） 文政12.８.25 卒 襄公 濬徳院 法然寺 九月十日に訃報が届き、火之元入念、
諸事穏便、諸殺生禁止（「源愨様」）。

〃 文政13.８.17 周忌 〃 〃 〃

一周忌ニ付、来ル十九日より同廿五日
迄、浄願寺で法事中、火之元入念、仕
掛之普請ハ不苦候、遊興相慎（「源愨
様」）。

〃 天保２.８.17 回忌 〃 〃 〃

三回忌ニ付、来ル十九日より同廿五日
迄、浄願寺で法事中、火之元入念、仕
掛之普請ハ不苦候、遊興相慎（「源愨
様」）。

〃 天保６.８.16 回忌 〃 〃 〃

七回忌ニ付、来ル廿三日より廿五日
迄、浄願寺で法事中、火之元入念、仕
掛之普請ハ不苦候、遊興相慎（「源愨
様」）。
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〃　奥様 寛政８.９.２ 逝去 順正院 〃
九月十日に訃報が届き、家中之仕掛普
請等相止、火之元入念、諸事相慎（「源
襄様御代御令條之内書抜」）。

〃　奥様 文化９.８.26 法事 順正院

八月廿八日より廿九日迄、順正院法事
ニ付、鳴物・高声等停止、仕掛之普
請不苦候（別所家文書『文化九申御用
留』）。

〃　夫人 弘化２.２.晦 卒 法然寺
襄公夫人池田氏卒ス、享年六十有四、
四月十日日、仏生山ニ葬ル（『増補高
松藩記』）。

松平頼恕（９代藩主） 天保13.４.６ 愨公 ― 霊芝寺
五月十五日、日内山ニ帰葬シ、遺命
ニテ葬儀ハ儒禮ヲ用フ（『増補高松藩
記』）。

〃　夫人 文政12.４.15 卒 賢正院 法然寺

頼恕夫人倫君卒ス、享年二十有九。五
月十三日、仏生山ニ葬ル、法謚ハ賢正
院（『増補高松藩記』）。四月廿五日に
訃報が届き、家中之普請等相止、火之
元入念、諸事相慎（「源愨様」）。

〃　夫人 文政12.６.20 百日 〃
六月六日より諸事平生之通相成候得
共、賢正院様御百ケ日迄之内ハ、殺生
之義ハ年寄中遠慮（「源愨様」）。

松平頼胤（10代藩主） 明治10.12.30 卒 靖公 高嶽院 小石川
傳通院

十二月靖公卒ス、享年六十八、小石川
傳通院ニ葬ル（『増補高松藩記』）。

〃　夫人文姫 卒 霊鏡院 小石川
傳通院

頼胤夫人文姫君、卒ス、享年二十有
九、廿二日、小石川伝通院ニ葬ル、法
謚ハ霊鏡院（『増補高松藩記』）。

松平頼聡（11代藩主） 明治36.10.17 懿公 厚徳院
法然

寺・谷
中霊園

主上（後桃園天皇） 安永８.11.９ 崩御
泉涌寺
内月輪

陵

十一月十八日より廿四日迄、普請・鳴
物等惣而高声等停止、諸事相慎、火元
入念、郷中井川普請穏便、廿一日より
仕掛之普請ハ不苦候（別所家文書『安
永八亥御用留』）。

仙洞様（後桜町上皇） 文化10.閏
11.14 崩御 〃

今日より廿日迄、七日之内、鳴物・高声
等停止、仕掛之普請者十六日迄三日之内
相止（別所家文書『文化十酉御用留』）。

彦坂織部（高松藩家老） 明暦２.正.３ 死去 歌舞其外鳴物一切止（「源英様御代御
令條之内書抜」）。

飛騨殿（高松藩大老
大久保守羨） 享保17.３.12 死去

今日より三日之内、普請・鳴物・高
声等遠慮（「源恵様御代御令條之内書
抜」）。

香厳院（対馬宗義如室） 宝暦４.閏２.２ 遠行 香厳院
今日（十五日）より三日之内、普請・
鳴物停止、仕掛之普請不苦候（別所家
文書『宝暦四戌御用留』）。

志摩様（松平阿波守
養子、蜂須賀至央） 宝暦４.７.12 遠行

今日（廿二日）より廿四日迄、普請・
鳴物停止、仕掛之普請不苦候（別所家
文書『宝暦四戌御用留』）。

當久院 宝暦４.７.19 遠行 當久院
今日（十九日）より廿一日迄、鳴物・
高声等停止、仕掛之普請者不苦候（別
所家文書『宝暦四戌御用留』）。

丹波守様 宝暦８.４.７ 遠行
今日（十八日）より廿日迄、普請・鳴
物・高声等停止、仕掛之普請不苦候（別
所家文書『宝暦八寅御用留』）。
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紀州琴姫（徳川宗将女） 宝暦８.４.26 遠行
今日中（五月十二日）、鳴物・高声等
停止、仕掛之普請不苦候（別所家文書

『宝暦八寅御用留』）。

繁姫 宝暦８.８.４ 遠行
八月七日より八月十三日迄、普請・鳴物・
高声等停止、仕掛之普請ハ十日より不苦
候（別所家文書『宝暦八寅御用留』）。

兵部卿御簾中 宝暦10.４.22 逝去
今日（五月廿二日）より廿四日迄、鳴
物・高声等停止、普請ハ不苦候（別所
家文書『宝暦拾辰御用留』）。

兵部卿 宝暦10.６.19 逝去
今日（七月五日）より八月七日迄、鳴
物・高声等停止、普請ハ不苦候（別所
家文書『宝暦拾辰御用留』）。

紀州大納言 宝暦11.６.24 逝去 仕掛之普請ハ七月十六日まで停止（別
所家文書『宝暦十一巳御用留』）。

岩姫 宝暦11.７.21 遠行

七月二十六日より三日之内、鳴物・高
声等停止、弥火ノ元入念、仕掛之普請
ハ不苦候（別所家文書『宝暦十一巳御
用留』）。

松平信濃守奥方 宝暦11.10.７ 死去
十月二十三日、今日中、鳴物・高声等
停止、仕掛之普請ハ不苦候（別所家文
書『宝暦十一巳御用留』）。

輝姫 安永４.７.晦 早世
今日より三日之内、普請・鳴物・高声
等無用、仕掛之普請不苦候（別所家文
書『安永四未御用留』）。

大蔵大輔様 文化２.７.12 逝去

七月廿六日より廿八日迄、鳴物・高声
等停止、仕掛之普請ハ不苦候（『高松
藩東浜記録』別所家文書『文化二丑御
用留』）。

一橋大納言（徳川治
済）八男松平久之助 文化３.12.22 逝去

今日中（正月十日）普請・鳴物・高声
等停止、仕掛之普請ハ不苦候（『高松
藩東浜記録』）。

川治郎殿 文化４.７.28 死去 今日中（七月廿九日）普請・鳴物・高
声遠慮（『高松藩東浜記録』）。

常当院 文化４.10.８ 回忌 火元入念、遊興相慎（『高松藩東浜記
録』）。

志摩殿息千松 文化５.７.４ 死去 今日中（七月五日）普請・鳴物・高声
遠慮（『高松藩東浜記録』）。

南曼様 文化９.５.３ 逝去
五月廿七日より廿八日迄、鳴物・高声
等停止、仕掛之普請ハ不苦候（別所家
文書『文化九申御用留』）。

丹波守御隠居白翁様 文化９.９.17 逝去
十月六日より八日迄、鳴物・高声等停
止、仕掛之普請ハ不苦候（別所家文書

『文化九申御用留』）。

貞章院（御三卿清水
重好室） 文政３.８.22 逝去 貞章院

十月九日より十一日迄、鳴物・高声停
止、普請ハ不苦候（草薙氏所蔵文書『御
触帳』）。

松平伊予守隠居上総介 天保４.７.２ 逝去
七月廿六日より廿八日迄、鳴物・高声
等停止、仕掛之普請ハ不苦候（草薙氏
所蔵文書『御触帳』）。

池田楽山（松平伊予
守叔父） 天保５.５.２ 逝去

五月十七日より廿一日迄、鳴物・高声
等停止、仕掛之普請ハ不苦候（草薙氏
所蔵文書『御触帳』）。

峯寿院（水戸徳川斉
脩妻） 嘉永６.６.26 逝去 峯寿院 七月九日より十一日迄、鳴物・高声停

止、普請ハ不苦候（『高松藩諸達留』）。
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（
二
）　「
死
の
政
治
学
」
と
服
忌
関
連
規
制

　

表
２
に
よ
る
と
︑
高
松
藩
に
お
い
て
は
︑
為
政
者
の
死
に
関
わ
る
停
止
令

の
種
類
と
組
み
合
わ
せ
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
︑
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒

　

ま
ず
将
軍
の
場
合
に
は
︑
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
の
九
代
将
軍
徳
川

家
重
薧
御
の
際
に
は
︑
普
請
・
鳴
物
・
高
声
等
停
止
︑
郷
中
諸
殺
生
・
魚
鳥

売
買
停
止
︑
川
普
請
相
止
＋
諸
事
相
慎
︑
火
ノ
元
別
而
入
念
（
別
所
家
文
書

﹃
宝
暦
十
一
巳
御
用
留
﹄）
と
な
っ
て
い
る
︒
将
軍
の
子
の
場
合
は
︑
安
永
八

年
（
一
七
七
九
）
の
十
代
将
軍
徳
川
家
治
の
子
家
基
薧
御
の
際
に
は
︑
普
請
・

鳴
物
・
高
声
等
停
止
︑
郷
中
諸
殺
生
・
魚
鳥
売
買
停
止
︑
川
普
請
相
止
＋
諸

事
相
慎
︑
火
ノ
元
別
而
入
念
（
別
所
家
文
書
﹃
安
永
八
亥
御
用
留
﹄）
と
将

軍
と
同
様
の
対
応
が
さ
れ
て
い
る
︒
但
し
︑
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
の

十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
子
友
松
逝
去
の
際
に
は
︑
二
日
間
の
鳴
物
・
高
声

停
止
（
別
所
家
文
書
﹃
文
化
十
酉
御
用
留
﹄）
と
い
う
対
応
に
な
っ
て
い
る
︒

こ
れ
は
︑
将
軍
の
子
の
年
齢
や
役
職
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

将
軍
の
夫
人
の
場
合
に
は
︑
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
十
代
将
軍
家
治
の

正
室
倫
子
薧
去
の
際
に
︑
七
日
間
の
普
請
・
鳴
物
・
高
声
等
停
止
＋
弥
火
元

入
念
（﹃
高
松
藩
諸
達
留
﹄）
と
さ
れ
て
い
る
︒

　

次
に
天
皇
の
場
合
は
︑
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
後
桃
園
天
皇
崩
御
の

際
に
は
︑
七
日
間
の
普
請
・
鳴
物
等
惣
而
高
声
等
停
止
＋
諸
事
相
慎
︑
火
元

入
念
︑
郷
中
井
川
普
請
穏
便
︑
三
日
間
の
仕
掛
之
普
請
相
止
（
別
所
家
文
書

﹃
安
永
八
亥
御
用
留
﹄）
と
あ
る
︒
上
皇
の
場
合
は
︑
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）

の
後
桜
町
上
皇
崩
御
の
際
に
は
︑
七
日
間
の
鳴
物
・
高
声
等
停
止
＋
仕
掛
り

之
普
請
三
日
之
内
相
止
（
別
所
家
文
書
﹃
文
化
十
酉
御
用
留
﹄）
と
あ
る
︒

　

続
い
て
藩
主
の
場
合
は
︑
享
保
廿
年
（
一
七
三
五
）
の
三
代
藩
主
松
平
頼

豊
逝
去
の
際
に
は
︑
諸
殺
生
禁
止
︑
津
留
＋
火
之
元
等
入
念
︑
諸
事
穏
便

（「
源
懐
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」）
と
い
う
領
内
全
域
へ
の
御
触
の
ほ
か

に
︑
町
方
へ
は
魚
商
売
・
諸
殺
生
・
鍛
冶
屋
槌
音
・
檜
物
屋
槌
音
・
綿
打
槌

音
・
普
請
鳴
物
高
声
の
停
止
︑
遊
山
の
禁
止
︑
他
所
か
ら
の
出
入
り
の
禁
止
︑

町
年
寄
の
昼
夜
見
廻
り
励
行
︑
出
口
番
所
の
監
視
︑
町
中
木
戸
・
路
地
の
〆

切
り
な
ど
三
十
三
項
目
︑
浦
方
へ
は
家
業
之
殺
生
・
魚
鳥
商
売
の
停
止
な
ど

三
項
目
︑
郷
中
に
は
家
普
請
鳴
物
等
の
停
止
︑
川
普
請
の
停
止
︑
山
分
猟
師

及
び
諸
殺
生
の
停
止
︑
塩
屋
方
手
代
の
諸
事
静
・
相
慎
︑
昼
夜
火
之
廻
り
︑

鍛
冶
・
鋳
物
師
・
木
綿
打
・
桶
師
等
の
停
止
な
ど
九
項
目
︑
合
計
四
十
五
項

目
に
わ
た
る
細
々
と
し
た
服
忌
規
制
が
出
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
中
で
町
方
及

び
郷
分
へ
は
「
源
節
様
御
逝
去
之
節
之
通
諸
事
可
申
付
候
」（「
源
懐
様
御
代

御
令
條
之
内
書
抜
」）
と
あ
り
︑
二
代
藩
主
松
平
頼
常
逝
去
時
の
申
付
が
一

部
前
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
続
く
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
の

四
代
藩
主
松
平
頼
桓
逝
去
の
際
に
は
「
諸
事
之
義
ハ
享
保
二
十
年
之
御
触
と

同
段
ニ
付
︑
略
之
者
也
」（「
源
懐
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」）
と
記
さ
れ

て
お
り
︑
高
松
藩
に
お
い
て
は
︑
宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）
の
二
代
藩
主
松

平
頼
常
並
び
に
享
保
廿
年
（
一
七
三
五
）
の
三
代
藩
主
松
平
頼
豊
逝
去
の
際

の
服
忌
規
制
が
一
つ
の
先
例
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
し
か

し
︑
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
五
代
藩
主
松
平
頼
恭
逝
去
の
際
に
は
︑
諸

殺
生
禁
止
︑
津
留
＋
火
の
元
入
念
︑
諸
事
相
慎
・
穏
便
の
全
藩
的
な
御
触
は

同
じ
で
あ
る
が
︑
個
々
の
規
制
内
容
に
つ
い
て
は
山
分
猟
師
諸
殺
生
停
止
︑
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家
普
請
・
鳴
物
・
高
声
停
止
︑
鋳
師
・
綿
打
・
居
細
工
停
止
︑
井
河
普
請
停

止
な
ど
（﹃
高
松
藩
諸
達
留
﹄）
の
六
項
目
に
絞
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
背
景
に

は
︑
高
松
藩
中
興
の
英
主
と
い
わ
れ
た
五
代
藩
主
松
平
頼
恭
時
代
に
お
け
る

藩
政
の
安
定
と
宝
暦
改
革
に
よ
る
産
業
振
興
策
の
影
響
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
︑
服
忌
規
制
が
あ
ま
り
に
多
く
広
範
囲
に
及
ぶ
と
︑
領
民
の
生
活
や
経

済
活
動
に
支
障
が
で
る
こ
と
へ
の
配
慮
か
ら
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
︒

　

前
藩
主
の
場
合
は
︑
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
八
代
藩
主
松
平
頼
儀

逝
去
の
際
に
は
︑
諸
殺
生
禁
止
＋
火
之
元
入
念
︑
諸
事
穏
便
（「
源
愨
様
」）

と
の
御
触
が
出
さ
れ
︑
現
藩
主
の
時
と
比
べ
て
津
留
や
細
か
な
服
忌
規
制
に

は
触
れ
て
い
な
い
点
に
差
異
が
み
ら
れ
る
︒

　

藩
主
の
法
事
に
つ
い
て
は
︑
次
の
よ
う
な
対
応
事
例
が
あ
り
︑
一
定
の
パ

タ
ー
ン
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
つ
ま
り
︑
明
和
段
階
で
は
三
日
間
の
猟

留
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
︑
寛
政
年
間
以
降
に
な
る
と
︑
一
周
忌
か
ら

三
回
忌
ま
で
の
法
事
期
間
中
の
七
日
間
に
︑
火
之
元
入
念
と
遊
興
相
慎
が
命

ぜ
ら
れ
︑
そ
れ
以
降
の
百
回
忌
ま
で
は
法
事
期
間
中
の
三
日
間
だ
け
に
火
之

元
入
念
と
遊
興
相
慎
の
服
忌
関
連
規
制
が
か
け
ら
れ
る
と
い
う
ル
ー
ル
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　

・
三
日
間
の
猟
留
（
明
和
八
年
の
四
代
頼
桓
三
三
回
忌
の
場
合
︑﹃
高
松

藩
諸
達
留
﹄）

　

・
七
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
寛
政
五
年
の
七
代
頼
起
一
周
忌

の
場
合
︑「
源
襄
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」）

　

・
三
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
寛
政
六
年
の
初
代
頼
重
百
回
忌

の
場
合
︑「
源
襄
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」）

　

・
三
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
文
化
五
年
の
七
代
頼
起
十
七
回

忌
の
場
合
︑﹃
高
松
藩
東
浜
記
録
﹄）

　

・
三
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
文
政
十
二
年
の
六
代
頼
真
五
十

回
忌
の
場
合
︑「
源
愨
様
」）

　

・
七
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
文
政
十
三
年
の
八
代
頼
儀
一
周

忌
の
場
合
︑「
源
愨
様
」）

　

・
七
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
天
保
二
年
の
八
代
頼
儀
三
回
忌

の
場
合
︑「
源
愨
様
」）

　

・
三
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
天
保
五
年
の
三
代
頼
豊
百
回
忌

の
場
合
︑「
源
愨
様
」）

　

・
三
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
天
保
六
年
の
八
代
頼
儀
七
回
忌

の
場
合
︑「
源
愨
様
」）

　

藩
主
夫
人
の
場
合
は
︑
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
八
代
藩
主
松
平
頼
儀

夫
人
（
順
正
院
）
逝
去
の
際
に
は
︑
家
中
仕
掛
普
請
相
止
＋
火
之
元
入
念
︑

諸
事
相
慎
（「
源
襄
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」）
が
命
じ
ら
れ
︑
文
政
十
二

年
（
一
八
二
九
）
の
九
代
藩
主
松
平
頼
恕
夫
人
（
賢
正
院
）
卒
去
の
際
に
も
︑

家
中
仕
掛
普
請
相
止
＋
火
之
元
入
念
︑
諸
事
相
慎
（「
源
愨
様
」）
と
同
様
の

対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
︒
と
こ
ろ
が
︑
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
六
代

藩
主
松
平
頼
真
側
室
（
即
就
院
）
逝
去
の
際
に
は
︑
鳴
物
・
高
声
等
停
止
・

普
請
等
相
止
＋
火
之
元
入
念
（「
源
愨
様
」）
と
違
っ
た
対
応
が
と
ら
れ
て
い

る
︒

　

藩
主
夫
人
の
法
事
に
つ
い
て
も
︑
藩
主
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
一
定
の
パ
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家
普
請
・
鳴
物
・
高
声
停
止
︑
鋳
師
・
綿
打
・
居
細
工
停
止
︑
井
河
普
請
停

止
な
ど
（﹃
高
松
藩
諸
達
留
﹄）
の
六
項
目
に
絞
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
背
景
に

は
︑
高
松
藩
中
興
の
英
主
と
い
わ
れ
た
五
代
藩
主
松
平
頼
恭
時
代
に
お
け
る

藩
政
の
安
定
と
宝
暦
改
革
に
よ
る
産
業
振
興
策
の
影
響
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
︑
服
忌
規
制
が
あ
ま
り
に
多
く
広
範
囲
に
及
ぶ
と
︑
領
民
の
生
活
や
経

済
活
動
に
支
障
が
で
る
こ
と
へ
の
配
慮
か
ら
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
︒

　

前
藩
主
の
場
合
は
︑
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
八
代
藩
主
松
平
頼
儀

逝
去
の
際
に
は
︑
諸
殺
生
禁
止
＋
火
之
元
入
念
︑
諸
事
穏
便
（「
源
愨
様
」）

と
の
御
触
が
出
さ
れ
︑
現
藩
主
の
時
と
比
べ
て
津
留
や
細
か
な
服
忌
規
制
に

は
触
れ
て
い
な
い
点
に
差
異
が
み
ら
れ
る
︒

　

藩
主
の
法
事
に
つ
い
て
は
︑
次
の
よ
う
な
対
応
事
例
が
あ
り
︑
一
定
の
パ

タ
ー
ン
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
つ
ま
り
︑
明
和
段
階
で
は
三
日
間
の
猟

留
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
︑
寛
政
年
間
以
降
に
な
る
と
︑
一
周
忌
か
ら

三
回
忌
ま
で
の
法
事
期
間
中
の
七
日
間
に
︑
火
之
元
入
念
と
遊
興
相
慎
が
命

ぜ
ら
れ
︑
そ
れ
以
降
の
百
回
忌
ま
で
は
法
事
期
間
中
の
三
日
間
だ
け
に
火
之

元
入
念
と
遊
興
相
慎
の
服
忌
関
連
規
制
が
か
け
ら
れ
る
と
い
う
ル
ー
ル
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　

・
三
日
間
の
猟
留
（
明
和
八
年
の
四
代
頼
桓
三
三
回
忌
の
場
合
︑﹃
高
松

藩
諸
達
留
﹄）

　

・
七
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
寛
政
五
年
の
七
代
頼
起
一
周
忌

の
場
合
︑「
源
襄
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」）

　

・
三
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
寛
政
六
年
の
初
代
頼
重
百
回
忌

の
場
合
︑「
源
襄
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」）

　

・
三
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
文
化
五
年
の
七
代
頼
起
十
七
回

忌
の
場
合
︑﹃
高
松
藩
東
浜
記
録
﹄）

　

・
三
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
文
政
十
二
年
の
六
代
頼
真
五
十

回
忌
の
場
合
︑「
源
愨
様
」）

　

・
七
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
文
政
十
三
年
の
八
代
頼
儀
一
周

忌
の
場
合
︑「
源
愨
様
」）

　

・
七
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
天
保
二
年
の
八
代
頼
儀
三
回
忌

の
場
合
︑「
源
愨
様
」）

　

・
三
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
天
保
五
年
の
三
代
頼
豊
百
回
忌

の
場
合
︑「
源
愨
様
」）

　

・
三
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
天
保
六
年
の
八
代
頼
儀
七
回
忌

の
場
合
︑「
源
愨
様
」）

　

藩
主
夫
人
の
場
合
は
︑
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
八
代
藩
主
松
平
頼
儀

夫
人
（
順
正
院
）
逝
去
の
際
に
は
︑
家
中
仕
掛
普
請
相
止
＋
火
之
元
入
念
︑

諸
事
相
慎
（「
源
襄
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」）
が
命
じ
ら
れ
︑
文
政
十
二

年
（
一
八
二
九
）
の
九
代
藩
主
松
平
頼
恕
夫
人
（
賢
正
院
）
卒
去
の
際
に
も
︑

家
中
仕
掛
普
請
相
止
＋
火
之
元
入
念
︑
諸
事
相
慎
（「
源
愨
様
」）
と
同
様
の

対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
︒
と
こ
ろ
が
︑
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
六
代

藩
主
松
平
頼
真
側
室
（
即
就
院
）
逝
去
の
際
に
は
︑
鳴
物
・
高
声
等
停
止
・

普
請
等
相
止
＋
火
之
元
入
念
（「
源
愨
様
」）
と
違
っ
た
対
応
が
と
ら
れ
て
い

る
︒

　

藩
主
夫
人
の
法
事
に
つ
い
て
も
︑
藩
主
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
一
定
の
パ
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タ
ー
ン
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
つ
ま
り
︑
一
周
忌
か
ら
三
回
忌
ま
で
の

法
事
期
間
中
の
三
日
間
は
︑
火
之
元
入
念
と
遊
興
相
慎
が
命
ぜ
ら
れ
︑
そ
れ

以
降
の
回
忌
は
法
事
期
間
中
の
二
日
間
だ
け
に
火
之
元
入
念
と
遊
興
相
慎
の

服
忌
関
連
規
制
が
か
け
ら
れ
て
い
る
︒
但
し
︑
側
室
の
場
合
は
︑
一
周
忌
で

も
一
等
減
じ
て
二
日
間
の
火
之
元
入
念
と
遊
興
相
慎
が
命
ぜ
ら
れ
る
な
ど
︑

対
応
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
の

八
代
藩
主
松
平
頼
儀
奥
様
（
順
正
院
）
十
七
回
忌
の
際
に
は
︑
二
日
間
の
鳴

物
・
高
声
等
停
止
（
別
所
家
文
書
﹃
文
化
九
申
御
用
留
﹄））︑
文
政
十
二
年

の
九
代
藩
主
松
平
頼
恕
夫
人
（
賢
正
院
）
百
ケ
日
の
際
に
は
︑
殺
生
年
寄
中

遠
慮
（「
源
愨
様
」）
な
ど
の
特
別
な
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る
︒

　

・
三
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
安
永
八
年
の
五
代
頼
恭
室
三
回

忌
の
場
合
︑
別
所
家
文
書
﹃
安
永
八
亥
御
用
留
﹄）

　

・
二
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
宝
暦
十
一
年
の
四
代
頼
桓
室
七

回
忌
の
場
合
︑
別
所
家
文
書
﹃
宝
暦
十
一
巳
御
用
留
﹄）

　

・
二
日
間
の
火
之
元
入
念
︑
遊
興
相
慎
（
文
政
十
三
年
の
六
代
頼
真
側
室

一
周
忌
の
場
合
︑「
源
愨
様
」）

　

・
二
日
間
の
鳴
物
・
高
声
等
停
止
（
文
化
九
年
の
八
代
頼
儀
奥
様
十
七
回

忌
の
場
合
︑
別
所
家
文
書
﹃
文
化
九
申
御
用
留
﹄）

　

藩
主
の
子
の
場
合
に
つ
い
て
は
︑
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
五
代
藩
主

松
平
頼
恭
の
子
孝
三
郎
遠
行
の
際
に
は
︑
十
七
日
間
の
普
請
・
鳴
物
・
高
声

等
停
止
と
三
日
間
の
仕
掛
之
普
請
無
用
（
別
所
家
文
書
﹃
宝
暦
八
寅
御
用

留
﹄）
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
︑
同
年
の
栄
久
院
（
三
代
藩
主
松
平
頼
豊
の

養
女
で
豊
後
岡
藩
主
中
川
忠
の
室
）
遠
行
の
際
に
は
︑
十
三
日
間
の
普
請
・

鳴
物
・
高
声
等
停
止
と
三
日
間
の
仕
掛
之
普
請
無
用
（
別
所
家
文
書
﹃
宝
暦

八
寅
御
用
留
﹄）
と
い
う
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
が
文
化
二
年
（
一
八

○
五
）
の
光
寿
院
（
五
代
藩
主
松
平
頼
恭
の
女
で
館
林
藩
主
松
平
武
寛
の
室
）

逝
去
の
際
に
は
︑
三
日
間
の
普
請
・
鳴
物
・
高
声
等
停
止
と
仕
掛
之
普
請
ハ

不
苦
候
（
別
所
家
文
書
﹃
文
化
二
丑
御
用
留
﹄）
と
の
扱
い
に
軽
減
さ
れ
て

い
る
︒

　

他
大
名
家
の
場
合
は
︑
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
の
水
戸
藩
五
代
藩
主
徳

川
宗
翰
夫
人
逝
去
の
際
に
は
︑
十
五
日
間
の
鳴
物
・
高
声
停
止
が
領
内
に
触

れ
ら
れ
（﹃
高
松
藩
東
浜
記
録
﹄）︑
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
の
香
厳
院
（
対

馬
宗
義
如
室
）
と
志
摩
様
（
松
平
阿
波
守
養
子
蜂
須
賀
至
央
）
遠
行
の
際
に

は
︑
三
日
之
内
普
請
・
鳴
物
停
止
（
別
所
家
文
書
﹃
宝
暦
四
戌
御
用
留
﹄）︑

ま
た
︑
宝
暦
八
年
の
紀
州
徳
川
宗
将
女
琴
姫
遠
行
の
際
に
は
︑
一
日
の
鳴

物
・
高
声
等
停
止
（
別
所
家
文
書
﹃
宝
暦
八
寅
御
用
留
﹄）
が
そ
れ
ぞ
れ
命

じ
ら
れ
る
な
ど
︑
高
松
松
平
家
と
の
縁
戚
・
親
疎
関
係
に
よ
っ
て
停
止
日
数

等
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　

家
臣
の
場
合
は
︑
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
の
家
老
彦
坂
織
部
死
去
の
際

に
︑
歌
舞
其
外
鳴
物
一
切
止
（「
源
英
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」）
が
命
じ

ら
れ
︑
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
の
大
老
大
久
保
守
羨
死
去
の
際
に
は
︑

三
日
間
の
普
請
・
鳴
物
・
高
声
等
遠
慮
（「
源
恵
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」）

が
命
じ
ら
れ
る
な
ど
︑
高
松
松
平
家
の
重
臣
と
し
て
特
に
功
労
の
あ
っ
た
家

老
級
の
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
︑
特
別
な
服
忌
関
連
対
応
が
と
ら
れ
て

い
た
︒
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第
三
節
　
服
忌
令
の
政
策
意
図
と
時
代
的
背
景

一
　
武
断
主
義
か
ら
文
治
主
義
へ
の
政
策
転
換

（
一
）　
武
家
諸
法
度
の
改
定
と
文
治
主
義
へ
の
転
換

　

四
代
将
軍
徳
川
家
綱
は
︑
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
四
月
に
家
光
以
来

十
五
年
ぶ
り
の
日
光
社
参
を
終
え
た
後
︑
翌
五
月
二
三
日
に
代
替
わ
り
の
武

家
諸
法
度
を
公
布
し
た
︒
こ
れ
ま
で
の
武
家
諸
法
度
に
新
た
な
政
治
課
題
と

し
て
「
耶
蘇
宗
門
」
禁
止
条
項
と
「
不
孝
之
輩
」
処
罰
条
項
の
二
か
条
を
追

加
し
た
も
の
で
︑
幕
藩
体
制
に
敵
対
す
る
も
の
と
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
を
禁
止

す
る
と
と
と
も
に
︑
不
孝
行
者
を
処
罰
し
て
家
族
親
族
秩
序
や
「
家
」
を
重

視
す
る
方
向
性
を
示
し
た
︒
ま
た
︑
同
年
に
は
殉
死
が
禁
止
さ
れ
て
︑
君

臣
間
の
主
従
制
が
属
人
的
な
関
係
で
は
な
く
︑
主
君
の
「
家
」
を
軸
と
し

た
関
係
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
契
機
と
な
り
︑
こ
れ
に
よ
っ
て
各
藩
領
内
で

も
「
家
」
が
重
視
さ
れ
︑
家
格
を
基
軸
と
し
た
領
内
支
配
機
構
の
再
編
成
が

進
展
し
て
藩
政
が
安
定
化
す
る
き
つ
か
け
と
な
っ
た
︒
さ
ら
に
翌
寛
文
四
年

に
は
︑
万
石
以
上
の
大
名
に
対
し
て
領
知
宛
行
状
を
同
一
の
日
付
（
四
月
五

日
）
で
一
斉
に
発
給
す
る
「
寛
文
印
知
」
が
実
施
さ
れ
︑
将
軍
と
大
名
と
の

主
従
制
が
個
別
的
関
係
か
ら
体
制
的
な
関
係
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
天
下
に

明
ら
か
に
し
た
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
各
大
名
は
︑
将
軍
の
代
替
わ
り
ご
と
に
将

軍
と
の
君
臣
関
係
と
将
軍
権
威
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
︑
将
軍
の
権
威

と
権
力
が
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

（
₅₇
）

　

五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
は
︑
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
諸
大
名
を
江
戸
城

に
集
め
︑
武
家
諸
法
度
の
第
一
条
「
文
武
弓
馬
の
道
︑
専
ら
相
嗜
む
べ
き

事
」
を
「
文
武
忠
孝
を
励
ま
し
︑
礼
儀
を
正
す
べ
き
事
」
と
改
め
た
も
の
を

儒
臣
林
信
篤
に
読
み
上
げ
さ
せ
た
︒
こ
れ
ま
で
の
武
威
に
よ
る
武
断
支
配
か

ら
忠
孝
や
礼
儀
を
重
ん
じ
る
文
治
政
治
へ
の
転
換
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
︒

す
な
わ
ち
武
士
に
求
め
ら
れ
る
の
は
︑
弓
馬
の
道
で
は
な
く
︑
主
家
に
対
す

る
忠
儀
や
父
祖
に
対
す
る
孝
行
を
励
行
し
て
︑
礼
儀
を
第
一
と
す
べ
き
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
う
し
て
平
和
な
時
代
に
相
応
し
い
忠
孝
と
礼
義

に
よ
る
新
し
い
秩
序
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
︒

　

高
松
藩
で
も
︑
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
九
月
十
八
日
段
階
の
法
令
内
容

が
︑
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
十
二
月
十
五
日
の
法
令
で
は
次
の
よ
う
に
変

わ
り
︑
幕
政
の
政
策
転
換
が
藩
政
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
た
と
が
わ
か

る
︒

　
　
　
　
　

法　

令

　

一
︑
文
武
両
道
ヲ
専
ニ
可
相
嗜
︑
武
具
馬
具
一
切
軍
器
等
随
其
身
分
限
ニ

常
々
相
嗜
︑
雖
不
時
軍
早
速
可
相
勤
事
肝
要
也
︑
惣
而
無
益
之
道
具

ヲ
拵
奢
ヲ
不
可
致
候
事
︒（
傍
線
筆
者
）

　
　
　

慶
安
五
年
九
月
十
八
日

（
₅₈
）

　

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
被
仰
出
御
法
令
御
條
目

　
　
　
　
　

法　

令

　

一
︑
文
武
両
道
者
士
之
先
務
也
︑
専
励
忠
孝
不
可
忘
禮
義
事
︒（
傍
線
筆

者
）（

₅₉
）
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元
禄
九
年
十
二
月
十
五
日

　

一
︑
御
家
中
ノ
面
々
登　

城
︑
御
法
令
御
條
目
御
改
被
遊
候
旨
御
意
在

之
︑
御
法
令
御
條
目
︑
根
本
弥
右
衛
門
読
之
候
︑

　

一
︑
此
度
御
法
令
御
條
目
御
改
被
遊
候
旨
︑
被
仰
出
候
間
︑
弥
相
守
倹
約

ヲ
用
ひ
可
申
由
︑
主
計
申
渡
候
事
︑

　
　
　
　
（
中
略
）

　

右
之
條
々
︑
准
旧
式
ニ
専
可
相
守
者
也
︒

　
　
　

元
禄
九
年
十
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　

條　

々

　
　
　
　
（
前
略
）

　

一
︑
葬
礼
年
忌
等
之
仏
事
等
︑
軽
可
被
致
執
行
事
︑

　
　
　
　
（
中
略
）

　

右
ノ
條
数
︑
前
々
よ
り
雖
為
御
定
︑
此
度
相
改
急
度
可
申
付
旨
︑
被
仰
出

候
間
︑
弥
堅
可
被
相
守
者
也
︒

　
　
　

元
禄
九
子
年
十
二
月
十
五
日

（
₆₀
）

　（
二
）　
服
忌
令
の
制
定
と
「
礼
」
的
社
会
秩
序
づ
く
り

　

武
断
政
策
か
ら
文
治
政
策
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
︑
幕
政
は
忠
孝
を
重
ん

じ
︑
礼
儀
を
基
軸
と
し
た
社
会
秩
序
づ
く
り
を
目
指
し
て
︑
朝
廷
の
持
つ
儀

礼
の
力
に
参
考
に
︑
将
軍
権
威
を
中
心
と
し
た
新
し
い
武
家
社
会
の
儀
礼
秩

序
を
築
き
上
げ
よ
う
と
し
た
︒
こ
の
よ
う
な
武
威
か
ら
平
和
へ
の
支
配
原
理

の
転
換
や
︑
人
を
殺
す
こ
と
が
価
値
で
あ
っ
た
戦
時
の
論
理
を
否
定
す
る
政

策
を
端
的
に
示
し
た
の
が
︑
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
幕
府
服
忌
令
で

あ
っ
た

（
₆₁
）︒

　

幕
府
が
新
し
い
社
会
秩
序
づ
く
り
の
基
軸
と
し
た
「
礼
儀
」
と
は
︑
儒
教

に
あ
っ
て
は
喪
礼
こ
そ
が
「
礼
」
の
中
心
で
あ
っ
て
︑
そ
の
喪
服
礼
に
従
っ

て
︑
親
族
そ
の
他
の
た
め
に
親
疎
・
尊
卑
に
応
じ
て
︑
正
し
く
喪
に
服
す
る

こ
と
が
「
礼
」
の
最
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
︒
こ
の
よ
う
な
喪
服
礼

に
相
当
す
る
も
の
を
制
定
し
て
儒
教
的
な
「
礼
」
の
秩
序
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
︑
幕
府
服
忌
令
制
定
の
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た

（
₆₂
）︒

服
忌
令
と
は
︑

近
親
者
に
死
者
が
あ
っ
た
と
き
に
︑
自
宅
で
謹
慎
を
す
る
忌
の
日
数
や
︑
神

事
に
関
わ
れ
ぬ
服
喪
の
日
数
な
ど
を
︑
死
者
の
近
親
者
の
度
合
に
応
じ
て
定

め
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
将
軍
と
そ
の
先
祖
で
あ
る
東
照
大
権

現
と
い
う
武
家
社
会
に
お
け
る
頂
点
を
作
り
出
し
て
︑
将
軍
権
威
を
高
め
る

と
と
も
に
︑
儒
教
的
な
礼
制
に
倣
っ
て
親
族
の
範
囲
を
確
定
し
︑
そ
の
間
に

服
忌
日
数
の
差
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
幕
藩
制
秩
序
を
支
え
る
親
族
秩

序
を
明
確
に
し
て
身
分
秩
序
の
維
持
強
化
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
︒

　

高
松
藩
で
も
︑
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
十
一
月
廿
七
日
に
次
の
よ
う
な

触
れ
が
出
さ
れ
て
お
り
︑
家
中
に
お
い
て
養
子
を
願
い
出
る
際
に
は
︑
親
族

の
中
で
ま
ず
正
統
か
ら
撰
び
︑
そ
こ
に
該
当
者
が
い
な
い
場
合
に
は
ふ
た
従

弟
ま
で
の
外
戚
の
内
か
ら
筋
目
の
者
を
撰
ん
で
願
い
出
よ
を
命
じ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る

（
₆₃
）︒

こ
の
時
期
︑
既
に
服
忌
掛
り
の
親
族
の
範
囲
が
定
め
ら

れ
︑
併
せ
て
そ
こ
に
は
正
統
と
外
戚
の
序
列
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
︑
家

柄
の
筋
目
を
優
先
す
べ
き
と
す
る
身
分
秩
序
の
維
持
意
識
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
︒
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一
︑
御
家
中
養
子
之
義
正
統
ヲ
撰
可
申
候
︑
正
統
ニ
無
之
候
ハ
︑
外
戚
ニ

而
も
二
タ
従
弟
迄
之
続
ヲ
願
出
可
申
候
︑
正
統
外
戚
ニ
も
男
子
無
之

候
ハ
︑
右
之
続
之
内
よ
り
養
娘
願
出
︑
追
而
筋
目
之
者
養
子
ニ
願
出

可
申
候
︑
幷
無
足
之
面
々
ニ
而
も
名
跡
相
続
之
養
子
願
も
右
ニ
准
可

申
候
︑
但
︑
正
統
外
戚
ニ
而
も
侍
之
筋
目
無
之
者
ハ
願
取
上
ケ
申
間

敷
候
事
︒（
傍
線
筆
者
）

　（
三
）　
生
類
憐
み
の
令
の
発
令
と
綱
吉
の
「
仁
政
」

　

十
七
世
紀
後
半
に
な
る
と
︑
幕
府
も
財
政
の
悪
化
や
支
配
機
構
の
弛
緩
な

ど
幕
藩
制
社
会
の
変
質
が
始
ま
っ
た
た
め
︑
綱
吉
は
事
態
の
対
応
策
と
し
て

将
軍
権
力
の
強
化
に
よ
る
側
用
人
政
治
と
儒
教
的
理
想
主
義
の
政
治
を
推
し

進
め
よ
う
と
し
た
︒
こ
れ
を
天
和
貞
享
の
改
革
と
い
う
︒
そ
の
前
半
期
は
︑

延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
八
月
に
綱
吉
が
将
軍
と
な
っ
た
と
き
か
ら
︑
貞
享

元
年
（
一
六
八
四
）
八
月
の
大
老
堀
田
正
俊
の
死
ま
で
の
四
年
間
が
該
当
し
︑

一
般
に
「
天
和
の
治
」
と
称
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
「
天
和
の
治
」
の
画
期
性

に
つ
い
て
︑
辻
達
也
氏
は
「
賞
罰
厳
明
」
政
策
と
「
農
政
刷
新
」
の
二
点
に

集
約
さ
れ
る
と
し
︑
将
軍
権
力
の
強
化
に
よ
り
代
官
等
の
領
主
層
を
一
元
化

し
て
︑
農
政
に
お
い
て
新
し
い
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い

る
︒「
賞
罰
厳
明
」
政
策
は
︑
主
に
将
軍
権
力
に
よ
る
大
名
・
幕
臣
統
制
を

指
し
︑
将
軍
・
大
名
間
の
権
力
構
造
の
変
化
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
︑「
農

政
刷
新
」
政
策
で
は
︑
幕
領
に
お
け
る
大
量
の
代
官
の
粛
正
・
罷
免
・
更
迭

が
行
わ
れ
︑
農
民
と
幕
藩
制
国
家
権
力
の
関
係
性
を
も
変
化
さ
せ
る
結
果
を

も
た
ら
し
た
︒
さ
ら
に
幕
府
が
初
め
て
儒
教
的
理
想
主
義
を
導
入
し
た
こ
と

に
も
言
及
し
︑
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
閏
八
月
三
日
の
触
書
で
幕
領
に
発

布
さ
れ
た
「
民
は
国
之
本
也
」
で
始
ま
る
七
か
条
の
條
々
が
︑
中
世
土
豪
を

前
身
と
す
る
よ
う
な
地
縁
的
代
官
を
一
掃
し
て
︑
幕
府
が
地
方
官
機
構
を
一

新
す
る
思
想
的
な
梃
子
と
な
っ
た
と
述
べ
︑
綱
吉
は
こ
の
儒
教
的
理
想
主
義

を
掲
げ
て
︑
民
衆
と
新
し
い
関
係
を
取
り
結
ぼ
う
と
し
た
と
し
て
い
る

（
₆₄
）︒

横
田
冬
彦
氏
は
︑
こ
の
七
か
条
の
條
々
を
「
綱
吉
の
﹃
仁
政
﹄
宣
言
」
と
呼

ん
で
い
る

（
₆₅
）︒

こ
の
條
々
は
幕
領
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
︑

諸
大
名
の
領
民
統
治
の
あ
り
方
や
自
領
内
民
政
に
対
す
る
考
え
方
に
も
少
な

か
ら
ず
影
響
を
与
え
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒

　
　
　
　
　

條　

々

　

一
︑
民
は
国
之
本
也
︑
御
代
官
之
面
々
常
に
民
之
辛
苦
を
能
察
し
︑
飢
寒

等
愁
無
之
様
ニ
可
被
申
付
事
︒

　

一
︑
国
寛
な
る
時
は
民
奢
も
の
な
り
︑
奢
時
は
己
か
事
業
に
懈
り
安
し
︑

諸
民
衣
食
住
諸
事
奢
無
之
様
ニ
書
被
申
付
事
︒

　

一
︑
民
は
上
え
遠
き
ゆ
へ
に
疑
有
も
の
な
り
︑
此
故
に
上
よ
り
も
又
下
を

疑
事
多
し
︑
上
下
疑
な
き
や
う
に
︑
万
事
念
入
り
可
被
申
付
事
︒

　

一
︑
御
代
官
之
面
々
常
々
其
身
を
つ
ゝ
し
み
︑
奢
な
く
民
之
農
業
細
ニ
存

知
之
︑
御
取
ケ
等
念
入
宜
様
ニ
可
被
申
付
候
︑
惣
て
諸
事
不
妊
手

代
︑
自
身
被
勤
儀
肝
要
候
︑
然
時
は
手
代
末
々
迄
私
在
之
間
敷
事
︑

　

一
︑
面
々
之
儀
は
不
及
申
︑
手
代
等
に
至
る
ま
て
︑
支
配
所
之
民
私
用
に

つ
か
は
す
︑
幷
金
銀
米
銭
民
よ
り
借
用
︑
又
は
民
え
か
し
不
申
様
に

堅
可
被
申
付
事
︑
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一
︑
堤
川
除
道
橋
等
其
外
諸
事
常
々
心
に
か
け
︑
物
こ
と
不
及
不
破
時
︑

支
配
所
え
達
し
︑
可
被
加
修
理
︑
幷
百
姓
争
論
か
ま
し
き
儀
在
之
節

は
︑
軽
き
う
ち
に
聞
届
︑
内
證
に
て
可
相
済
儀
は
︑
依
怙
贔
屓
な
く

不
及
難
儀
に
可
被
申
付
事
︑

　

一
︑
面
々
御
代
官
所
得
替
又
は
私
領
相
渡
候
節
︑
跡
々
未
進
其
外
諸
事
無

油
断
︑
常
々
念
を
入
︑
第
一
御
勘
定
無
滞
様
ニ
可
被
心
得
事
︑

　

右
之
條
々
︑
堅
可
被
相
守
者
也
︒

　
　
　

延
宝
八
年
閏
八
月
三
日　
　

備
中
（
老
中
堀
田
備
中
守
正
俊
）（

₆₆
）

　

ま
た
︑
綱
吉
は
︑
将
軍
に
な
る
や
延
宝
八
年
九
月
に
林
鳳
岡
を
召
し
て

﹃
大
学
﹄
を
講
じ
さ
せ
︑
以
来
毎
月
三
回
講
筵
を
開
く
の
を
恒
例
と
し
た
︒

そ
し
て
自
ら
四
書
や
﹃
易
経
﹄
を
幕
臣
に
講
義
す
る
と
と
も
に
︑
元
禄
三
年

（
一
六
九
○
）
に
湯
島
聖
堂
を
創
建
す
る
な
ど
文
教
政
策
に
力
を
入
れ
︑
文

治
政
策
を
さ
ら
に
推
進
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
︒
綱
吉
の
政
策
の
背
景
に

は
︑
大
老
堀
田
正
俊
や
林
家
を
中
心
と
す
る
儒
学
者
の
影
響
も
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
︑
儒
教
的
理
想
主
義
の
下
︑
社
会
秩
序
を
「
静
」
に
保
ち
︑
国
家
体

制
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
の
各
種
の
法
令
が
出
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る

（
₆₇
）︒

　

中
で
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
生
類
憐
み
の
令
で
あ
っ
た
︒
生
類
憐

み
の
令
と
は
︑
徳
川
綱
吉
が
五
代
将
軍
で
あ
っ
た
約
三
十
年
間
に
発
令
さ

れ
た
複
数
の
法
令
を
︑
後
代
に
総
称
し
た
も
の
で
あ
る

（
₆₈
）︒

例
え
ば
︑
貞

享
二
年
（
一
六
八
五
）
二
月
に
は
「
頃
日
猥
に
鉄
砲
打
候
も
の
有
之
由
相

聞
︑
不
届
之
至
也
︑
若
隠
置
輩
あ
ら
ハ
︑
曲
事
た
る
へ
し
」（﹃
御
当
家
令
條
﹄

四
六
八
号
）
と
あ
り
︑
領
主
の
許
可
な
い
鉄
砲
の
所
持
と
使
用
を
禁
じ
る
と

と
も
に
︑
同
年
七
月
十
四
日
に
は
「
御
成
被
為
遊
候
御
道
筋
江
︑
犬
猫
出
申

候
而
も
不
苦
候
間
︑
何
方
之
御
成
之
節
も
犬
猫
つ
な
き
候
事
︑
可
為
無
用
者

也
」（﹃
江
戸
町
触
集
成
﹄
二
三
五
六
号
）
と
将
軍
御
成
の
道
筋
に
犬
や
猫
が

出
て
き
て
も
よ
い
と
動
物
愛
護
の
精
神
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
︒

　
「
生
類
憐
み
」
と
い
う
文
言
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
︑
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
七
月
十
九
日
の
「
最
前
も
委
細
申
渡
候
得
と
も
︑
今
以
無
主

犬
参
候
而
も
食
事
た
へ
さ
せ
す
︑
又
ハ
犬
其
外
生
類
と
り
や
り
致
候
儀
も
︑

今
ほ
と
は
不
仕
候
様
に
相
聞
候
︑
生
類
あ
わ
れ
み
の
志
を
肝
要
仕
︑
諸
事
か

た
つ
ま
ら
さ
る
様
に
心
得
可
申
候
」（﹃
江
戸
町
触
集
成
﹄
二
四
七
七
号
）
と

い
う
法
令
で
あ
る
︒
塚
本
学
氏
は
︑
生
類
憐
み
の
令
の
政
策
意
図
に
つ
い

て
︑
同
時
期
に
行
わ
れ
た
鉄
砲
改
め
の
歴
史
的
・
社
会
的
意
味
に
注
目
し
て
︑

人
間
を
含
む
一
切
の
生
類
を
幕
府
の
庇
護
・
管
理
下
に
置
こ
う
と
す
る
と
と

も
に
︑「
諸
国
鉄
砲
改
め
令
は
︑
し
た
が
っ
て
ま
た
こ
れ
を
一
環
と
す
る
生

類
憐
み
政
策
は
︑
徳
川
政
権
に
よ
る
人
民
武
装
解
除
策
と
い
う
意
味
を
も
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る

（
₆₉
）︒

ま
た
︑
山
室
恭
子
氏
は
「
戦
国
以
来
の
殺
伐
た

る
﹃
夷
狄
の
風
俗
の
如
き
﹄
現
状
を
変
革
す
る
た
め
に
︑
人
々
の
﹃
仁
心
﹄

を
涵
養
す
る
こ
と
に
こ
そ
あ
っ
た
」
と
し
︑「
生
類
憐
み
の
令
」
を
大
き
な

政
府
へ
導
く
た
め
の
牽
引
車
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る

（
₇₀
）︒

　

そ
し
て
幕
府
は
︑
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）四
月
の「
生
類
憐
み
の
令
」で
︑

す
べ
て
の
生
類
に
対
し
て
「
慈
悲
の
心
」
を
も
っ
て
憐
み
を
か
け
る
よ
う
説

い
て
い
る

（
₇₁
）︒

そ
の
後
︑「
生
類
憐
み
の
令
」
は
宝
永
五
年
ま
で
繰
り
返
し

布
令
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
︒
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覚

　

一
︑
捨
子
こ
れ
有
り
候
ハ
ヾ
︑
早
速
届
け
に
及
は
す
︑
其
所
の
者
い
た
ハ

り
置
き
︑
直
ニ
養
ひ
候
か
︑
又
ハ
望
の
者
こ
れ
有
り
候
ハ
ヾ
︑
遣
は

わ
す
へ
く
候
︑
急
度
付
け
届
け
に
及
は
す
候
事
︑

　

一
︑
鳥
類
畜
類
︑
人
の
疵
付
け
候
様
な
る
ハ
︑
唯
今
迄
之
通
相
届
け
る
へ

く
候
︑
其
外
友
く
ひ
又
ハ
お
の
れ
と
痛
み
煩
ひ
候
計
に
て
ハ
届
け
に

及
は
す
候
︑
随
分
養
育
致
し
︑
主
こ
れ
有
り
候
ハ
ヾ
︑
返
し
申
す
へ

き
事
︑

　

一
︑
主
無
き
犬
︑
頃
日
ハ
食
物
給
さ
せ
申
さ
す
候
様
に
相
聞
こ
え
候
︑
畢

竟
食
物
給
さ
せ
候
へ
ハ
︑
其
人
の
犬
の
様
に
罷
り
成
り
︑
以
後
迄
六

ケ
敷
き
事
と
存
じ
︑
い
た
ハ
り
申
さ
す
と
相
聞
え
︑
不
届
き
に
候
︑

向
後
左
様
こ
れ
無
き
様
相
心
得
べ
き
事
︑

　

一
︑
飼
置
き
候
犬
死
に
候
え
バ
︑
支
配
方
え
届
け
候
様
に
相
聞
え
候
︑
別

條
無
き
に
於
い
て
は
︑
向
後
左
様
の
届
け
無
用
の
事
︑

　

一
︑
犬
計
に
限
ら
す
︑
惣
て
生
類
人
々
慈
悲
の
心
を
本
と
い
た
し
︑
あ
ハ

れ
ミ
候
儀
肝
要
の
事
︑

　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　

貞
享
四
年
卯
四
月

　
　

　

こ
の
法
令
は
︑
高
松
藩
政
に
も
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
︑
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
十
一
月
三
日
の
触
れ
で
次
の
よ
う
な
殺
生
遠
慮
に
関
す
る
内

容
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
₇₂
）︒

　

一
︑
御
家
中
若
キ
衆
中
︑
吹
筒
指
竿
ヲ
持
参
致
︑
郷
中
江
罷
出
︑
殺
生
被

致
候
衆
中
数
多
在
之
様
ニ
相
聞
江
︑
今
程
ハ
江
戸
ニ
而
も
殺
生
之
御

政
道
も
御
座
有
ル
義
ニ
候
間
︑
被
致
遠
慮
可
然
之
由
︑
御
触
在
之
候

事
︒

　

こ
の
よ
う
に
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
に
よ
る
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
武

家
諸
法
度
の
改
定
と
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
服
忌
令
の
制
定
︑
貞
享
四

年
の
生
類
憐
み
の
令
︑
同
年
の
切
支
丹
類
族
改
令
と
続
く
一
連
の
諸
改
革

は
︑
天
和
貞
享
の
改
革
の
中
核
を
な
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
武

家
諸
法
度
の
改
定
で
︑
従
来
の
武
威
に
よ
る
支
配
か
ら
︑
忠
孝
を
奨
励
し
儀

礼
や
身
分
・
格
式
を
重
視
し
て
将
軍
の
権
威
を
高
め
︑
泰
平
の
世
に
お
け
る

新
し
い
武
家
社
会
の
序
列
化
と
秩
序
づ
く
り
を
構
築
す
る
と
と
も
に
︑
服
忌

令
の
制
定
に
よ
っ
て
親
族
の
範
囲
を
法
的
に
明
確
化
し
て
︑
社
会
各
層
に
お

け
る
「
家
」
の
確
立
と
家
族
・
親
族
秩
序
の
規
律
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
︒

そ
し
て
生
類
憐
み
の
令
で
は
殺
生
な
ど
の
遺
風
を
廃
し
て
「
仁
政
」
を
推

進
し
︑
切
支
丹
類
族
改
令
で
は
服
忌
の
及
ぶ
切
支
丹
及
び
切
支
丹
類
族
を
幕

藩
体
制
に
敵
対
す
る
も
の
と
し
て
監
視
の
対
象
と
す
る
な
ど
︑
将
軍
家
を
中

心
と
し
た
身
分
秩
序
と
幕
藩
制
的
社
会
秩
序
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
︒
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二
　
服
忌
令
の
整
備
と
切
支
丹
類
族
改
め
体
制
の
確
立

（
一
）　
人
的
移
動
の
把
握
と
寺
請
制
度

　

江
戸
初
期
に
は
︑
ま
だ
人
の
移
動
が
藩
の
領
域
を
越
え
て
多
く
な
さ
れ
て

い
た
が
︑
前
期
に
な
る
と
次
第
に
藩
体
制
が
確
立
し
︑
藩
当
局
に
お
い
て
人

の
移
動
を
把
握
す
る
と
と
も
に
︑
そ
れ
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
て

く
る
︒
例
え
ば
︑
慶
安
三
年
（
一
六
五
○
）
正
月
十
七
日
に
は
次
の
よ
う
な

書
付
が
出
さ
れ
て
い
る

（
₇₃
）︒

　

一
︑
弟
子
ヲ
取
候
共
前
廉
之
宗
門
之
義
︑
吟
味
油
断
在
間
敷
事
︑

　

一
︑
他
領
之
者
ハ
不
及
申
︑
御
領
分
之
者
ニ
而
も
慥
成
者
ニ
而
無
之
候
者
︑

一
切
弟
子
ニ
取
間
敷
事
︑

　

一
︑
侍
中
ハ
不
及
申
︑
奉
公
人
町
人
等
至
迄
慮
外
仕
間
敷
事
︑

　

一
︑
代
待
ニ
あ
り
き
候
と
も
︑
侍
中
ハ
不
及
申
︑
町
人
迄
︑
台
所
江
よ
り

内
江
む
さ
と
入
申
間
敷
候
事
︑

　

一
︑
重
而
弟
子
取
候
ハ
ヽ
愛
行
院
迄
申
断
︑
此
方
江
も
愛
行
院
方
断
可
在

之
事
︑

　

一
︑
只
今
所
ニ
罷
在
候
而
も
︑
う
さ
ん
か
ま
し
き
山
伏
ハ
其
品
ニ
よ
り
︑

早
々
所
ヲ
払
可
申
事
︑

　

一
︑
他
領
よ
り
参
候
山
伏
ハ
不
及
申
︑
御
領
分
之
山
伏
ニ
而
も
︑
う
さ
ん

成
山
伏
ニ
一
切
宿
か
し
申
間
敷
事
︑

　
　
　
　
（
下　

略
）

　

ま
た
︑
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
二
月
五
日
と
六
日
に
は
次
の
よ
う
な
奉

公
人
に
関
す
る
「
町
触
」
が
出
さ
れ
て
い
る

（
₇₄
）︒

　
　
　
　
　

御
町
江
申
触
候
覚

　

一
︑
御
入
国
以
後
︑
他
国
江
参
リ
奉
公
仕
居
申
候
者
之
義
存
候
ハ
ヽ
︑
其

主
之
名
幷
名
字
書
付
指
上
可
申
候
︑
若
隠
シ
候
而
不
申
上
先
々
よ
り

知
申
候
ハ
ヽ
︑
其
者
之
親
類
曲
事
ニ
可
被
仰
付
候
︑
若
諸
親
類
無
之

候
ハ
ヽ
︑
其
町
之
年
寄
幷
組
頭
曲
事
ニ
可
被
仰
付
候
事
︑

　

右
之
通
︑
家
持
ハ
不
及
申
︑
脇
々
借
家
裏
屋
迄
堅
可
申
渡
者
也
︒

　
　
　
　
　
（
同
六
日
）

　
　
　
　
　

御
町
江
申
触
候
覚

　

一
︑
他
領
よ
り
男
女
ニ
か
き
ら
す
︑
奉
公
人
ヲ
抱
ニ
参
候
者
之
宿
ヲ
仕
︑

隠
置
横
合
よ
り
相
聞
候
ハ
ヽ
︑
其
身
ハ
不
及
申
ニ
徒
類
共
ニ
急
度
曲

事
ニ
可
申
付
候
︑
請
人
ニ
罷
立
他
領
江
遣
シ
候
ハ
ヽ
︑
同
罪
ニ
可
申

付
候
︑
常
々
申
渡
義
ニ
候
得
共
︑
頃
日
他
領
よ
り
奉
公
人
相
抱
ニ
参

候
由
承
リ
候
ニ
付
︑
如
斯
ニ
候
︒

　

さ
ら
に
同
年
二
月
に
は
︑
家
中
に
対
し
て
も
浪
人
に
関
す
る
申
し
渡
し
を

行
っ
て

（
₇₅
）︑

親
族
以
外
の
浪
人
を
抱
え
置
く
こ
と
を
停
止
す
る
な
ど
︑
高

松
藩
へ
の
人
の
出
入
り
と
身
分
秩
序
の
確
保
に
意
を
注
ご
う
と
し
て
い
る
藩

の
政
策
意
思
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑
こ
の
時
点
に
お
い
て
︑

高
松
藩
で
は
既
に
親
族
の
範
囲
に
つ
い
て
の
あ
る
一
定
の
共
通
認
識
が
家
中

間
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
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覚

　

一
︑
親　
　

一
︑
兄
弟　
　

一
︑
伯
父　
　

一
︑
甥　
　

一
︑
従
弟

　

一
︑
女
房
之
類　
　

一
︑
兄
弟　
　

一
︑
叔
父　
　

一
︑
甥

　

右
之
外
︑
家
中
ニ
諸
浪
人
抱
置
候
事
︑
今
停
止
之
︑
若
自
他
所
不
存
浪
人

参
候
ハ
ヽ
︑
一
両
日
ハ
留
置
︑
法
度
之
旨
申
聞
セ
︑
早
々
可
相
帰
︑
子
細

在
之
浪
人
ハ
横
目
迄
相
断
指
置
可
申
︑
於
相
背
ハ
可
為
曲
事
也
︑

　
　
　
　

承
応
二
年
巳
二
月
日

　

こ
れ
ら
の
藩
領
域
を
越
え
た
人
的
移
動
の
動
態
的
把
握
や
身
分
秩
序
の
確

立
政
策
へ
の
動
き
に
つ
い
て
︑
そ
の
強
化
政
策
の
背
後
に
は
当
時
の
キ
リ
シ

タ
ン
禁
制
を
め
ぐ
る
幕
藩
権
力
の
考
え
方
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
︒
幕
府
は
︑
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
二
月
二
日
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
之

高
札
を
立
て
︑
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
五
月
二
三
日
に
は
武
家
諸　

法
度

に
切
支
丹
禁
止
条
項
を
追
加
す
る
な
ど
︑
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
強
化
し
て
い

る
︒
大
橋
幸
泰
氏
は
︑「
十
七
世
紀
中
期
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
は
幕
藩
権

力
に
と
っ
て
現
実
的
脅
威
で
な
く
な
っ
た
存
在
だ
っ
た
の
で
は
決
し
て
な

く
︑
島
原
天
草
一
揆
後
︑
幕
藩
権
力
に
は
恒
常
的
な
キ
リ
シ
タ
ン
民
衆
に
対

す
る
脅
威
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
︑
こ
れ
を
前
提
に
「
当

該
期
の
幕
藩
権
力
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
政
策
の
方
向
性
は
﹃
人
的
移
動
﹄
へ

の
警
戒
に
あ
っ
た
」
と
主
張
し
て
い
る

（
₇₆
）︒

　

こ
の
人
的
移
動
へ
の
警
戒
政
策
と
領
民
の
世
帯
把
握
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
の
が
寺
請
制
度
と
宗
旨
人
別
帳
で
あ
る
︒
高
松
藩
で
は
ま
ず
寛
文
四

年
五
月
十
日
に
寺
社
奉
行
を
置
き
︑
同
時
に
領
内
の
寺
社
に
対
し
て
次
の
よ

う
な
覚
を
出
し
て
寺
社
統
制
を
強
め
る
と
と
も
に

（
₇₇
）︑

寺
社
勢
力
を
藩
権

力
の
末
端
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
︒

　
　
　
　
　

寺
社
方
江
覚

　

一
︑
諸
宗
之
義
︑
其
宗
旨
之
法
式
専
可
相
勤
事
︑

　

一
︑
宗
論
之
義
︑
堅
可
為
無
用
︑
尤
法
談
之
上
ニ
而
他
宗
之
排
判
仕
間
敷

事
︑

　

一
︑
諸
事
之
出
入
︑
自
今
以
後
当
地
ニ
而
可
申
付
候
︑
訴
訟
之
義
於
在
之

ハ
遂
吟
味
︑
寺
社
奉
行
江
可
得
貴
意
事
︑

　

一
︑
後
住
之
義
︑
其
所
之
本
又
ハ
師
匠
と
し
て
遂
吟
味
︑
寺
社
奉
行
江
相

断
可
令
入
院
︑
若
不
詮
義
ニ
仕
不
届
成
義
候
ハ
ヽ
︑
本
寺
師
匠
之
可

為
越
度
事
︑
附
リ
︑
年
若
ク
し
て
猥
ニ
隠
居
仕
間
敷
候
︑
寺
社
奉
行

江
申
達
シ
可
請
指
図
事
︑

　

一
︑
新
地
之
義
ハ
不
及
申
ニ
︑
雖
為
古
跡
︑
近
年
退
転
之
地
︑
無
断
し
建

立
不
可
仕
事
︑

　

一
︑
諸
侍
之
子
供
出
家
之
望
在
之
共
︑
奉
行
江
無
断
し
て
弟
子
ニ
致
申
間

敷
候
︑
幷
町
人
百
姓
等
之
子
供
︑
右
同
前
之
事
︑

　

一
︑
諸
宗
礼
義
之
時
分
ハ
︑
官
位
次
第
た
る
へ
し
︑
末
寺
ハ
所
々
本
寺
可

請
指
図
事
︑
附
リ
︑
不
作
法
成
者
於
在
之
ハ
︑
本
寺
師
匠
致
吟
味
︑

急
度
可
申
付
︑
脇
よ
り
於
相
聞
ハ
︑
可
為
越
度
事
︒

　

右
之
通
︑
寛
文
四
辰
年
被
仰
出
候
︑
弥
此
旨
堅
可
被
相
守
者
也
︒

　
　
　
　
　

寛
文
八
申
年
四
月
十
七
日

…

間
宮
九
郎
左
衛
門　
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幕
府
は
寺
請
制
度
を
前
提
に
し
て
︑
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
十
月
晦

日
に
︑
諸
代
官
に
対
し
て
百
姓
一
軒
ず
つ
の
宗
旨
人
別
帳
の
作
成
を
命
じ
︑

従
来
体
裁
の
区
々
で
あ
っ
た
宗
門
改
帳
を
人
別
に
宗
旨
を
記
載
す
る
「
宗
旨

人
別
帳
」
に
統
一
さ
せ
た
が
︑
そ
の
際
︑
各
人
の
年
齢
・
性
別
の
ほ
か
生
誕
・

婚
姻
・
奉
公
・
移
住
等
の
異
動
に
つ
い
て
記
載
し
た
こ
と
で
︑
宗
旨
人
別
帳

は
同
時
に
戸
籍
原
簿
の
役
割
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た

（
₇₈
）︒

こ
う
し
て
寺
檀

制
度
や
檀
那
寺
と
檀
家
と
の
関
係
は
一
層
強
固
な
も
の
と
な
り
︑
檀
那
寺
側

は
︑
宗
旨
人
別
帳
作
成
の
際
に
寺
請
証
文
を
出
す
務
め
を
も
っ
た
ほ
か
に
︑

檀
家
の
転
出
や
移
動
の
際
に
寺
送
り
証
文
を
発
行
す
る
な
ど
︑
幕
藩
権
力
の

一
端
を
担
っ
て
個
々
人
を
人
別
掌
握
す
る
役
儀
を
負
い
民
衆
統
制
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
︒
こ
の
役
儀
を
果
た
す
代
わ
り
に
檀
家
か
ら
壇
家
役

を
取
り
立
て
る
特
権
が
保
証
さ
れ
る
と
と
も
に
︑
檀
家
の
葬
儀
を
執
行
す
る

権
限
が
幕
藩
権
力
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
檀
家

側
が
も
し
親
の
忌
日
や
明
日
︑
盆
・
彼
岸
な
ど
の
檀
那
寺
の
諸
行
事
に
参
詣

し
な
か
っ
た
場
合
に
は
︑
檀
那
寺
か
ら
葬
送
儀
礼
に
お
け
る
引
導
を
拒
否
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
︑
檀
家
側
す
な
わ
ち
領
民
と
し
て
は
︑
日
常
生
活
は

も
ち
ろ
ん
精
神
生
活
に
お
い
て
も
檀
那
寺
側
の
意
向
に
添
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た

（
₇₉
）︒

幕
藩
権
力
は
︑
こ
の
よ
う
な
寺
請
・
寺
檀
制
度
を
軸
に
領

内
隅
々
に
至
る
ま
で
の
宗
教
的
支
配
と
︑
幕
藩
制
的
支
配
秩
序
の
形
成
や
身

分
制
の
維
持
強
化
を
図
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

（
二
）　
服
忌
令
と
切
支
丹
類
族
改
令

　

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
五
月
に
︑
幕
府
は
諸
国
に
対
し
て
忠
孝
札
と
キ

リ
シ
タ
ン
禁
制
札
を
立
て
さ
せ
て
︑
忠
孝
と
礼
儀
に
よ
る
文
治
政
治
を
進
め

る
と
と
も
に
︑
幕
藩
体
制
に
敵
対
す
る
も
の
と
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
摘
発
を

命
じ
て
い
る
︒
こ
れ
に
続
い
て
︑
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
は
最
初
の
幕

府
服
忌
令
が
制
定
さ
れ
︑
一
定
の
範
囲
内
の
親
族
が
相
互
に
喪
に
服
す
べ
き

こ
と
を
定
め
︑
そ
の
服
喪
の
日
数
等
に
差
を
設
け
る
こ
と
で
親
族
間
の
秩
序

を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
︒

　

同
じ
年
の
十
二
月
廿
七
日
に
は
︑
幕
府
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
札
の
「
吉

利
支
丹
」
の
文
字
を
「
切
死
丹
」
ま
た
は
「
切
支
丹
」
と
書
き
直
す
よ
う
御

触
（
塩
飽
人
名
共
有
文
書
）
が
出
さ
れ
て
い
る
︒
高
松
藩
で
は
貞
享
二
年

十
一
月
十
七
日
に
次
の
よ
う
な
通
達
が
出
さ
れ
︑
今
後
の
宗
門
改
の
際
に
は

切
支
丹
と
い
う
文
字
を
書
く
よ
う
指
示
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
同
年
十
二
月
三

日
に
は
︑
切
支
丹
類
門
の
者
が
病
死
し
た
場
合
に
は
火
葬
で
は
な
く
土
葬
に

す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る

（
₈₀
）︒

　
　
　
　
（
貞
享
二
年
十
一
月
十
七
日
）

　

一
︑
吉
利
支
丹
と
申
文
字
︑
自
今
以
後
ハ
切
死
丹
ト
此
文
字
ヲ
書
べ
し
候

様
ニ
と
︑
被
仰
出
候
由
︑
宗
門
改
之
節
︑

　

右
文
字
ニ
相
認
候
様
ニ
と
︑
吉
利
支
丹
奉
行
江
被
仰
渡
在
之
候
事
︒

　
　
　
　
（
貞
享
元
年
十
二
月
三
日
）

　

一
︑
吉
利
支
丹
類
門
之
者
共
︑
病
死
致
候
ハ
ヽ
︑
此
以
後
ハ
火
葬
ニ
不
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在
︑
土
葬
ニ
仕
指
置
可
申
候
事
︒

　

一
︑
右
類
門
之
者
︑
此
以
後
無
油
断
相
改
︑
病
死
之
節
ハ
︑
早
速
可
申
出

候
事
︒

　

右
之
通
︑
被
仰
渡
在
之
候
事
︒

　

こ
の
よ
う
に
服
忌
令
と
切
支
丹
禁
制
と
は
深
い
関
係
が
あ
り

（
₈₁
）︑

服
忌

令
に
お
い
て
家
中
・
町
中
・
郷
中
な
ど
領
民
を
親
類
縁
者
と
い
う
服
忌
掛
り

の
親
族
集
団
グ
ル
ー
プ
単
位
で
把
握
し
て
統
制
し
よ
う
と
し
︑
切
支
丹
禁
制

に
お
い
て
も
切
支
丹
本
人
だ
け
で
な
く
親
族
集
団
グ
ル
ー
プ
を
監
視
の
対
象

と
し
よ
う
と
し
て
い
る
︒
幕
府
は
︑
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
六
月
廿
三
日

に
切
支
丹
類
族
改
を
制
度
化
し
︑
切
支
丹
及
び
類
族
・
忌
掛
り
の
親
類
の
書

付
提
出
・
檀
那
寺
の
調
査
・
遺
体
の
処
置
法
等
を
定
め
た
古
切
支
丹
・
転
切

支
丹
類
族
改
に
関
す
る
詳
細
な
八
ケ
条
の
覚
書
を
令
達
す
る
と
と
も
に
︑
諸

藩
に
対
し
て
領
内
の
類
族
帳
（
存
命
帳
・
死
失
帳
）
を
作
成
し
て
︑
毎
年
二

回
（
七
月
と
十
二
月
）
の
報
告
義
務
を
課
し
て
い
る
︒
讃
岐
高
松
藩
で
最
も

早
い
切
支
丹
類
族
帳
は
︑
管
見
の
と
こ
ろ
︑
元
禄
六
年
（
一
六
九
二
）
六
月

五
日
の
「
切
支
丹
類
族
町
方
預
り
御
改
書
上
」（
鎌
田
共
済
会
郷
土
博
物
館

所
蔵
）
で
あ
る
︒

　
　
　
　
　

覚

　

一
︑
前
々
切
支
丹
宗
門
之
由
に
て
本
人
有
之
ニ
お
ゐ
て
ハ
︑
何
年
以
前
何

方
ニ
而
僉
議
有
之
而
︑
何
年
以
前
こ
ろ
ひ
候
邪
宗
門
之
者
に
て
候
得

共
︑
切
支
丹
を
依
訴
人
仕
候
︑
其
科
を
被
成
御
免
︑
在
所
江
帰
罷
在

候
哉
︑
其
わ
け
委
細
書
付
可
被
申
事
︑

　

一
︑
右
こ
ろ
ひ
候
前
々
切
支
丹
之
者
有
之
︑
只
今
迄
も
預
被
差
置
候
哉
︑

又
ハ
何
に
て
も
面
々
職
仕
罷
仕
候
哉
︑
其
わ
け
壱
人
宛
別
ニ
委
細
書

付
可
被
申
事
︑

　

一
︑
最
前
切
支
丹
に
て
こ
ろ
ひ
不
申
以
前
之
子
ハ
︑
男
女
と
も
に
本
人
同

前
之
儀
候
間
︑
本
人
之
内
江
書
入
可
被
申
候
︑
但
︑
こ
ろ
ひ
候
以
後

之
子
供
ハ
︑
男
女
と
も
に
類
族
之
内
江
書
付
可
被
申
事
︑

　

一
︑
前
々
切
支
丹
こ
ろ
ひ
候
以
後
︑
檀
那
寺
可
有
之
候
︑
何
宗
旨
に
成

候
而
常
々
寺
へ
参
詣
仕
候
哉
︑
其
寺
江
付
届
常
体
ニ
仕
候
哉
︑
珠
珠

等
と
も
持
︑
父
母
之
忌
日
に
寺
江
も
参
︑
又
ハ
持
仏
な
と
を
も
か
ま

え
︑
香
花
を
も
備
候
哉
︑
其
趣
檀
那
寺
悎
遂
僉
議
︑
又
ハ
下
人
等
召

仕
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
︑
其
下
々
迄
念
を
入
︑
可
被
致
穿
鑿
事
︑

　

一
︑
切
支
丹
之
儀
ハ
不
及
申
︑
宗
旨
疑
敷
者
於
有
之
ハ
︑
御
科
ハ
御
代

官
︑
私
領
ハ
其
地
頭
江
可
訴
之
︑
勿
論
切
支
丹
奉
行
江
早
々
申
遣

之
︑
品
ニ
寄
急
度
御
ほ
う
ひ
可
被
下
之
︑
尤
同
類
た
り
と
い
ふ
と

も
︑
其
科
を
ゆ
る
し
︑
あ
た
を
な
さ
ゝ
る
や
う
に
可
被
仰
付
之
︑
若

隠
置
︑
後
日
に
於
顕
ハ
︑
可
為
曲
事
事
︑

　

一
︑
類
族
之
者
忌
掛
り
候
親
類
幷
聟
舅
吟
味
有
之
而
︑
書
付
可
被
申
候
︑

此
外
ハ
不
及
書
付
候
︑
尤
諸
親
類
等
迄
他
国
江
差
放
遣
之
儀
︑
堅
可

為
無
用
候
︑
但
︑
参
候
ハ
て
不
叶
わ
け
於
有
之
ハ
︑
切
支
丹
子
孫
の

わ
け
参
候
所
江
可
申
届
候
︑
御
料
ハ
御
代
官
︑
私
領
ハ
其
地
頭
江
も

可
相
違
候
︑
何
年
過
候
と
も
︑
其
わ
け
切
支
丹
奉
行
江
も
申
達
︑
帳

面
を
も
書
直
シ
候
様
ニ
可
仕
事
︑
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在
︑
土
葬
ニ
仕
指
置
可
申
候
事
︒

　

一
︑
右
類
門
之
者
︑
此
以
後
無
油
断
相
改
︑
病
死
之
節
ハ
︑
早
速
可
申
出

候
事
︒

　

右
之
通
︑
被
仰
渡
在
之
候
事
︒

　

こ
の
よ
う
に
服
忌
令
と
切
支
丹
禁
制
と
は
深
い
関
係
が
あ
り

（
₈₁
）︑

服
忌

令
に
お
い
て
家
中
・
町
中
・
郷
中
な
ど
領
民
を
親
類
縁
者
と
い
う
服
忌
掛
り

の
親
族
集
団
グ
ル
ー
プ
単
位
で
把
握
し
て
統
制
し
よ
う
と
し
︑
切
支
丹
禁
制

に
お
い
て
も
切
支
丹
本
人
だ
け
で
な
く
親
族
集
団
グ
ル
ー
プ
を
監
視
の
対
象

と
し
よ
う
と
し
て
い
る
︒
幕
府
は
︑
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
六
月
廿
三
日

に
切
支
丹
類
族
改
を
制
度
化
し
︑
切
支
丹
及
び
類
族
・
忌
掛
り
の
親
類
の
書

付
提
出
・
檀
那
寺
の
調
査
・
遺
体
の
処
置
法
等
を
定
め
た
古
切
支
丹
・
転
切

支
丹
類
族
改
に
関
す
る
詳
細
な
八
ケ
条
の
覚
書
を
令
達
す
る
と
と
も
に
︑
諸

藩
に
対
し
て
領
内
の
類
族
帳
（
存
命
帳
・
死
失
帳
）
を
作
成
し
て
︑
毎
年
二

回
（
七
月
と
十
二
月
）
の
報
告
義
務
を
課
し
て
い
る
︒
讃
岐
高
松
藩
で
最
も

早
い
切
支
丹
類
族
帳
は
︑
管
見
の
と
こ
ろ
︑
元
禄
六
年
（
一
六
九
二
）
六
月

五
日
の
「
切
支
丹
類
族
町
方
預
り
御
改
書
上
」（
鎌
田
共
済
会
郷
土
博
物
館

所
蔵
）
で
あ
る
︒

　
　
　
　
　

覚

　

一
︑
前
々
切
支
丹
宗
門
之
由
に
て
本
人
有
之
ニ
お
ゐ
て
ハ
︑
何
年
以
前
何

方
ニ
而
僉
議
有
之
而
︑
何
年
以
前
こ
ろ
ひ
候
邪
宗
門
之
者
に
て
候
得

共
︑
切
支
丹
を
依
訴
人
仕
候
︑
其
科
を
被
成
御
免
︑
在
所
江
帰
罷
在

候
哉
︑
其
わ
け
委
細
書
付
可
被
申
事
︑

　

一
︑
右
こ
ろ
ひ
候
前
々
切
支
丹
之
者
有
之
︑
只
今
迄
も
預
被
差
置
候
哉
︑

又
ハ
何
に
て
も
面
々
職
仕
罷
仕
候
哉
︑
其
わ
け
壱
人
宛
別
ニ
委
細
書

付
可
被
申
事
︑

　

一
︑
最
前
切
支
丹
に
て
こ
ろ
ひ
不
申
以
前
之
子
ハ
︑
男
女
と
も
に
本
人
同

前
之
儀
候
間
︑
本
人
之
内
江
書
入
可
被
申
候
︑
但
︑
こ
ろ
ひ
候
以
後

之
子
供
ハ
︑
男
女
と
も
に
類
族
之
内
江
書
付
可
被
申
事
︑

　

一
︑
前
々
切
支
丹
こ
ろ
ひ
候
以
後
︑
檀
那
寺
可
有
之
候
︑
何
宗
旨
に
成

候
而
常
々
寺
へ
参
詣
仕
候
哉
︑
其
寺
江
付
届
常
体
ニ
仕
候
哉
︑
珠
珠

等
と
も
持
︑
父
母
之
忌
日
に
寺
江
も
参
︑
又
ハ
持
仏
な
と
を
も
か
ま

え
︑
香
花
を
も
備
候
哉
︑
其
趣
檀
那
寺
悎
遂
僉
議
︑
又
ハ
下
人
等
召

仕
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
︑
其
下
々
迄
念
を
入
︑
可
被
致
穿
鑿
事
︑

　

一
︑
切
支
丹
之
儀
ハ
不
及
申
︑
宗
旨
疑
敷
者
於
有
之
ハ
︑
御
科
ハ
御
代

官
︑
私
領
ハ
其
地
頭
江
可
訴
之
︑
勿
論
切
支
丹
奉
行
江
早
々
申
遣

之
︑
品
ニ
寄
急
度
御
ほ
う
ひ
可
被
下
之
︑
尤
同
類
た
り
と
い
ふ
と

も
︑
其
科
を
ゆ
る
し
︑
あ
た
を
な
さ
ゝ
る
や
う
に
可
被
仰
付
之
︑
若

隠
置
︑
後
日
に
於
顕
ハ
︑
可
為
曲
事
事
︑

　

一
︑
類
族
之
者
忌
掛
り
候
親
類
幷
聟
舅
吟
味
有
之
而
︑
書
付
可
被
申
候
︑

此
外
ハ
不
及
書
付
候
︑
尤
諸
親
類
等
迄
他
国
江
差
放
遣
之
儀
︑
堅
可

為
無
用
候
︑
但
︑
参
候
ハ
て
不
叶
わ
け
於
有
之
ハ
︑
切
支
丹
子
孫
の

わ
け
参
候
所
江
可
申
届
候
︑
御
料
ハ
御
代
官
︑
私
領
ハ
其
地
頭
江
も

可
相
違
候
︑
何
年
過
候
と
も
︑
其
わ
け
切
支
丹
奉
行
江
も
申
達
︑
帳

面
を
も
書
直
シ
候
様
ニ
可
仕
事
︑
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一
︑
前
々
切
支
丹
宗
門
之
者
果
候
ハ
ヽ
︑
死
骸
ハ
塩
詰
ニ
仕
差
置
︑
切
支

丹
奉
行
差
図
次
第
ニ
可
仕
事
︑

　

一
︑
類
族
之
者
果
候
ハ
ヽ
︑
死
骸
等
遂
吟
味
︑
別
条
於
無
之
ハ
︑
檀
那
寺

に
て
取
置
︑
其
趣
を
帳
面
に
し
る
し
︑
毎
年
七
月
十
二
月
両
度
に
切

支
丹
奉
行
江
差
出
︑
帳
面
除
か
せ
可
被
申
事
︑

　

右
之
趣
︑
早
速
相
改
︑
帳
面
に
記
之
︑
キ
リ
シ
タ
ン
奉
行
江
可
被
差
出

候
︑
帳
之
奥
書
等
之
儀
ハ
奉
行
中
よ
り
可
相
違
候
︑
前
々
よ
り
切
支
丹

宗
門
も
の
無
之
方
江
も
︑
為
心
得
不
残
相
触
候
之
間
︑
可
被
得
其
意
候
以

上
︒

　
　
　
　
　

六
月

（
₈₂
）

　

貞
享
四
年
十
月
に
は
︑
切
支
丹
宗
門
の
禁
圧
を
含
む
諸
寺
院
条
目
が
出
さ

れ
︑
寺
院
の
役
割
は
邪
宗
門
摘
発
に
あ
る
と
し
て
い
る
︒

　
　
　
　
　

諸
寺
院
条
目

　

一
︑
寛
文
二
年
酉
四
月
︑
従
公
儀
被
仰
出
候
︑
切
支
丹
馬
転
道
︑
入
満
︑

耶
蘇
宗
門
之
儀
︑
堅
御
停
止
ニ
候
︑
各
寺
旦
那
之
者
︑
門
前
召
抱
共

ニ
急
度
可
遂
吟
味
︑
若
不
穿
鑿
ニ
而
︑
脇
よ
り
訴
人
於
有
之
ハ
︑
急

度
可
為
曲
事
︑

　
　
　
　
（
中　

略
）

　

一
︑
旦
那
之
儀
ハ
︑
滅
在
一
通
り
ニ
ハ
無
之
候
段
︑
公
儀
御
法
度
之
弥
邪

宗
門
御
改
之
依
為
役
寺
︑
其
旦
那
血
脈
相
続
之
儀
︑
急
度
相
改
可

申
候
︑
別
而
近
年
於
遠
国
切
支
丹
類
族
︑
公
儀
江
敵
対
有
之
︑
当
六

月
︑
諸
国
之
国
主
地
頭
官
領
幷
新
条
目
御
触
出
可
奉
承
知
︑
厳
鋪
旦

那
之
者
太
申
渡
︑
此
上
ニ
も
怪
敷
隠
密
之
聞
有
之
族
者
︑
急
度
相

改
︑
宗
旨
御
役
所
江
相
断
可
申
事
︑

　
　
　
　
（
中　

略
）

　

一
︑
寛
文
年
中
御
条
目
ニ
も
被
仰
出
候
通
︑
旦
那
之
者
病
死
之
砌
︑
怪
敷

躰
者
勿
論
︑
悪
名
之
聞
等
有
之
ハ
︑
其
家
内
親
類
共
︑
急
度
致
吟

味
︑
子
細
有
之
ハ
︑
役
所
江
申
出
︑
詮
議
申
請
候
而
︑
御
役
所
之
指

図
次
第
可
有
葬
送
︑
若
隠
置
︑
後
日
露
顕
於
有
之
ハ
︑
旦
那
寺
可
為

越
度
事
︑

　

一
︑
雖
為
四
邪
宗
門
之
外
︑
其
宗
旨
之
外
邪
法
株
修
行
仕
者
有
之
ハ
︑
急

度
相
断
︑
法
行
之
次
第
を
以
︑
御
役
所
江
相
訴
可
申
事
︑

　

右
之
条
々
︑
急
度
相
守
可
申
候
︑
若
違
反
之
者
於
有
之
ハ
︑
可
為
曲
事
者

也
︒

　
　
　
　
　

貞
享
四
年
卯
十
月

（
₈₃
）

　

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
六
月
に
は
切
支
丹
本
人
の
生
存
が
な
く
な
っ
た

た
め
︑
切
支
丹
類
族
改
令
が
整
備
さ
れ
て
︑
切
支
丹
の
転
宗
以
前
に
生
ま
れ

た
子
を
本
人
同
前
と
し
て
︑
男
子
は
五
代
目
の
耳
孫
ま
で
︑
女
子
は
一
代
減

じ
て
玄
孫
ま
で
が
類
族
と
規
定
さ
れ
た
︒
こ
の
と
き
か
ら
切
支
丹
類
族
の
移

住
は
︑
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
解
禁
と
な
る
ま
で
原
則
と
し
て
禁
止
と

な
っ
た
︒
高
松
藩
で
は
元
禄
九
年
十
二
月
十
五
日
に
次
の
よ
う
な
法
令
が
発

令
さ
れ
︑
切
支
丹
宗
門
改
を
尚
以
て
入
念
に
行
う
よ
う
命
じ
て
い
る
︒
こ
の

よ
う
に
切
支
丹
本
人
が
い
な
く
な
っ
た
後
で
も
尚
引
き
続
き
宗
門
改
が
行
わ
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れ
た
の
は
︑
宗
門
改
の
主
目
的
が
切
支
丹
の
取
締
り
か
ら
人
口
調
査
へ
と

移
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

一
︑
切
支
丹
宗
門
改
之
義
︑
弥
堅
可
相
守
︑
兼
而
御
定
之
通
︑
御
家
中
幷

町
中
郷
中
ニ
至
迄
︑
夫
々
之
役
人
︑
尚
以
念
入
可
相
改
︑
若
不
審
成

ル
者
於
在
之
ハ
︑
急
度
可
遂
穿
鑿
事

（
₈₄
）︒

三
　
服
忌
令
等
葬
送
儀
礼
に
よ
る
藩
主
権
威
の
確
立
と
家
族
親
族
秩
序
の
形
成

（
一
）
藩
主
の
死
を
め
ぐ
る
諸
儀
礼
に
よ
る
藩
主
権
威
の
確
立

　

江
戸
時
代
の
各
藩
主
は
︑
現
世
に
お
い
て
は
将
軍
か
ら
代
替
わ
り
ご
と
に

発
給
さ
れ
る
領
知
宛
行
状
に
よ
っ
て
領
国
支
配
権
と
い
う
権
力
の
行
使
を
認

め
ら
れ
る
と
と
も
に
︑
将
軍
家
と
の
関
係
や
各
大
名
家
の
家
格
に
応
じ
た
身

分
的
権
威
を
付
与
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
︒
さ
ら
に
︑
死
後
に
お
い
て
も
前

藩
主
と
し
て
︑
葬
儀
や
法
事
等
の
葬
送
儀
礼
等
を
通
じ
て
︑
そ
の
都
度
領
民

た
ち
に
藩
主
家
の
権
威
を
強
く
意
識
さ
せ
る
な
ど
︑
藩
主
支
配
の
正
当
性
と

幕
藩
制
的
社
会
秩
序
の
維
持
強
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
︒
特
に
藩
主
の
死
に
際
し
て
行
わ
れ
る
服
忌
関
連
規
制
に
よ
っ
て
︑
家

中
及
び
領
民
た
ち
は
厳
格
な
身
分
秩
序
や
家
族
親
族
秩
序
の
存
在
を
再
確
認

す
る
機
会
と
な
っ
た
︒
そ
の
意
味
で
服
忌
令
の
発
令
と
実
施
は
︑
社
会
秩
序

の
再
編
や
維
持
強
化
に
と
っ
て
︑
極
め
て
重
要
な
法
令
で
あ
っ
た
と
い
え

る
︒
高
松
藩
に
お
け
る
「
定
式
」
之
服
忌
は
︑
幕
府
服
忌
令
に
準
拠
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
︑
藩
政
に
お
け
る
武
断
政
治
か
ら
文
治
政
治
へ

の
転
換
期
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

高
松
藩
で
は
藩
主
の
葬
儀
や
中
陰
の
法
事
は
菩
提
寺
で
行
わ
れ
︑
そ
の
後

御
墓
所
に
葬
ら
れ
て
百
か
日
・
一
周
忌
・
三
年
忌
中
な
ど
の
年
忌
法
要
を
経

て
︑
藩
主
「
家
」
の
先
祖
と
し
て
祖
霊
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ

の
よ
う
に
藩
主
の
死
か
ら
葬
儀
︑
中
陰
等
の
法
事
︑
一
周
忌
等
の
年
忌
法

要
︑
祖
霊
迎
え
と
し
て
の
七
夕
・
盆
等
の
年
中
行
事
な
ど
︑
長
く
続
く
「
藩

主
の
死
を
め
ぐ
る
諸
儀
礼
」
を
通
じ
て
︑
高
松
藩
で
は
松
平
「
家
」
の
永
続

性
と
松
平
「
家
」
に
よ
る
領
国
支
配
の
正
当
性
を
領
内
各
層
各
地
域
に
知
ら

し
め
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
藩
主
は
死
し
て
な
お
︑
領
内
支
配
を
し
続
け

る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
「
藩
主
の
死
を
め
ぐ

る
諸
儀
礼
」
を
行
う
重
要
な
儀
礼
の
場
と
な
っ
た
の
が
︑
高
松
松
平
家
の
菩

提
寺
と
御
墓
所
で
あ
る
︒
こ
の
二
つ
は
︑
領
国
支
配
の
象
徴
で
あ
る
高
松
城

と
と
も
に
︑
死
後
も
な
お
藩
主
の
存
在
を
領
内
に
示
す
も
の
と
し
て
極
め
て

重
要
な
施
設
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
そ
の
場
所
の
選
定
に
つ
い
て
は
︑
領

内
の
歴
史
的
地
理
的
な
要
地
を
選
ん
で
配
置
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
₈₅
）︒

　

ま
ず
高
松
藩
松
平
家
関
係
の
菩
提
所
に
つ
い
て
︑
五
代
藩
主
松
平
頼
恭
の

時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
穆
公
遺
訓
諸
役
書
記
」
に
よ
れ
ば
︑
次
の
よ
う
な

菩
提
所
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
れ
ら
関
係
寺
院
の
領
内
配
置
状
況
を

み
れ
ば
︑
高
松
城
下
中
央
に
は
︑
高
松
藩
初
代
藩
主
松
平
頼
重
以
下
代
々
の

御
位
牌
所
霊
仏
堂
が
あ
る
浄
願
寺
を
中
心
と
し
た
四
ケ
寺
の
塔
中
︑
城
下
西

に
は
将
軍
家
の
御
位
牌
を
祀
る
本
門
寿
院
︑
城
下
南
に
は
初
代
藩
主
松
平
頼

重
の
生
母
久
昌
院
の
霊
屋
と
二
代
藩
主
松
平
頼
常
の
正
室
本
寿
院
の
御
位
牌

を
祀
る
廣
昌
寺
︑
城
下
南
西
に
は
二
代
藩
主
松
平
頼
常
の
生
母
親
量
院
の
御
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墓
所
で
あ
る
霊
源
寺
︑
城
下
各
所
に
は
由
緒
あ
る
禅
宗
寺
院
と
い
う
よ
う

に
︑
城
下
交
通
の
要
所
に
位
置
す
る
寺
院
を
将
軍
家
及
び
松
平
家
関
係
の
御

位
牌
所
及
び
菩
提
寺
と
し
て
寺
領
を
与
え
て
保
護
し
て
い
る
︒
こ
の
ほ
か
浄

願
寺
に
は
御
正
忌
月
勤
め
の
四
ケ
寺
と
し
て
︑
西
か
ら
那
珂
郡
・
香
川
郡
・

寒
川
郡
・
大
内
郡
と
い
う
領
内
要
地
の
寺
院
が
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
て
い
る
︒

い
ず
れ
も
高
松
城
を
中
心
と
し
て
︑
歴
史
的
に
由
緒
の
あ
る
寺
院
を
選
ん
で

適
地
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
て
領
国
支
配
を
円
滑
に
行
お
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
︒
宗
派
に
つ
い
て
も
浄
土
宗
・
天
台
宗
・
法
花
宗
・
禅

宗
を
程
よ
く
選
ん
で
互
い
に
牽
制
し
合
わ
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
て
寺
院
統
制

を
深
め
る
と
と
も
に
︑
中
・
西
讃
岐
に
勢
力
を
張
る
真
言
宗
に
つ
い
て
は
警

戒
し
て
い
る
ふ
し
が
み
ら
れ
る

（
₈₆
）︒

　
　
　
　
　

御
菩
提
所

　
　

寺
領
三
百
石　
　
　
　
　
　

高
松
浄
土
宗　

淨
願
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塔
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

称
名
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
通
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
昌
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
昌
庵

　

右
寺
内
ニ　

源
英
様
御
霊
屋
其
外
︑
御
代
　々

上
々
様
御
位
牌
所
霊
仏
堂

御
座
候
而
︑　

御
年
忌
々
々
ニ
御
法
事
右
之
寺
へ
被　

仰
付
候
︑
右
四
ケ

寺
之
塔
中
者
浄
願
寺
江
相
詰
申
候

　
　

寺
領
五
拾
石　
　

香
川
郡
笠
居
村
浄
土
宗　
　

国
清
寺　
　

高
松
よ
り

道
法
一
里
余

　
　

同　
　
　
　
　
　

大
内
郡
白
鳥
村
右
同
宗　
　

永
国
寺　
　

高
松
よ
り

道
法
八
里
程

　
　

同　
　
　
　
　
　

寒
川
郡
志
度
村
右
同
宗　
　

東
林
寺　
　

高
松
よ
り

道
法
三
里
程

　
　

同　
　
　
　
　
　

那
珂
郡
岸
上
村
右
同
宗　
　

真
福
寺　
　

高
松
よ
り

道
法
七
里
程

　

右
者
浄
願
寺
江
御
正
忌
月
ニ
罷
出
相
勤
申
候
︑
四
ケ
寺
と
唱
申
候

　
　

寺
領
百
石　
　
　
　
　
　
　

高
松
町
端
天
台
宗　
　
　
　

本
門
寿
院

　

右
者　
　
　

公
儀
御
位
牌
所
ニ
而
御
座
候

　
　

寺
領
百
拾
石　
　
　
　
　
　

高
松
法
花
宗　
　
　
　
　
　

廣
昌
寺

　

右
者　
　

久
昌
院
様
御
霊
屋
幷　
　

本
寿
院
様
御
位
牌
所
ニ
而　

御
年
忌

御
法
事
被　

仰
付
候

　
　

寺
領
百
石　
　
　
　
　
　
　

高
松
町
端
禅
宗　
　
　
　
　

霊
源
寺

　

右
者　

親
量
院
様
御
墓
所
ニ
而
︑　

御
年
忌
御
法
事
被　

仰
付
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
松
禅
宗　
　
　
　
　
　
　

慈
恩
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
泉
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
相
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
性
寺

　

右
者
御
帰
依
と
相
唱
申
候
而
寺
格
宜
御
座
候
︑
何
れ
も
寺
領
被
下
候

　
　

寺
領
御
朱
印
三
百
石　
　
　

仏
生
山
浄
土
宗
無
本
寺　
　

法
然
寺　
　

高
松
よ
り
南
へ
当
り
道
法
二
里
計

　

右
者
山
之
上
ニ
盤
若
台
と
申
場
所
︑　

源
英
様
御
納
所
ニ
而
御
座
候
而
︑
其
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上
々
様
御
墓
所
ニ
而
念
仏
堂
御
座
候
︑
道
心
者
相
詰
居
申

候
︑
右
之
寺
者　

源
英
様
御
取
立
被
遊　

御
朱
印
地
ニ
而
御
座
候
︑
外
御

墓
所
と
違
候
而
紫
衣
地
ニ
而
格
式
御
会
釈
被
遊
来
候
︑
町
並
四
五
丁
も
御

座
候
而
︑
高
松
郷
中
他
国
よ
り
も
参
詣
人
有
之
程
之
御
寺
ニ
而
御
座
候

　
　

寺
領
百
石　
　

御
帰
依
格　

日
内
山
律
宗　
　
　
　
　
　

霊
芝
寺　
　

高
松
よ
り
東
へ
当
り
道
法
四
里
計　

　

右
者
寺
内
端
山
手
ニ　

源
節
様
御
納
所
御
座
候
︑
儒
法
ニ
被　

仰
付
候

故
︑
右
之
寺
江
御
納
被
遊
候
ニ
て
無
御
座
候
ニ
付
︑
御
墓
所
と
申
ニ
て
ハ

無
御
座
候
︑
御
年
忌
ハ
浄
願
寺
ニ
て
被　

仰
付
候
︒

　

大
名
墓
は
︑
一
般
に
大
名
家
の
領
国
支
配
の
正
統
性
と
格
式
序
列
を
象
徴

す
る
記
念
物
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
₈₇
）︒

　

高
松
松
平
家
の
御
墓
所
に
つ
い
て
は
︑
高
松
城
下
の
南
郊
に
し
て
阿
波
へ

の
道
筋
に
あ
た
る
仏
生
山
と
︑
二
代
藩
主
松
平
頼
常
と
九
代
藩
主
松
平
頼
恕

の
霊
を
祀
る
東
讃
岐
の
日
内
山
の
二
か
所
が
適
地
に
選
ば
れ
︑
荘
厳
な
御
墓

所
が
造
営
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
現
藩
主
が
居
城
す
る
高
松
城
を

南
と
東
か
ら
歴
代
藩
主
た
ち
が
見
守
り
︑
そ
れ
を
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と

し
て
支
え
る
と
い
う
讃
岐
高
松
藩
に
お
け
る
領
国
支
配
の
地
理
的
精
神
的
ト

ラ
イ
ア
ン
ン
グ
ル
の
構
図
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
︒
特
に
仏
生
山
に
は

菩
提
寺
法
然
寺
を
建
立
す
る
と
と
も
に
︑
高
松
松
平
家
一
族
の
墓
所
と
し
て

大
規
模
な
般
若
台
を
造
営
し
て
︑
高
松
藩
を
精
伸
面
か
ら
鎮
護
す
る
役
割
を

も
た
せ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
︒
こ
の
高
松
松
平
家
墓
所
の
造
営
原
理
に
つ

い
て
︑
胡
光
氏
は
︑
こ
の
地
が
池
に
囲
ま
れ
︑
高
く
築
か
れ
た
石
垣
な
ど
山

城
の
様
を
示
し
て
お
り
︑
巨
大
な
仏
堂
は
軍
兵
の
駐
屯
を
も
容
易
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
初
代
藩
主
松
平
頼
重
が
︑
高
松
城
天
守
閣
造
営
や
海
側
の
北

の
丸
造
営
と
並
行
し
て
法
然
寺
造
営
を
行
い
︑
高
松
城
南
方
の
防
衛
ラ
イ
ン

と
し
て
阿
波
に
向
か
う
塩
江
街
道
を
抑
え
る
と
と
も
に
︑
領
内
支
配
の
礎
を

築
く
も
の
と
し
て
︑
そ
の
軍
事
的
役
割
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る

（
₈₈
）︒

（
二
）　「
家
」
の
成
立
と
家
族
親
族
秩
序
の
形
成

①
「
家
」
の
成
立

　
「
家
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
︑
笠
谷
和
比
古
氏
は
「
親
子
・
夫
婦
の
血
縁

家
族
と
い
う
も
の
を
核
に
は
し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
︑
し
か
し
単
な
る
家
族

で
は
な
い
︒
血
縁
家
族
を
超
え
た
あ
る
客
観
性
を
も
ち
︑
し
か
も
世
代
を

重
ね
て
継
承
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
永
続
性
を
も
っ
た
存
在
で
あ
る
」
と
し
︑

「
家
産
（
所
領
）・
家
業
の
保
持
継
承
を
目
的
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
も

の
で
︑
家
名
の
連
続
性
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
︑
親
―
子
―
孫
と
続
く
男
子
直

系
親
族
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
く
独
自
の
社
会
単
位
」
で
あ
る
と
定
義
し

て
い
る

（
₈₉
）︒「

家
」
は
固
有
の
「
家
名
」「
家
産
」「
家
業
」
を
も
っ
て
︑
世

代
を
超
え
て
永
続
的
に
継
承
さ
れ
︑
葬
送
儀
礼
や
先
祖
祭
祀
の
場
面
を
通
じ

て
そ
の
「
家
」
の
系
譜
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
︑
家
長
の
地
位
の
直
系

性
を
優
先
す
る
と
こ
ろ
に
日
本
の
「
家
」
の
特
徴
が
あ
る
︒

　

高
松
藩
に
お
い
て
︑
こ
の
よ
う
な
「
家
」
が
成
立
す
る
の
は
︑
十
七
世
紀

半
ば
の
寛
文
・
延
宝
検
地
に
よ
っ
て
小
農
が
検
地
帳
に
記
載
さ
れ
て
自
立
し
︑

藩
財
政
を
支
え
る
本
百
姓
体
制
が
確
立
し
た
頃
で
あ
る
︒
こ
の
時
期
は
同
時

に
高
松
城
天
守
閣
の
造
営
や
軍
役
帳
・
分
限
帳
を
作
成
し
て
家
臣
団
編
成
を
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外
右
之
所　

上
々
様
御
墓
所
ニ
而
念
仏
堂
御
座
候
︑
道
心
者
相
詰
居
申

候
︑
右
之
寺
者　

源
英
様
御
取
立
被
遊　

御
朱
印
地
ニ
而
御
座
候
︑
外
御

墓
所
と
違
候
而
紫
衣
地
ニ
而
格
式
御
会
釈
被
遊
来
候
︑
町
並
四
五
丁
も
御

座
候
而
︑
高
松
郷
中
他
国
よ
り
も
参
詣
人
有
之
程
之
御
寺
ニ
而
御
座
候

　
　

寺
領
百
石　
　

御
帰
依
格　

日
内
山
律
宗　
　
　
　
　
　

霊
芝
寺　
　

高
松
よ
り
東
へ
当
り
道
法
四
里
計　

　

右
者
寺
内
端
山
手
ニ　

源
節
様
御
納
所
御
座
候
︑
儒
法
ニ
被　

仰
付
候

故
︑
右
之
寺
江
御
納
被
遊
候
ニ
て
無
御
座
候
ニ
付
︑
御
墓
所
と
申
ニ
て
ハ

無
御
座
候
︑
御
年
忌
ハ
浄
願
寺
ニ
て
被　

仰
付
候
︒

　

大
名
墓
は
︑
一
般
に
大
名
家
の
領
国
支
配
の
正
統
性
と
格
式
序
列
を
象
徴

す
る
記
念
物
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
₈₇
）︒

　

高
松
松
平
家
の
御
墓
所
に
つ
い
て
は
︑
高
松
城
下
の
南
郊
に
し
て
阿
波
へ

の
道
筋
に
あ
た
る
仏
生
山
と
︑
二
代
藩
主
松
平
頼
常
と
九
代
藩
主
松
平
頼
恕

の
霊
を
祀
る
東
讃
岐
の
日
内
山
の
二
か
所
が
適
地
に
選
ば
れ
︑
荘
厳
な
御
墓

所
が
造
営
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
現
藩
主
が
居
城
す
る
高
松
城
を

南
と
東
か
ら
歴
代
藩
主
た
ち
が
見
守
り
︑
そ
れ
を
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と

し
て
支
え
る
と
い
う
讃
岐
高
松
藩
に
お
け
る
領
国
支
配
の
地
理
的
精
神
的
ト

ラ
イ
ア
ン
ン
グ
ル
の
構
図
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
︒
特
に
仏
生
山
に
は

菩
提
寺
法
然
寺
を
建
立
す
る
と
と
も
に
︑
高
松
松
平
家
一
族
の
墓
所
と
し
て

大
規
模
な
般
若
台
を
造
営
し
て
︑
高
松
藩
を
精
伸
面
か
ら
鎮
護
す
る
役
割
を

も
た
せ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
︒
こ
の
高
松
松
平
家
墓
所
の
造
営
原
理
に
つ

い
て
︑
胡
光
氏
は
︑
こ
の
地
が
池
に
囲
ま
れ
︑
高
く
築
か
れ
た
石
垣
な
ど
山

城
の
様
を
示
し
て
お
り
︑
巨
大
な
仏
堂
は
軍
兵
の
駐
屯
を
も
容
易
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
初
代
藩
主
松
平
頼
重
が
︑
高
松
城
天
守
閣
造
営
や
海
側
の
北

の
丸
造
営
と
並
行
し
て
法
然
寺
造
営
を
行
い
︑
高
松
城
南
方
の
防
衛
ラ
イ
ン

と
し
て
阿
波
に
向
か
う
塩
江
街
道
を
抑
え
る
と
と
も
に
︑
領
内
支
配
の
礎
を

築
く
も
の
と
し
て
︑
そ
の
軍
事
的
役
割
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る

（
₈₈
）︒

（
二
）　「
家
」
の
成
立
と
家
族
親
族
秩
序
の
形
成

①
「
家
」
の
成
立

　
「
家
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
︑
笠
谷
和
比
古
氏
は
「
親
子
・
夫
婦
の
血
縁

家
族
と
い
う
も
の
を
核
に
は
し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
︑
し
か
し
単
な
る
家
族

で
は
な
い
︒
血
縁
家
族
を
超
え
た
あ
る
客
観
性
を
も
ち
︑
し
か
も
世
代
を

重
ね
て
継
承
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
永
続
性
を
も
っ
た
存
在
で
あ
る
」
と
し
︑

「
家
産
（
所
領
）・
家
業
の
保
持
継
承
を
目
的
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
も

の
で
︑
家
名
の
連
続
性
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
︑
親
―
子
―
孫
と
続
く
男
子
直

系
親
族
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
く
独
自
の
社
会
単
位
」
で
あ
る
と
定
義
し

て
い
る

（
₈₉
）︒「

家
」
は
固
有
の
「
家
名
」「
家
産
」「
家
業
」
を
も
っ
て
︑
世

代
を
超
え
て
永
続
的
に
継
承
さ
れ
︑
葬
送
儀
礼
や
先
祖
祭
祀
の
場
面
を
通
じ

て
そ
の
「
家
」
の
系
譜
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
︑
家
長
の
地
位
の
直
系

性
を
優
先
す
る
と
こ
ろ
に
日
本
の
「
家
」
の
特
徴
が
あ
る
︒

　

高
松
藩
に
お
い
て
︑
こ
の
よ
う
な
「
家
」
が
成
立
す
る
の
は
︑
十
七
世
紀

半
ば
の
寛
文
・
延
宝
検
地
に
よ
っ
て
小
農
が
検
地
帳
に
記
載
さ
れ
て
自
立
し
︑

藩
財
政
を
支
え
る
本
百
姓
体
制
が
確
立
し
た
頃
で
あ
る
︒
こ
の
時
期
は
同
時

に
高
松
城
天
守
閣
の
造
営
や
軍
役
帳
・
分
限
帳
を
作
成
し
て
家
臣
団
編
成
を
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完
成
さ
せ
る
な
ど
︑
藩
体
制
が
確
立
す
る
時
期
で
も
あ
っ
た
︒
自
立
し
た
小

農
は
大
農
隷
属
か
ら
独
立
し
て
新
た
な
「
家
」
を
形
成
し
︑
そ
の
「
家
」
々

を
檀
家
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
︑
近
世
的
な
寺
院
が
成
立
す
る
な
ど
︑
寺

檀
制
度
整
備
へ
の
基
礎
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
う
し
て
新
た
に
成

立
し
た
「
家
」
々
で
は
︑
家
長
を
中
心
と
し
た
「
家
」
意
識
の
芽
生
え
や
「
家

産
」
保
持
願
望
な
ど
が
強
く
な
り
︑
先
祖
祭
祀
に
対
す
る
関
心
が
高
く
な
っ

て
き
た
︒
特
に
葬
送
儀
礼
は
︑
最
も
「
家
」
を
意
識
す
る
場
面
で
あ
り
︑
後

継
者
を
披
露
す
る
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
の
で
︑
そ
の
後
の
死
者
供
養
・

追
善
供
養
・
先
祖
祭
祀
は
︑
家
の
継
承
者
に
と
っ
て
重
要
な
儀
礼
で
あ
っ
た
︒

そ
し
て
「
家
」
の
構
成
員
た
ち
は
︑
時
代
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
を
代
え
な
が
ら
︑

こ
れ
ら
の
儀
礼
を
通
し
て
「
家
」
の
系
譜
性
を
実
感
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
「
家
」
の
系
譜
性
と
は
︑
先
祖
か
ら
下
位
世
代
へ
の
家
筋
の
重
視
で
あ

り
︑
そ
れ
は
先
祖
を
祭
祀
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
₉₀
）︒

こ
の
よ
う
な
江
戸
前
期
に
お
け
る
社
会
構
造
と
領
民
意
識
の
変
化
が
︑
服
忌

令
を
受
容
す
る
社
会
的
素
地
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

　
「
家
」
の
成
立
と
先
祖
祭
祀
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
る
と
︑
必
然
的
に
葬

儀
や
死
者
供
養
の
た
め
の
墓
所
場
や
葬
礼
場
が
必
要
と
な
り
︑
ま
た
墓
標
と

し
て
の
石
塔
や
墓
石
の
重
要
も
高
ま
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
︑
高
松
藩
で
は
︑

次
の
よ
う
な
墓
所
場
の
指
定
や
葬
礼
場
へ
の
立
入
制
限
︑
石
塔
・
墓
石
の
設

置
制
限
に
関
す
る
触
れ
を
出
し
て
い
る
︒
そ
れ
だ
け
家
中
・
領
民
の
間
に
︑

服
忌
や
葬
送
儀
礼
に
関
す
る
関
心
や
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
︒

　
　
　
　
　

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
七
月
十
五
日

　

一
︑
今
度
︑
西
浜
墓
所
場
普
請
在
之
︑
其
上
無
常
堂
幷
火
屋
抔
致
出
来
候

間
︑
自
今
以
後
︑
何
宗
ニ
不
寄
相
果
候
者
ハ
︑
西
浜
墓
所
場
ニ
而
葬

礼
可
仕
候
︑
外
々
之
所
江
遣
シ
申
間
敷
候
︑
此
通
︑
其
町
切
ニ
裏
屋

借
屋
之
者
共
迄
委
可
申
聞
者
也

（
₉₁
）︒

　
　
　
　
　

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
十
一
月
三
日

　

一
︑
死
人
在
之
︑
葬
礼
場
江
諸
侍
出
間
敷
候
︑
忌
掛
り
之
分
ハ
格
別
︑
但

よ
し
み
無
之
無
縁
之
者
に
候
ハ
︑
或
ハ
頭
横
目
迄
相
断
見
届
ケ
可
申

候
︑
縦
ハ
頭
た
り
と
も
家
老
た
り
共
忌
掛
り
間
敷
者
ハ
︑
葬
礼
場
江

無
用
之
事
︒

　

右
之
通
︑
江
戸
よ
り
堀
蔵
人
奉
リ
ニ
而
︑
御
家
中
江
相
触
候
得
と
︑
横
目

水
野
七
郎
左
衛
門
江
申
渡
候
︑
以
上

（
₉₂
）︒

　
　
　
　
　

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
十
月
廿
九
日

　

一
︑
侍
分
野
屋
敷
た
り
と
い
ふ
共
︑
屋
敷
之
内
ニ
死
人
葬
候
義
ハ
不
及
申

ニ
︑
墓
所
仕
候
義
無
用
ニ
候
︑
若
有
来
之
墓
在
之
候
ハ
ヽ
︑
旦
那
寺

江
令
相
談
取
退
可
申
候
事

（
₉₃
）︒

　
　
　
　
　

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
四
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
政
所

　

大
還
筋
者
勿
論
︑
田
地
中
ニ
猥
り
ニ
塔
墓
を
建
︑
墓
守
与
名
付
︑
傍
ニ
小

屋
作
り
ヲ
も
致
︑
何
之
謂
茂
無
之
ニ
︑
自
然
与
草
庵
之
こ
と
く
相
成
候
義
︑
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爰
彼
所
々
相
聴
候
︑
右
様
之
義
堅
可
向
後
停
止
ニ
可
仕
候
︑
墓
所
之
儀
︑
古

来
よ
り
有
旧
候
土
地
之
外
︑
曾
而
不
相
成
義
与
心
得
候
様
ニ
︑
夫
々
江
可
申

渡
候
︑
且
又
辺
路
道
し
る
へ
の
石
牌
之
片
は
ら
ニ
︑
顔
無
之
て
新
法
ニ
石
仏

を
建
置
候
事
と
も
︑
是
又
無
用
ニ
候
︑
屋
敷
構
之
内
者
︑
墓
所
之
義
ハ
勝
手

次
第
た
る
へ
く
候
︑
但
︑
五
年
已
来
右
躰
之
義
有
之
場
所
︑
早
々
詮
義
い
た

し
︑
書
付
指
出
可
申
候

（
₉₄
）︒

　

江
戸
中
期
以
降
︑
幕
藩
体
制
に
緩
み
が
生
じ
て
く
る
と
︑
幕
府
は
︑
寛
政

元
年
（
一
七
八
九
）
三
月
に
全
国
に
向
け
て
「
こ
の
月
︑
松
平
越
中
守
定
信

諭
さ
れ
し
は
︑
公
料
私
領
は
更
に
も
云
は
す
︑
市
井
田
里
を
論
せ
す
︑
前
々

よ
り
孝
行
ま
た
奇
特
な
る
も
の
褒
賞
も
あ
り
し
は
︑
記
録
あ
る
か
き
り
は
︑

国
郡
︑
姓
名
︑
言
行
に
い
た
り
て
︑
写
し
取
り
て
出
す
へ
し
と
な
り
」
と
の

触
れ
を
出
し
て
い
る

（
₉₅
）︒

こ
の
と
き
各
地
か
ら
書
き
上
げ
ら
れ
た
事
例
は
︑

幕
府
学
問
所
の
関
係
者
の
手
で
整
理
さ
れ
︑
享
和
元
年（
一
八
○
二
）に﹃
官

刻
孝
義
録
﹄
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
︑
そ
の
ね
ら
い
は
︑
孝
行
・
善
行
者
の

行
為
を
民
衆
の
生
き
方
の
模
範
と
し
て
人
々
に
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え

る
︒

　

こ
の
と
き
讃
岐
か
ら
推
薦
さ
れ
た
孝
行
・
善
行
者
は
︑﹃
官
刻
孝
義
録
﹄

巻
之
四
十
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
︑
讃
岐
国
八
八
人
の
う
ち
松
平
讃
岐
守
領
分

の
関
係
者
は
六
三
人
で
︑
内
訳
は
百
姓
が
五
六
人
︑
町
人
が
二
人
︑
家
来
下

男
が
二
人
︑
元
大
庄
屋
・
座
頭
・
水
夫
娘
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
で
あ
っ

た
︒
ま
た
内
容
別
で
は
孝
行
者
が
五
八
人
︑
兄
弟
睦
者
が
二
人
︑
奇
特
者
が

二
人
︑
忠
義
者
が
一
人
で
あ
っ
た
︒
こ
の
う
ち
大
内
郡
与
田
山
村
の
金
右
衛

門
六
十
八
歳
は
︑
母
思
い
で
あ
っ
た
が
︑「
い
く
程
な
く
て
母
も
な
く
な
り
︑

弟
も
妻
も
う
せ
は
て
ゝ
︑
子
の
十
歳
に
な
り
け
る
を
お
ふ
し
た
て
し
か
︑
舅

の
甚
太
郎
も
死
し
︑
そ
の
子
も
世
を
早
く
し
て
跡
絶
し
を
な
け
き
︑
其
家
の

器
物
を
う
り
し
ろ
な
し
︑
こ
と
こ
と
く
菩
提
寺
へ
施
し
︑
位
牌
は
己
か
家
に

持
ち
帰
り
て
そ
れ
そ
れ
の
年
忌
を
吊
ら
へ
り
」（
傍
線
筆
者
）
と
推
薦
理
由

が
書
か
れ
て
お
り
︑
金
右
衛
門
は
貧
し
い
家
筋
で
あ
り
な
が
ら
先
祖
へ
の
弔

い
と
孝
心
に
よ
っ
て
︑
七
代
高
松
藩
主
松
平
頼
起
よ
り
孝
行
者
と
し
て
天

明
三
年
（
一
七
八
三
）
五
月
に
父
子
と
も
に
褒
美
米
を
授
か
っ
て
い
る

（
₉₆
）︒

つ
ま
り
︑
領
主
に
と
っ
て
理
想
的
な
領
民
の
姿
は
︑
金
右
衛
門
の
よ
う
に
貧

し
く
と
も
親
へ
の
孝
行
や
檀
那
寺
へ
の
施
し
︑
先
祖
へ
の
供
養
を
怠
り
な
く

行
う
家
族
親
族
思
い
の
勤
勉
な
孝
行
者
で
あ
り
︑
隣
人
や
地
域
社
会
に
奉
仕

す
る
善
行
・
奇
特
者
な
ど
で
あ
っ
た
︒

　

家
中
に
お
い
て
も
︑
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
正
月
廿
八
日
の
條
々
に
次

の
よ
う
な
条
項
が
あ
り
︑
親
不
孝
者
に
は
跡
を
継
が
せ
ず
︑
隠
居
後
の
不
孝

に
つ
い
て
も
知
行
を
召
上
げ
る
措
置
を
と
る
な
ど
︑
藩
を
あ
げ
て
親
孝
行
を

奨
励
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

　
　
　
　
　

條　

々

　

一
︑
親
ニ
不
孝
之
者
ニ
ハ
跡
職
被
下
間
敷
候
︑
若
親
隠
居
之
以
後
於
不
孝

ハ
︑
御
穿
鑿
之
上
ニ
而
其
身
之
知
行
可
被
召
上
事
︑

　
　
　
　
　
（
中　

略
）

　

右
条
々
︑
於
相
背
ハ
︑
為
過
料
と
銀
壱
枚
可
被
出
事

（
₉₇
）︒

②
家
族
親
族
秩
序
の
形
成
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高
松
藩
で
は
︑
寛
文
・
延
宝
期
の
検
地
を
経
て
小
農
が
自
立
し
「
家
」
が

成
立
す
る
と
︑
天
和
貞
享
期
の
文
治
政
策
や
服
忌
令
の
導
入
等
に
よ
っ
て
︑

忠
孝
を
奨
励
し
儀
礼
や
格
式
を
重
視
す
る
新
し
い
「
礼
」
的
社
会
秩
序
づ
く

り
を
行
う
た
め
に
︑
社
会
各
層
に
お
け
る
親
族
の
範
囲
を
定
め
て
︑
身
分
秩

序
や
家
族
親
族
秩
序
の
規
律
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
︒

　

親
類
縁
者
に
対
す
る
領
民
の
認
識
や
当
局
の
取
締
り
意
識
は
︑
既
に
松
平
家

の
高
松
入
部
以
前
か
ら
讃
岐
に
は
あ
っ
た
こ
と
が
次
の
史
料
か
ら
も
わ
か
る
︒

　
　
　
　
　

某
起
証
文

　
　
　

敬
白
起
請
文
前
書
之
事

　

一
︑
今
度
被　

仰
付
吉
利
支
丹
宗
門
御
改
之
儀
︑
書
物
仕
指
上
ケ
申
通
少

も
相
違
無
御
座
候
事
︑

　

一
︑
私
縁
者
・
親
類
・
知
音
︑
或
ハ
商
人
他
国
よ
り
来
候
は
︑
宗
門
相
改

不
審
に
存
候
者
御
座
候
は
︑
宿
を
も
か
し
申
間
敷
候
事
︑（
傍
線
筆

者
）

　

一
︑
此
連
判
之
内
︑
縦
雖
為
親
子
・
兄
弟
・
知
音
吉
利
支
丹
宗
門
之
者
御

座
候
者
︑
可
申
上
候
事
︑

　

一
︑
面
々
召
仕
候
男
女
︑
不
審
成
宗
門
之
者
抱
置
申
ま
し
き
事
︑

　

右
之
條
々
於
相
背
ニ
者
︑
忝
も

　

上
者
梵
天
︑
帝
釈
︑
四
天
王
︑
惣
而
日
本
国
中
大
小
之
神
祇
︑（
中
略
）︑

仍
起
請
文
如
件
︑

　
　
　
　
　

寛
永
拾
三
年
（
一
六
三
六
）

　
　
　
　
　
　
　

正
月
廿
一
日

　
　

進
上

　
　
　

下
津
平
左
右
衛
門　

様
（
₉₇
）

　

こ
れ
は
︑
前
年
（
一
六
三
五
）
に
幕
府
が
諸
大
名
に
対
し
て
︑
家
中
と
領

内
に
宗
門
改
を
命
じ
た
の
に
対
し
て
︑
領
民
側
が
藩
に
提
出
し
た
俗
請
形
式

の
起
請
文
で
あ
る
︒
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
︑
親
子
・
兄
弟
・
知
音
が
連
判

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
ほ
か
縁
者
・
親
類
・
知
音
が
他
国
か
ら
来
た

場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
測
す
れ
ば
︑
こ

の
時
期
に
は
既
に
領
民
の
間
に
親
類
・
縁
者
と
い
う
範
囲
概
念
と
認
識
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

ま
た
︑
幕
府
に
お
い
て
も
武
家
に
対
す
る
諸
法
度
の
中
に
親
類
縁
者
︑
知

音
傍
輩
と
い
う
区
分
認
識
を
前
提
と
し
た
指
示
事
項
が
あ
り
︑
武
家
社
会
の

中
に
も
こ
れ
ら
の
親
族
縁
者
認
識
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　
　
　
　
　

諸
法
度

　
　
　
（
前
略
）

　

一
︑
喧
嘩
口
論
若
在
之
刻
︑
或
ハ
存
親
類
縁
者
之
因
︑
或
依
知
音
傍
輩
之

好
致
荷
担
︑
是
非
之
助
言
堅
令
禁
止
之
︑
於
違
犯
之
輩
可
為
曲
事
︑

（
傍
線
筆
者
︑
以
下
同
じ
）

　
　
　
（
中
略
）

　

一
︑
就
有
病
人
暇
申
上
輩
︑
或
其
親
類
縁
者
︑
或
得
療
治
医
師
之
口
上
迄

致
穿
鑿
︑
寄
合
組
ハ
留
守
居
ヲ
以
可
申
上
︑
有
番
頭
ハ
頼
相
番
為
助

番
其
上
番
頭
ヲ
以
可
申
上
︑
但
暇
之
義
二
親
之
煩
可
出
之
︑
妻
子
之
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煩
可
依
其
品
︑
余
無
類
方
ハ
可
出
之
事
︑

　

一
︑
諸
侍
長
病
之
輩
︑
病
体
委
細
番
頭
組
頭
並
横
目
江
直
ニ
相
断
可
療

治
︑
若
気
む
ら
な
る
有
病
人
ハ
︑
親
類
縁
者
ハ
勿
論
雖
為
知
音
傍
輩

無
遠
慮
︑
番
頭
並
横
目
相
断
可
致
養
生
︑
於
油
断
ハ
可
為
越
度
事
︑

　

一
︑
勘
当
之
者
雖
為
親
類
縁
者
︑
一
切
不
可
致
許
容
︑
惣
而
牢
人
者
抱
置

事
令
停
止
畢
︑
於
親
類
縁
者
不
遁
者
︑
其
頭
々
或
ハ
横
目
ニ
相
断
︑

着
帳
可
抱
置
︑
違
背
之
族
可
為
曲
事
也
︑

　

一
︑
惣
家
中
又
若
党
以
下
中
間
小
者
︑（
下
略
）

　
　
　
　

附
リ
︑
又
者
共
不
依
上
下
他
家
中
江
奉
公
人
不
可
致
︑
口
入
親
類

縁
者
た
り
と
い
ふ
共
人
請
ニ
立
間
敷
事
︑
違
背
之
族
急
度
可
為
成
敗

事
︑

　
　
　
（
下
略
）

　

右
條
々
︑
堅
可
相
守
者
也
︒

　
　
　

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
六
月
日

（
₉₈
）

　

幕
府
法
で
は
︑
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
十
月
十
一
日
の
達
に
「
右
願
候

當
人
親
類
と
有
之
は
︑
又
従
弟
迄
之
事
ニ
候
」（﹃
徳
川
禁
令
考
﹄
前
聚
第
四

帙
︑
吉
川
弘
文
館
︑
四
○
五
頁
）
と
あ
り
︑
又
従
弟
ま
で
が
親
類
で
あ
る
と

し
て
い
る
︒
親
類
は
互
い
に
服
忌
を
受
け
る
関
係
に
あ
る
近
親
と
し
て
︑
服

忌
令
に
そ
の
範
囲
と
服
忌
の
軽
重
が
定
め
ら
れ
て
い
た
︒
ま
た
︑
縁
者
は
︑

夫
の
父
母
と
子
の
妻
と
の
関
係
を
除
い
た
そ
の
他
の
姻
族
関
係
に
基
づ
く
身

分
で
あ
っ
て
︑
通
常
妻
の
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
時
に
女
子
の
嫁
し
た
夫
・
子

の
養
家
先
の
妻
が
こ
れ
に
数
え
ら
れ
た
が
︑
法
制
上
明
確
な
規
定
を
欠
い
て

い
た

（
₉₉
）︒

　

高
松
藩
で
は
︑
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
十
二
月
廿
三
日
付
の
書
付
に
も

次
の
よ
う
な
服
忌
関
係
記
事
が
み
え
る

（
₁₀₀
）︒

　

一
︑
養
子
願
之
義
相
改
被
仰
出
候
間
︑
寄
々
可
申
渡
旨
︑
老
中
申
聞
在
之

書
付
左
之
通
︑

　

一
︑
養
子
願
之
義
可
撰
同
姓
︑
若
相
応
之
者
無
之
候
ハ
ヽ
︑
外
戚
ハ
孫
甥

従
弟
︑
忌
掛
り
候
分
也
︑

　

一
︑
同
姓
継
他
家
候
者
ハ
︑
准
ニ
外
戚
忌
掛
り
分
也
︑

　

一
︑
聟
遺
跡
ハ
︑
養
女
忌
掛
リ
尤
節
目
在
之
者
ニ
候
ハ
ヽ
︑
可
及
詮
義
候

（
傍
線
筆
者
）︑

（鎌田浩「日本法史における親族の範囲」
『講座・家族６』」による）

図１「江戸幕府親族関係図」
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右
之
外
︑
向
後
願
出
候
共
被
仰
付
間
敷
候
間
︑
願
書
請
取
申
義
無
用
ニ

候
︑
尤
寄
々
可
申
通
旨
︑
可
申
聞
候
︒

　

こ
れ
に
よ
る
と
︑
養
子
は
同
姓
の
者
を
撰
ぶ
か
︑
外
戚
な
ら
「
忌
掛
り

分
」
か
ら
撰
ぶ
よ
う
命
じ
て
お
り
︑
高
松
藩
に
お
い
て
も
︑
服
忌
の
意
識
が

定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
十
二
月

六
日
付
け
の
触
れ
に
は
︑
他
人
を
養
子
に
願
い
出
る
場
合
に
は
︑
服
忌
掛
り

の
親
類
や
遠
縁
類
に
相
応
し
い
者
い
な
い
と
き
に
限
っ
て
︑
他
人
の
う
ち
か

ら
家
柄
之
筋
目
を
糺
し
て
願
い
出
る
よ
う
に
せ
よ
と
命
じ
て
い
る

（
₁₀₁
）︒

こ

の
よ
う
に
服
忌
令
に
よ
る
忌
掛
り
の
関
係
が
親
族
の
秩
序
づ
く
り
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
鎌
田
浩
氏
は
︑
服
忌
令
公
布
の
意
義
に
つ
い

て
「
儒
教
的
家
族
倫
理
︑
さ
ら
に
そ
の
拡
大
と
し
て
の
親
族
倫
理
を
以
て
︑

漸
く
弛
緩
の
き
ざ
し
を
み
せ
つ
つ
あ
っ
た
幕
藩
体
制
社
会
の
身
分
制
補
強
を

意
図
し
た
点
に
︑
こ
の
服
忌
令
の
担
わ
さ
れ
た
政
治
的
意
義
を
認
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

（
₁₀₂
）︒

　　

一
︑
他
人
ヲ
養
子
ニ
願
候
義
ハ
︑
忌
掛
之
内
幷
遠
縁
類
ニ
も
相
応
之
者
無

之
ニ
付
︑
他
人
ニ
而
筋
目
ヲ
糺
シ
相
願
候
得
ハ
︑
済
来
候
︑
然
ル
処

筋
目
と
計
ニ
而
ハ
軽
重
不
分
明
ニ
而
︑
右
筋
目
と
在
之
ハ
︑
家
柄
之

筋
目
ヲ
可
撰
と
之
事
ニ
候
間
︑
其
旨
可
相
心
得
候
事
︒（
傍
線
筆
者
）

（
三
）　
藩
政
の
確
立
と
「
親
類
書
」
の
提
出

　

初
代
高
松
藩
主
松
平
頼
重
は
︑
徳
川
家
康
の
孫
に
あ
た
り
︑
江
戸
城
中

溜
間
詰
の
御
家
門
大
名
と
し
て
御
三
家
に
次
ぐ
格
式
の
待
遇
を
受
け
て
い

た
︒
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
の
高
松
入
部
以
来
︑
上
水
道
を
敷
設
し
て

城
下
町
を
整
備
す
る
と
と
も
に
︑
寛
文
十
年
（
一
六
七
○
）
に
は
天
守
閣
を

造
営
し
た
の
に
引
き
続
き
︑
寛
文
十
二
年
に
は
高
松
城
の
城
普
請
を
完
成
さ

せ
る
な
ど
︑
高
松
城
及
び
城
下
町
の
建
設
に
力
を
入
れ
︑
藩
政
の
拠
点
づ
く

り
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
寛
文
元
年
（
一
六
六
○
）
に
は
︑
家
臣
団
に
対
し
て

軍
役
人
数
割
を
行
い
︑
同
十
一
年
に
は
高
松
藩
の
軍
役
帳
と
分
限
帳
を
作
成

す
る
な
ど
︑
家
臣
団
編
成
を
終
え
る
と
と
も
に
︑
こ
の
間
︑
寛
文
五
年
か
ら

同
十
一
年
に
か
け
て
は
領
内
で
検
地
を
行
い
︑
近
世
的
な
村
と
本
百
姓
体
制

を
創
出
さ
せ
た
︒
こ
の
よ
う
に
し
て
高
松
藩
で
は
︑
藩
政
の
中
心
地
で
あ
る

高
松
城
の
造
営
と
城
下
町
の
建
設
︑
藩
政
の
執
行
組
織
を
掌
る
家
臣
団
の
編

成
︑
寛
文
六
年
の
藩
法
の
整
備
︑
寛
文
八
年
の
寄
せ
宮
政
策
に
よ
る
寺
社
の

整
理
︑
藩
財
政
を
支
え
る
近
世
的
な
村
と
本
百
姓
体
制
の
創
出
な
ど
藩
政
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
諸
条
件
が
整
い
︑
藩
体
制
と
藩
政
が
確
立
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
₁₀₃
）︒

　

高
松
藩
で
は
︑
こ
の
後
︑
三
代
藩
主
松
平
頼
豊
の
と
き
︑
家
中
統
制
の
一

環
と
し
て
家
臣
団
の
系
譜
性
と
親
族
関
係
を
把
握
す
る
た
め
に
︑
家
臣
に
対

し
て
毎
年
「
親
類
書
」
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る

（
₁₀₄
）︒

　
　
　
　
　

宝
永
三
年
（
一
七
○
六
）
十
月
廿
八
日

　

一
︑
先
年
被　

仰
出
候
親
類
書
︑
毎
年
正
月
二
月
之
内
︑
改
ニ
指
出
候
筈

之
処
︑
今
年
ハ
未
親
類
書
改
不
指
候
方
在
之
候
間
︑
来
ル
十
一
月

十
五
日
迄
之
内
︑
改
可
被
指
出
候
︑
尤
明
年
よ
り
ハ
︑
弥
先
年
之
通
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被
仰
付
候
通
︑
正
月
中
旬
よ
り
二
月
中
ニ
︑
無
滞
急
度
相
納
候
様
ニ

可
被
致
候
︒（
傍
線
筆
者
）

　

ま
た
︑
五
代
藩
主
松
平
頼
恭
の
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
正
月
廿
八
日
に

は
︑
藩
政
改
革
の
一
環
と
し
て
︑
城
内
に
記
録
所
を
設
け
て
役
所
の
帳
面
類

を
整
理
す
る
と
と
も
に
︑「
親
類
書
」
を
も
と
に
諸
士
の
履
歴
や
家
格
・
家

禄
を
一
覧
に
し
た
「
登
士
録
」
を
作
成
し
︑
歴
代
藩
主
の
実
録
を
編
纂
す
る

な
ど
︑
行
政
書
類
と
人
事
管
理
資
料
の
集
中
管
理
に
よ
る
藩
政
の
刷
新
と
継

続
性
に
力
を
注
い
で
い
る

（
₁₀₅
）︒

　

一
︑
御
家
中
諸
士
の
系
図
︑
寛
永
以
来
年
久
敷
事
故
︑
或
は
間
違
或
は
紛

失
い
た
し
︑
旧
記
も
不
慥
候
︑
諸
役
所
の
帳
面
に
は
記
し
在
之
候
得

共
︑
日
次
を
追
て
記
し
候
も
の
故
︑
繰
出
し
候
に
も
大
抵
の
事
に
て

は
行
届
不
申
事
多
く
在
之
候
所
︑
延
享
四
丁
卯
年
正
月
廿
八
日
︑
記

録
所
を
御
立
被
成
︑
諸
役
所
帳
面
を
集
め
て
類
を
以
て
一
所
に
寄
せ

候
様
に
被　

仰
付
︑
登
士
録
と
名
付
︑
百
年
以
来
の
諸
士
の
履
歴
格

録
︑
一
覧
し
て
尽
す
様
に
相
成
候
︑
又
︑
御
代
々
の
御
実
録
を
撰

ひ
︑
其
外
門
類
を
分
て
︑
三
十
六
箇
条
の
記
録
被　

仰
付
︑
古
来
よ

り
の
事
明
白
に
相
成
候
︒（
傍
線
筆
者
）

　
「
親
類
書
」
の
提
出
義
務
は
︑
領
内
神
社
の
社
家
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と

が
︑
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
「
御
上
ヨ
リ
所
持
廻
文
扣
帳
」（
岩
部
八

幡
神
社
蔵
・
池
田
家
蔵
）
に
よ
っ
て
も
わ
か
る

（
₁₀₆
）︒

高
松
藩
の
「
親
類
書
」

の
形
式
と
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
︑「
親
類
書
」
は
あ
く
ま
で
も

藩
主
に
忠
誠
の
証
と
し
て
提
出
す
る
も
の
で
あ
り
︑
主
君
に
対
す
る
奉
公
義

務
者
で
あ
る
該
当
「
家
」
の
当
主
が
︑
自
ら
に
関
係
す
る
親
類
と
そ
の
続
柄

を
書
き
上
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
す
な
わ
ち
高
松
藩
で
は
︑
各
「
家
」

の
当
主
が
制
度
的
な
身
分
と
し
て
直
接
編
成
さ
れ
︑
そ
れ
以
外
の
者
は
当
主

と
の
親
族
関
係
や
主
従
関
係
に
基
づ
い
て
間
接
的
に
把
握
さ
れ
て
い
た
と
い

え
る

（
₁₀₇
）︒

　

ま
た
︑
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
十
二
月
朔
日
に
は
︑
次
の
よ
う
に
例
え

縁
組
を
し
た
場
合
で
も
実
際
に
祝
儀
を
取
り
交
わ
し
た
後
で
な
い
と
︑「
一

類
書
（
親
類
書
）」
に
は
妻
と
記
載
し
て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
る
な
ど
︑
親

族
関
係
の
秩
序
の
維
持
に
つ
い
て
は
厳
し
い
け
じ
め
を
つ
け
て
い
る
臨
ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
る

（
₁₀₈
）︒

こ
の
場
合
の
一
類
と
は
︑
親
類
・
縁
者
・
遠
類
・

本
末
家
の
総
称
の
こ
と
で
︑
親
類
よ
り
や
や
幅
広
い
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
︒

　

一
︑
縁
組
願
相
済
候
得
ハ
一
類
書
ニ
も
妻
と
認
来
候
得
共
︑
向
後
右
願

済
候
而
も
︑
祝
義
取
か
わ
し
不
申
候
内
ニ
ハ
一
類
書
ニ
載
申
候
ニ
不

及
候
︑
祝
義
取
か
わ
せ
申
候
得
ハ
︑
一
類
書
ニ
妻
と
書
出
可
申
候
︑

但
︑
婿
舅
縁
之
兄
弟
ニ
付
遠
慮
等
申
出
候
義
も
右
ニ
准
シ
︑
祝
義
取

か
わ
せ
候
以
後
申
出
候
義
と
相
心
得
可
申
候
︒（
傍
線
筆
者
）

　

こ
の
よ
う
に
し
て
高
松
藩
は
︑
家
中
及
び
領
内
の
各
寺
社
か
ら
「
親
類

書
」
を
毎
年
提
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
藩
主
権
威
を
再
確
認
さ
せ
る
と
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と
も
に
︑
町
方
・
郷
中
に
対
し
て
も
親
類
を
含
む
「
家
」
を
一
つ
の
社
会
集

団
単
位
と
し
て
相
互
に
扶
助
と
責
任
を
負
わ
せ
て
︑
各
「
家
」
の
家
格
や
格

式
・
筋
目
に
応
じ
た
幕
藩
制
的
社
会
秩
序
を
築
き
上
げ
な
が
ら
︑
領
内
支
配

力
を
強
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

註（
１
）…

新
谷
尚
紀﹃
お
葬
式
―
死
と
慰
霊
の
日
本
史
―
﹄吉
川
弘
文
館
︑
二
○
○
九
年
︑

二
四
頁
︒

（
２
）…

ロ
ベ
ー
ル
・
エ
ル
ツ
著
︑
吉
田
偵
吾
・
内
藤
莞
爾
・
板
橋
作
美
訳
「
死
の
宗

教
社
会
学
―
死
の
集
合
表
象
研
究
へ
の
寄
与
―
」﹃
右
手
の
優
越
﹄
ち
く
ま
学

芸
文
庫
︑
二
○
○
一
年
︑
三
七
頁
～
一
三
八
頁
︒）

（
３
）…

ア
ル
ノ
ル
ト
・
フ
ァ
ン
・
へ
ネ
ッ
プ
著
︑
綾
部
恒
雄
・
裕
子
訳
﹃
通
過
儀
礼
﹄

弘
文
堂
︑
一
九
七
七
年
︑
九
頁
︒
こ
の
ほ
か
︑
死
を
め
ぐ
る
様
々
な
儀
礼
に

込
め
ら
れ
た
象
徴
的
意
味
を
引
き
出
し
て
︑
死
の
持
つ
社
会
的
・
文
化
的
意

味
を
考
察
し
た
死
の
儀
礼
研
究
必
読
書
と
し
て
︑
ピ
ー
タ
ー
・
メ
ト
カ
ー
フ
︑

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
ン
テ
イ
ン
ト
ン
著
︑
池
上
良
正
・
池
上
冨
美
子
訳
﹃
死
の

儀
礼
―
葬
送
習
族
の
人
類
学
的
研
究
―
﹄（
未
来
社
︑
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
︒

（
４
）…

江
川
温
「
死
の
比
較
史
的
研
究
」﹃
史
学
雑
誌
﹄
第
一
一
五
編
第
九
号
︑
史
学

会
︑
二
○
○
六
年
︑
三
八
頁
︒
深
谷
克
己
氏
は
︑
江
戸
時
代
で
は
死
者
も
ま

た
生
前
の
身
分
を
引
き
継
ぎ
序
列
化
さ
れ
︑
生
者
の
世
界
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
述
べ
て
い
る
（﹃
死
者
の
は
た
ら
き
と
江
戸
時
代
﹄
吉
川
弘
文
館
︑

二
○
一
三
年
）︒

（
５
）…

草
薙
金
四
郎
﹃
穆
公
御
茶
事
記
﹄
讃
岐
史
談
会
︑
一
九
五
六
年
︒
松
浦
正
一

﹃
高
松
藩
祖
松
平
頼
重
傳
﹄
松
平
公
益
会
︑
一
九
六
三
年
︒
松
原
秀
明
「
諸
大

名
の
奉
納
物
と
代
参
の
記
録
」﹃
金
毘
羅
庶
民
信
仰
資
料
集
﹄
年
表
編
︑
金
刀

比
羅
宮
社
務
所
︑
一
九
八
八
年
︒
御
厨
義
道
「
高
松
藩
主
の
﹃
舟
遊
﹄
に
つ

い
て
」
香
川
県
歴
史
博
物
館
﹃
調
査
研
究
報
告
﹄
一
号
︑
二
○
○
五
年
︒
同

「
高
松
松
平
家
の
官
位
に
つ
い
て
」﹃
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
調
査
研
究
報
告
（
２
）﹄

二
○
一
○
年
︒
同
「
高
松
松
平
家
に
お
け
る
大
名
間
交
流
」
四
国
地
域
史
研

究
連
絡
協
議
会
編
﹃
四
国
の
大
名
―
近
世
大
名
の
交
流
と
文
化
―
﹄
岩
田
書

院
︑
二
○
一
一
年
︒
拙
稿
「
藩
政
成
立
期
に
お
け
る
藩
主
の
﹃
鵜
鷹
逍
遥
﹄

的
行
為
の
政
治
文
化
史
的
意
義
―
初
代
讃
岐
高
松
藩
主
松
平
頼
重
の
藩
政
に

お
け
る
﹃
遊
猟
﹄﹃
舟
遊
﹄
等
の
位
置
づ
け
―
」﹃
高
松
大
学
研
究
紀
要
﹄
第

五
八
・
五
九
合
併
号
︑
二
○
一
三
年
な
ど
︒

（
６
）…

小
宮
木
代
良
「
幕
藩
政
治
史
に
お
け
る
儀
礼
的
行
為
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
」

歴
史
学
研
究
会
編
﹃
歴
史
学
研
究
﹄
七
○
三
号
︑
青
木
書
店
︑
一
九
九
七
年
︑

八
三
頁
～
八
九
頁
︒
大
友
一
雄
﹃
日
本
近
世
国
家
の
権
威
と
儀
礼
﹄
吉
川
弘

文
館
︑
一
九
九
九
年
︒
同
﹃
近
世
の
国
家
的
祭
祀
儀
礼
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
﹄
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
︑
二
○
○
○
年
︒
同
「
近

世
の
武
家
儀
礼
と
江
戸
・
江
戸
城
」﹃
日
本
史
研
究
﹄
四
六
三
号
︑
日
本
史
研

究
会
︑
二
○
○
一
年
︑
四
六
頁
︒
二
木
謙
一
﹃
武
家
儀
礼
格
式
の
研
究
﹄
吉

川
弘
文
館
︑
二
○
○
三
年
︒
青
木
保
﹃
儀
礼
の
象
徴
性
﹄
岩
波
書
店
︑
二
○

○
六
年
︒
伊
藤
幹
治
﹃
贈
答
の
日
本
文
化
﹄
筑
摩
書
房
︑
二
○
一
一
年
︒
桜

井
英
治
﹃
贈
与
の
歴
史
学
﹄
中
央
新
書
︑
二
○
一
一
年
な
ど
︒

（
７
）…

藤
川
正
数
「
平
安
朝
に
お
け
る
服
忌
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
」﹃
香
川
大
学

学
芸
学
部
研
究
報
告
﹄
第
一
部
第
八
号
︑
香
川
大
学
学
芸
学
部
︑
一
九
五
六

年
︑
一
頁
～
二
三
頁
︒
同
「
本
朝
服
忌
制
に
つ
い
て
の
諸
問
題
（
そ
の
一
）」

﹃
香
川
大
学
学
芸
学
部
研
究
報
告
﹄
第
一
部
第
九
号
︑
香
川
大
学
学
芸
学
部
︑

一
九
五
七
年
︑
一
○
三
頁
～
一
四
○
頁
︒
同
﹃
魏
晋
時
代
に
お
け
る
喪
服
礼

の
研
究
﹄
敬
文
社
︑
一
九
六
○
年
）
藤
川
正
数
「
葬
礼
」「
喪
服
礼
」﹃
礼
の

話
―
古
典
の
現
代
的
意
義
―
﹄
明
徳
出
版
社
︑
一
九
九
三
年
︑
九
四
頁
～

一
四
八
頁
︒
横
井
金
男
「
祖
先
崇
拝
と
神
祭
祀
」﹃
香
川
県
史
﹄
第
一
巻
︑
原

始
・
古
代
︑
香
川
県
︑
一
九
八
八
年
︑
九
四
一
頁
～
九
四
五
頁
︒
武
田
明
「
葬

送
」﹃
日
本
の
民
俗
37
香
川
﹄
第
一
法
規
出
版
︑
一
九
七
一
年
︑
一
六
三
頁
～

一
八
九
頁
︒
同
「
讃
岐
の
葬
送
習
俗
」﹃
讃
岐
の
民
俗
と
暮
し
（
上
）﹄
美
巧
社
︑

一
九
七
七
年
︑
八
二
頁
～
一
○
六
頁
︒
同
﹃
日
本
人
の
死
霊
観
―
四
国
民
俗

誌
―
﹄
三
一
書
房
︑
一
九
八
七
年
︒
谷
原
博
信
「
葬
送
儀
礼
の
課
題
」﹃
香
川

の
民
俗
﹄
五
九
号
︑
香
川
民
俗
学
会
︑
一
九
九
六
年
︑
一
一
二
頁
～
一
ニ
九

頁
︒
秋
山
照
子
「
近
世
か
ら
近
代
の
讃
岐
地
域
に
お
け
る
葬
送
儀
礼
と
供
応

食
―
庄
屋
文
書
の
分
析
を
通
じ
て
―
」
日
本
家
政
学
会
食
文
化
研
究
会
編
﹃
食
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文
化
研
究
﹄
一
巻
︑
二
○
○
五
年
︑
三
頁
～
一
五
頁
︒
胡
光
「
高
松
松
平
家

墓
所
の
造
墓
原
理
―
法
然
寺
に
お
け
る
藩
祖
頼
重
・
三
代
頼
豊
墓
所
を
中
心

に
―
」﹃
香
川
史
学
﹄
第
三
九
号
︑
香
川
歴
史
学
会
︑
二
○
一
二
年
︑
一
頁
～

十
六
頁
︒
拙
稿
「
鳴
物
停
止
令
・
服
忌
規
定
の
制
定
と
藩
権
力
の
確
立
」﹃
讃

岐
歌
謡
史
―
讃
岐
歌
謡
の
風
土
と
歴
史
的
研
究
―
﹄
青
史
舎
︑
二
○
○
一
年
︑

五
○
頁
～
五
二
頁
︒

（
８
）…

内
堀
基
光
・
山
下
晋
司
﹃
死
の
人
類
学
﹄
講
談
社
︑
二
○
○
六
年
︑
二
二
頁
︒

近
藤
剛
「
葬
送
倫
理
試
論
」﹃
宗
教
研
究
﹄
八
六
巻
四
輯
三
七
五
号
︑
日
本
宗

教
学
会
︑
二
○
一
三
年
︑
三
四
五
頁
～
三
四
六
頁
︒
ア
メ
リ
カ
の
比
較
政
治

学
者
ガ
ブ
エ
ル
・
ア
ー
モ
ン
ド
と
シ
ド
ニ
ー
・
ヴ
ァ
ー
バ
は
「
政
治
文
化
と

は
政
治
体
制
の
背
後
に
あ
っ
て
体
制
を
支
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
︑
政
治
的

対
象
に
対
す
る
心
理
的
指
向
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
ガ
ブ
エ
ル
・
ア
ー

モ
ン
ド
︑
シ
ド
ニ
ー
・
ヴ
ァ
ー
バ
著
︑
石
川
一
雄
・
薄
井
秀
二
ほ
か
訳
﹃
現

代
市
民
の
政
治
文
化
―
五
カ
国
に
お
け
る
政
治
的
態
度
と
民
主
主
義
―
﹄
勁

草
書
房
︑
一
九
七
四
年
）︒
ま
た
︑
河
合
香
吏
編
﹃
制
度
―
人
類
社
会
の
進
化
﹄

（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
︑
二
○
一
三
年
）
で
は
︑「
制
度
」
と
い
う
言
葉
の

意
味
を
広
く
と
り
︑
慣
習
や
規
則
を
「
制
度
」
と
し
て
と
ら
え
︑
そ
れ
が
人

類
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
生
成
し
︑
進
化
し
て
い
っ
た
か
を
考
察
し
て

い
る
︒
二
○
○
二
年
度
大
会
報
告
趣
旨
説
明
・
合
同
部
会
「
儀
礼
と
権
力
」

﹃
歴
史
学
研
究
﹄
七
六
二
号
︑
青
木
書
店
︑
二
○
○
二
年
︑
六
○
頁
～
六
一
頁

に
お
い
て
も
︑
人
間
の
行
動
を
規
律
化
す
る
儀
礼
文
化
と
権
力
の
切
り
結
ぶ

相
互
影
響
関
係
の
多
様
性
と
共
通
性
を
論
じ
る
「
シ
ス
テ
ム
論
」
に
つ
い
て
︑

儀
礼
が
権
力
︑
あ
る
い
は
権
力
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
秩
序
全
体
に
対
し

て
果
た
し
う
る
役
割
と
は
何
か
︒
権
力
の
背
景
に
あ
る
当
時
の
秩
序
観
と
儀

礼
の
関
係
に
重
点
を
置
い
て
学
際
的
な
視
点
で
議
論
し
て
い
る
︒

（
９
）…

香
川
県
立
文
書
館
史
料
集
１
・
２
﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
・
下
巻
︑

香
川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
・
一
九
九
九
年
︒
上
巻
に
は
「
源
英
様
御

代
御
令
條
之
内
書
抜
」（
初
代
藩
主
松
平
頼
重
）︑「
源
節
様
御
代
御
令
條
之
内

書
抜
」（
二
代
松
平
頼
常
）︑「
源
惠
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」（
三
代
松
平

頼
豊
）︑「
源
懐
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」（
四
代
松
平
頼
桓
）︑「
源
穆
様
御

代
御
令
條
之
内
書
抜
」（
五
代
松
平
頼
恭
）︑
下
巻
に
は
「
源
定
様
御
代
御
令

條
之
内
書
抜
」（
六
代
松
平
頼
眞
）︑「
源
欽
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」（
七

代
松
平
頼
起
）︑「
源
襄
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」（
八
代
松
平
頼
儀
）︑「
源

愨
様
」（
九
代
松
平
頼
恕
）
が
収
載
さ
れ
て
い
る
︒

（
10
）…「
源
英
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
九
五
頁
︒
こ
れ
よ
り
以
前
︑
讃
岐
で
は
大
永

七
年（
一
五
二
七
）の「
大
水
主
社
御
服
忌
令
之
事
」三
七
ケ
条（
香
川
県
編﹃
香

川
叢
書
（
第
三
）﹄
名
著
出
版
︑
昭
和
四
七
年
︑
七
○
七
頁
～
七
○
九
頁
）
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
神
社
服
忌
令
が
存
在
し
て
い
た
︒

（
11
）…「
源
英
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
七
頁
︒
の
ち
に
「
忌
掛
り
の
親
類
」
と
い
う

言
葉
は
︑
領
民
を
対
象
と
し
た
御
触
類
に
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
︑

こ
れ
は
火
事
場
に
駆
け
つ
け
る
者
を
制
限
す
る
規
定
で
も
あ
っ
た
（
林
由
紀
子

﹃
近
世
服
忌
令
の
研
究
―
幕
藩
制
国
家
の
喪
と
穢
―
﹄
清
文
堂
︑
一
九
九
八
年
︑

二
三
一
頁
）︒

（
12
）…「
源
穆
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
二
二
二
頁
︒

（
13
）…

関
義
臣
﹃
服
假
沿
革
略
考
﹄
金
港
堂
︑
一
九
一
三
年
︑
一
頁
︑
三
六
頁
︒
古

代
令
制
で
は
服
制
と
喪
假
制
と
は
別
個
の
規
定
で
あ
り
︑
後
世
の
よ
う
な
服

忌
制
と
し
て
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
（
明
石
一
紀
「
古
代
の
喪
礼
と
服
假
制
」

孝
本
貢
・
八
木
透
編
﹃
家
族
と
死
者
祭
祀
﹄
早
稲
田
大
学
出
版
部
︑
二
○
○

六
年
︑
二
二
頁
）︒
服
忌
令
の
起
源
は
︑
中
国
春
秋
戦
国
時
代
の
経
書
﹃
儀
禮
﹄

の
喪
服
篇
に
遡
る
こ
と
が
で
き
︑
古
代
中
国
で
は
︑
喪
礼
こ
そ
が
一
般
人
の

礼
の
中
心
で
あ
る
と
さ
れ
︑
親
族
が
死
亡
し
た
場
合
に
喪
に
服
す
べ
き
日
数

と
着
る
べ
き
喪
服
の
種
類
が
︑
親
族
の
親
疎
に
応
じ
て
唐
代
に
五
服
制
が
確

立
し
た
︒
日
本
で
は
︑
こ
れ
が
令
の
規
定
に
取
り
入
れ
ら
れ
︑
喪
葬
令
服
紀

條
と
な
っ
た
が
︑
中
国
か
ら
受
け
継
い
だ
服
と
︑
服
の
期
間
に
応
じ
て
与
え

ら
れ
る
假
と
の
二
制
度
を
併
存
せ
し
め
た
（
林
由
紀
子
﹃
近
世
服
忌
令
の
研

究
―
幕
藩
制
国
家
の
喪
と
穢
―
﹄
清
文
堂
︑
一
九
九
八
年
︑
四
頁
）︒

（
14
）…
服
忌
及
び
服
忌
令
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
︑
関
義
臣
︑
原
勝
郎
︑
中
田

薫
︑
滝
川
政
次
郎
︑
高
柳
真
三
︑
藤
川
正
数
︑
鎌
田
浩
︑
平
松
義
郎
︑
服
藤

弘
司
︑
大
竹
秀
男
︑
脇
田
修
︑
水
林
彪
︑
岡
田
重
精
︑
高
埜
利
彦
︑
大
藤
修
︑
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高
野
信
治
︑
林
田
由
紀
子
︑
中
川
学
ら
の
研
究
が
知
ら
れ
て
い
る
︒

（
15
）…「
源
懐
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
八
四
頁
～
一
九
○
頁
︒

（
16
）…
こ
の
時
︑
頼
豊
の
御
遺
体
の
御
供
を
し
た
の
は
芦
澤
水
之
助
で
あ
っ
た
（
増

補
穆
公
遺
事
」
香
川
県
教
育
委
員
会
編
﹃
新
編
香
川
叢
書
﹄
新
編
香
川
叢
書

刊
行
企
画
委
員
会
︑
一
九
七
九
年
︑
四
七
頁
～
四
八
頁
）︒

（
17
）…「
源
懐
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
二
一
三
頁
～
二
一
四
頁
︒

（
18
）…「
源
節
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
四
六
頁
～
一
四
七
頁
︒

（
19
）…「
増
補
穆
公
遺
事
」
香
川
県
教
育
委
員
会
編
﹃
新
編
香
川
叢
書
﹄
史
料
篇
（
一
）︑

新
編
香
川
叢
書
刊
行
企
画
委
員
会
︑
一
九
七
九
年
︑
五
二
頁
～
五
三
頁
︒

（
20
）…「
源
欽
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
下
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
九
年
︑
七
一
頁
～
七
二
頁
︒
と
こ
ろ
が
︑
文
政

十
二
年
（
一
八
二
九
）
九
月
二
日
に
は
「
一
︑
賢
正
院
様
御
忌
日
︑　

思
召
被

為
在
候
ニ
付
︑
向
後
九
日
ヲ
御
忌
日
ト
相
心
得
候
様
︑
被
仰
出
候
事
」
と
あ

り
︑
藩
主
家
一
族
の
忌
日
に
も
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（「
源
愨
様
」

﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
下
巻
︑
香
川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
九
年
︑
下

巻
︑
三
○
一
頁
）︒

（
21
）…「
高
松
様
幷
京
極
様
御
両
家
其
他
国
諸
候
方
よ
り
万
御
寄
附
物
留
記
」（
琴
陵

家
蔵
）﹃
香
川
県
史
﹄
十
巻
・
資
料
編
近
世
史
料
Ⅱ
︑
香
川
県
︑
一
九
八
七
年
︑

九
五
四
頁
～
九
五
五
頁
︒

（
22
）…

永
年
会
編
﹃
増
補
高
松
藩
記
﹄
永
年
会
︑
一
九
三
二
年
︑
四
一
頁
︒

（
23
）…

高
松
松
平
家
文
書
﹃
英
公
外
記
﹄
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
︒﹃
高
松
藩
祖

松
平
頼
重
傳
﹄
松
平
公
益
会
︑
一
九
六
三
年
︑
五
二
三
頁
～
五
二
五
頁
︒

（
24
）…「
増
補
穆
公
遺
事
」
香
川
県
教
育
委
員
会
編
﹃
新
編
香
川
叢
書
﹄
史
料
篇
（
一
）︑

新
編
香
川
叢
書
刊
行
企
画
委
員
会
︑
一
九
七
九
年
︑
八
一
頁
～
八
五
頁
︒

（
25
）…

谷
川
愛
「
近
世
大
名
の
葬
送
と
親
族
」﹃
国
学
院
雑
誌
﹄
一
○
六
巻
十
号
︑
二

○
○
五
年
︑
五
四
頁
︒
同「
近
世
大
名
の
葬
送
と
交
際
」﹃
國
史
学
﹄一
九
三
号
︑

國
史
学
会
︑
二
○
○
七
年
︑
二
頁
︒

（
26
）…

岩
淵
令
治
「
近
世
大
名
家
の
葬
送
儀
礼
と
社
会
」﹃
国
立
歴
史
民
俗
博
物

（
27
）…「
源
英
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
二
九
頁
～
一
三
○
頁
︒

（
28
）…

服
藤
弘
司
﹃
大
名
留
守
居
の
研
究
﹄
創
文
社
︑
一
九
八
四
年
︑
五
二
二
頁
︒

（
29
）…「
増
補
穆
公
遺
事
」
香
川
県
教
育
委
員
会
編
﹃
新
編
香
川
叢
書
﹄
新
編
香
川
叢

書
刊
行
企
画
委
員
会
︑
一
九
七
九
年
︑
八
一
頁
～
八
五
頁
︒

（
30
）…

服
藤
弘
司
﹃
大
名
留
守
居
の
研
究
・
幕
藩
体
制
国
家
の
法
と
権
力
Ⅲ
﹄
創
文

社
︑
一
九
八
四
年
︑
二
頁
～
三
頁
︑
五
頁
︑
五
一
頁
～
五
二
頁
︑
二
三
六
頁

～
二
三
四
頁
︑
二
五
○
頁
～
二
五
一
頁
︑
四
七
八
頁
︑
四
八
三
頁
～
四
八
四

頁
︒

（
31
）…

服
藤
弘
司
﹃
大
名
留
守
居
の
研
究
・
幕
藩
体
制
国
家
の
法
と
権
力
Ⅲ
﹄
創
文
社
︑

一
九
八
四
年
︑
六
六
一
頁
︒

（
32
）…

永
年
会
編
﹃
増
補
高
松
藩
記
﹄
永
年
会
︑
一
九
三
二
年
︑
三
二
二
頁
～

三
三
二
頁
︒

（
33
）…

松
方
冬
子
「
両
敬
の
研
究
」﹃
論
集
き
ん
せ
い
﹄
十
五
号
︑
東
京
大
学
近
世
史

研
究
会
論
集
編
集
局
︑
一
九
九
三
年
︑
四
二
頁
︒

（
34
）…「
増
補
穆
公
遺
事
」﹃
新
編
香
川
叢
書
﹄
史
料
篇
（
一
）︑
新
編
香
川
叢
書
刊
行

企
画
委
員
会
︑
一
九
七
九
年
︑
六
○
頁
︒

（
35
）…

根
津
寿
夫
「
阿
波
蜂
須
賀
家
の
交
際
―
彦
根
井
伊
家
と
高
松
松
平
家
を
中
心

に
―
」
四
国
地
域
史
研
究
連
絡
協
議
会
編
﹃
四
国
の
大
名
―
近
世
大
名
の
交

流
と
文
化
―
﹄
岩
田
書
院
︑
二
○
一
一
年
︑
二
四
頁
～
二
五
頁
︒

（
36
）…

別
所
家
文
書
「
宝
暦
四
戌
御
用
留
」﹃
香
川
県
立
文
書
館
紀
要
﹄
第
十
号
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
二
○
○
六
年
︑
八
九
頁
︒

（
37
）…

別
所
家
文
書
「
宝
暦
拾
辰
御
用
留
」﹃
香
川
県
立
文
書
館
紀
要
﹄
第
十
一
号
︑

香
川
県
立
文
書
館
︑
二
○
○
七
年
︑
七
九
頁
～
八
○
頁
︒

（
38
）…

御
厨
義
道
「
高
松
松
平
家
に
お
け
る
大
名
間
交
流
」
四
国
地
域
史
研
究
連
絡

協
議
会
編
﹃
四
国
の
大
名
―
近
世
大
名
の
交
流
と
文
化
―
﹄
岩
田
書
院
︑
二

○
一
一
年
︑
六
七
頁
～
六
八
頁
︒
大
名
の
「
交
際
」
の
う
ち
服
忌
・
葬
送
儀

礼
に
関
す
る
交
際
に
は
︑
卒
去
や
葬
送
・
法
事
の
通
知
と
見
舞
に
関
す
る
も

の
と
︑
遺
骸
搬
送
の
手
続
き
に
関
す
る
も
の
の
二
つ
が
あ
っ
た
（
谷
川
愛
「
近

世
大
名
の
葬
送
と
交
際
」﹃
國
史
学
﹄
一
九
三
号
︑
國
史
学
会
︑
二
○
○
七
年
︑

三
五
頁
～
三
六
頁
）︒
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（
39
）…

野
中
寛
文「
高
松
藩
家
中
統
制
法
の
確
立
」﹃
香
川
県
立
文
書
館
紀
要
﹄十
七
号
︑

香
川
県
立
文
書
館
︑
二
○
一
三
年
︑
三
二
頁
︒

（
40
）…「
源
英
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
九
五
頁
～
九
七
頁
︒

（
41
）…「
源
節
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
一
八
頁
～
一
二
一
頁
︒

（
42
）…「
源
節
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
三
二
頁
～
一
三
三
頁
︒

（
43
）…「
源
節
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
五
一
頁
～
一
五
二
頁

（
44
）…「
源
穆
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
二
三
三
頁
︒

（
45
）…「
源
定
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
下
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
九
年
︑
三
七
頁
︒

（
46
）…

林
由
紀
子
﹃
近
世
服
忌
令
の
研
究
―
幕
藩
制
国
家
の
喪
と
穢
―
﹄
清
文
堂
︑

一
九
九
八
年
︑
一
二
○
頁
︑
一
六
一
頁
︒

（
47
）…

高
柳
真
三
・
石
井
良
助
編
﹃
御
触
書
寛
保
集
成
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
三
四
年
︑

五
一
七
頁
～
五
二
一
頁
︒

（
48
）…

高
柳
真
三
・
石
井
良
助
編
﹃
御
触
書
寛
保
集
成
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
三
四
年
︑

五
一
六
頁
～
五
一
七
頁
︒
服
藤
弘
司
﹃
大
名
留
守
居
の
研
究
・
幕
藩
体
制
国

家
の
法
と
権
力
Ⅲ
﹄
創
文
社
︑
一
九
八
四
年
︑
五
○
九
頁
︒

（
49
）…

岡
田
重
精
﹃
斎
忌
の
世
界
―
そ
の
機
構
と
変
容
―
﹄
国
書
刊
行
会
︑
一
九
八
九

年
︑
三
○
九
頁
～
三
一
○
頁
︒
林
由
紀
子
﹃
近
世
服
忌
令
の
研
究
―
幕
藩
制

国
家
の
喪
と
穢
―
﹄
清
文
堂
︑
一
九
九
八
年
︑
二
三
一
頁
︒

（
50
）…「
高
松
藩
諸
達
留
」﹃
香
川
県
史
﹄
第
九
巻
︑
近
世
史
料
Ⅰ
︑
香
川
県
︑

一
九
八
七
年
︑
一
九
三
頁
︒

（
51
）…

平
松
義
郎
﹃
江
戸
の
罪
と
罰
﹄
平
凡
社
︑
一
九
八
八
年
︑
十
四
頁
︑
ニ
九
頁
︒

（
52
）…「
宝
暦
十
一
巳
御
用
留
」﹃
香
川
県
立
文
書
館
紀
要
﹄
第
十
二
号
︑
香
川
県
立

文
書
館
︑
二
○
○
八
年
︑
九
四
頁
～
九
五
頁
︒

（
53
）…

為
政
者
の
死
を
庄
屋
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
︑
矢

吹
修
「
近
世
に
お
け
る
天
皇
と
将
軍
と
農
民
」（﹃
日
本
史
研
究
﹄
三
三
二
号
︑

日
本
史
研
究
会
︑
一
九
九
○
年
︑
六
六
頁
～
七
三
頁
）
が
詳
し
い
︒

（
54
）…

藤
井
譲
治
「﹃
法
度
﹄
の
支
配
」﹃
日
本
の
近
世
﹄
第
三
巻
︑
中
央
公
論
社
︑

一
九
九
一
年
︑
二
九
頁
～
三
○
頁
︒

（
55
）…

中
川
学
「
近
世
京
都
に
お
け
る
﹃
鳴
物
停
止
令
﹄
の
構
造
と
そ
の
展
開
―
近

世
前
中
期
の
京
都
町
触
を
中
心
に
―
」﹃
東
北
大
学
附
属
図
書
館
研
究
年
報
﹄

二
八
︑
東
北
大
学
附
属
図
書
館
︑
一
九
九
五
年
︑
三
八
頁
～
四
四
頁
︒
同
「
死

の
呼
称
と
そ
の
構
造
」﹃
近
世
の
死
と
政
治
文
化
―
鳴
物
停
止
と
穢
―
﹄
吉
川

弘
文
館
︑
二
○
○
九
年
︑
二
三
六
頁
～
二
五
○
頁
︒

（
56
）…「
源
穆
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
二
四
七
頁
︒

（
57
）…

杣
田
善
雄
﹃
将
軍
権
力
の
確
立
﹄
日
本
近
世
の
歴
史
２
︑
吉
川
弘
文
館
︑
二

○
一
二
年
︑
二
二
二
頁
︑
二
二
八
頁
～
二
三
○
頁
︒

（
58
）…「
源
英
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
二
四
頁
～
二
七
頁
︒

（
59
）…

永
年
会
編
﹃
増
補
高
松
藩
記
﹄
永
年
会
︑
一
九
三
二
年
︑
一
○
八
頁
︒

（
60
）…﹃「
節
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
四
七
頁
～
一
四
八
頁
︒

（
61
）…

高
埜
利
彦
﹃
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
﹄
東
大
出
版
会
︑
一
九
八
九
年
︑

ⅷ
頁
︒
同
「
江
戸
幕
府
の
朝
廷
支
配
」﹃
日
本
史
研
究
﹄
三
一
九
号
︑
日
本
史

研
究
会
︑
一
九
八
九
年
︑
六
三
頁
～
六
四
頁
︒

（
62
）…

林
由
紀
子
﹃
近
世
服
忌
令
の
研
究
―
幕
藩
制
国
家
の
喪
と
穢
―
﹄
清
文
堂
︑

一
九
九
八
年
︑
二
○
二
頁
︒
水
林
彪
氏
は
︑
綱
吉
期
の
武
家
諸
法
度
に
い
う

「
礼
義
」
と
は
「
服
忌
令
で
定
め
ら
れ
た
礼
制
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と

述
べ
て
い
る
（﹃
封
建
制
の
再
編
と
日
本
的
社
会
の
確
立
﹄
山
川
出
版
社
︑

一
九
八
七
年
︑
三
三
三
頁
）︒

（
63
）…「
源
懐
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
九
九
頁
︒

（
64
）…
辻
達
也
﹃
享
保
の
改
革
﹄
創
文
社
︑
一
九
六
三
年
︑
二
八
頁
︑
三
一
頁
︑

四
二
頁
︑
四
六
頁
～
五
五
頁
︒

（
65
）…

横
田
冬
彦
﹃
日
本
の
歴
史
16
﹄
講
談
社
︑
二
○
○
二
年
︑
三
○
四
頁
︒

（
66
）…

高
柳
真
三
・
石
井
良
助
編
﹃
御
触
書
寛
保
集
成
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
三
四
年
︑
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六
八
八
頁
︒

（
67
）…

小
川
和
也
「﹃
天
和
の
治
﹄
に
お
け
る
将
軍
像
と
﹃
牧
民
忠
告
諺
解
﹄
―
大
老
・

堀
田
正
俊
の
思
想
―
」﹃
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
﹄
三
号
︑
二
○
○
七
年
︑

五
八
頁
～
五
九
頁
︑
六
三
頁
︑
六
五
頁
︒

（
68
）…

岡
崎
寛
徳
「
生
類
憐
み
の
令
と
そ
の
後
」
中
澤
克
昭
編
﹃
人
と
動
物
の
日
本

史
２
：
歴
史
の
中
の
動
物
た
ち
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
平
成
二
十
一
年
︑
七
一
頁
︒

（
69
）…

塚
本
学
﹃
生
類
を
め
ぐ
る
政
治
―
元
禄
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
―
﹄
平
凡
社
︑

一
九
八
三
年
︑
四
六
頁
～
四
七
頁
︒

（
70
）…

山
室
恭
子
﹃
黄
門
さ
ま
と
犬
公
方
﹄
文
春
新
書
一
○
︑
一
九
九
八
年
︑
一
三
三

頁
︑
一
四
六
頁
～
一
五
一
頁
︒
ま
た
山
室
氏
は
︑
生
類
憐
み
の
令
と
儒
学
講

義
と
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
政
策
で
あ
る
と
し
︑
よ
り
よ
い
統
治
の
た
め
に
︑
ま

ず
前
者
で
下
々
の
殺
伐
と
し
た
風
潮
を
改
革
し
て
仁
心
を
涵
養
す
る
と
と
も

に
︑
後
者
で
政
務
担
当
者
で
あ
る
官
吏
の
精
神
を
鍛
え
よ
う
と
し
た
と
述
べ

て
い
る
（
同
書
︑
一
四
二
頁
︑
一
五
○
頁
）︒

（
71
）…﹃
御
当
家
令
条
﹄
弘
文
堂
書
房
︑
一
九
三
九
年
︑
四
八
五
号
︒
深
井
雅
海
﹃
綱

吉
と
吉
宗
﹄
日
本
近
世
の
歴
史
３
︑
吉
川
弘
文
館
︑
二
○
一
二
年
︑
五
九
頁
︒

（
72
）…「
源
節
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
四
六
頁
︒

（
73
）…「
源
英
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
九
頁
︒

（
74
）…「
源
英
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
三
四
頁
︒

（
75
）…「
源
英
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
三
四
頁
～
三
五
頁
︒

（
76
）…

大
橋
幸
泰
﹃
キ
リ
シ
タ
ン
民
衆
史
の
研
究
﹄
東
京
堂
出
版
︑
二
○
○
一
年
︑

六
三
頁
～
六
五
頁
︒
同
「
宗
門
改
の
制
度
化
と
キ
リ
シ
タ
ン
民
衆
―
幕
藩
制

国
家
と
キ
リ
シ
タ
ン
を
め
ぐ
っ
て
―
」﹃
歴
史
評
論
﹄
五
一
二
号
︑
一
九
九
二

年
︑
六
三
頁
︒

（
77
）…「
源
英
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
○
一
頁
︒

（
78
）…

山
口
啓
二﹃
幕
藩
制
成
立
史
の
研
究
﹄校
倉
書
房
︑
一
九
七
四
年
︑
三
○
三
頁
︒

（
79
）…

高
埜
利
彦
﹃
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
﹄
東
大
出
版
会
︑
一
九
八
九
年
︑

八
五
頁
︑
三
○
六
頁
︒

（
80
）…「
源
英
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
三
七
頁
︒

（
81
）…﹃
柳
営
補
任
﹄
に
よ
れ
ば
︑
幕
府
宗
門
改
役
を
務
め
た
大
目
付
は
︑
兼
役
の
役

職
と
し
て
道
中
奉
行
・
宗
門
改
加
役
人
別
改
・
十
里
四
方
鉄
砲
改
・
服
忌
令

分
限
帳
改
の
四
職
が
あ
っ
た
と
さ
れ
︑
宗
門
改
人
別
改
と
服
忌
令
分
限
帳
改

と
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

（
82
）…

司
法
省
蔵
版
・
法
制
史
学
会
編
・
石
井
良
助
校
訂
﹃
徳
川
禁
令
考
﹄
前
集
第

三
︑
創
文
社
︑
一
九
五
九
年
︑
二
七
三
頁
～
二
七
四
頁
︑
一
六
○
六
号
︒﹃
御

当
家
令
条
﹄
二
二
九
号
︒
こ
れ
以
降
︑
従
来
の
宗
門
改
に
加
え
て
新
に
類
族

改
が
始
ま
る
︒
拙
稿
「
讃
岐
高
松
藩
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
」「
讃
岐
高

松
藩
﹃
切
支
丹
宗
徒
人
名
録
﹄
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
讃
岐
高
松
藩
の
キ

リ
シ
タ
ン
禁
制
と
﹃
切
支
丹
宗
徒
人
名
録
﹄
の
歴
史
的
性
格
―
」﹃
研
究
紀
要
﹄

第
五
六
・
五
七
合
併
号
︑
高
松
大
学
︑
二
○
一
二
年
︑
八
八
頁
～
八
九
頁
︒

（
83
）…

司
法
省
蔵
版
・
法
制
史
学
会
編
・
石
井
良
助
校
訂
﹃
徳
川
禁
令
考
﹄
前
集
第
五
︑

創
文
社
︑
一
九
五
九
年
︑
二
二
頁
～
二
三
頁
︑
二
五
七
八
号
︒

（
84
）…「
源
英
様
御
代
御
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香
川

県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
五
一
頁
︒﹃
高
松
藩
令
及
松
平
家
系
譜
﹄（
高

松
市
立
図
書
館
蔵
）︒

（
85
）…

青
木
祐
介
「
近
世
大
名
家
の
墓
所
・
霊
廟
」
土
生
田
純
之
編
﹃
事
典
・
墓
の

考
古
学
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
○
一
三
年
︑
四
○
九
頁
︒

（
86
）…﹃
香
川
県
史
﹄
第
九
巻
︑
資
料
編
・
近
世
史
料
Ⅰ
︑
香
川
県
︑
一
九
八
七
年
︑

七
一
頁
～
七
三
頁
︒

（
87
）…

関
根
達
人
「
近
世
大
名
墓
に
お
け
る
本
葬
と
分
霊
―
弘
前
藩
主
津
軽
家
墓
所

を
中
心
に
―
」﹃
歴
史
﹄
九
九
号
︑
東
北
史
学
会
︑
二
○
○
二
年
︑
二
頁
︒
実

際
︑
三
代
藩
主
松
平
頼
豊
は
︑
宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）
四
月
に
亡
く
な
っ

た
前
二
代
藩
主
松
平
頼
常
の
霊
廟
を
︑
同
年
十
月
三
日
に
は
高
松
城
中
に
建

て
て
祀
っ
て
い
る
（﹃
増
補
高
松
藩
記
﹄）︒

（
88
）…

胡
光
「
高
松
松
平
家
墓
所
の
造
墓
原
理
―
法
然
寺
に
お
け
る
藩
祖
頼
重
・
三

代
頼
豊
墓
所
を
中
心
に
ー
」﹃
香
川
史
学
﹄
第
三
九
号
︑
香
川
歴
史
学
会
︑
二
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○
一
二
年
︑
二
頁
︒

（
89
）…

笠
谷
和
比
古
﹃
士
の
思
想
―
日
本
型
組
織
・
強
さ
の
構
造
―
﹄
日
本
経
済
新

聞
社
︑
一
九
九
三
年
︑
十
四
頁
～
十
五
頁
︒
大
藤
修
氏
は
「
固
有
の
﹃
家
名
﹄

﹃
家
産
﹄﹃「
家
業
﹄
を
も
ち
︑
先
祖
代
々
へ
の
崇
拝
の
念
と
そ
の
祭
祀
を
精
神

的
支
え
と
し
て
︑
世
代
を
超
え
て
永
続
し
て
い
く
こ
と
を
志
向
す
る
組
織
体
」

（
大
藤
修
﹃
近
世
農
民
と
家
・
村
・
国
家
―
生
活
史
・
社
会
史
の
視
座
か
ら

―
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
六
年
︑
五
三
頁
）
と
し
︑
長
谷
川
善
計
氏
は
「
領

主
に
対
す
る
一
定
の
権
利
と
義
務
を
担
う
資
格
を
公
認
さ
れ
た
社
会
単
位
で

あ
っ
た
︒
そ
れ
は
同
時
に
村
に
対
す
る
権
利
と
義
務
を
担
う
社
会
単
位
」（
長

谷
川
善
計
「
日
本
社
会
と
家
」
長
谷
川
善
計
・
竹
内
隆
夫
・
藤
井
勝
・
野
崎

敏
郎
﹃
日
本
社
会
の
基
層
構
造
―
家
・
同
族
・
村
落
の
研
究
―
﹄
法
律
文
化
社
︑

一
九
九
一
年
︑
十
七
頁
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
︒

（
90
）…

森
本
一
彦
﹃
先
祖
祭
祀
と
家
の
確
立
﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
︑
二
○
○
六
年
︑

三
頁
︑
七
頁
︒

（
91
）…「
源
英
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
八
二
頁
︒

（
92
）…「
源
英
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
九
五
頁
︒

（
93
）…「
源
節
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
四
六
頁
︒

（
94
）…

別
所
家
文
書
「
宝
暦
四
戌
御
用
留
」﹃
香
川
県
立
文
書
館
紀
要
﹄
第
十
号
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
二
○
○
六
年
︑
八
七
頁
︒

（
95
）…「
続
徳
川
実
紀
」
第
一
編
﹃
新
訂
増
補
国
史
大
系
﹄
四
八
︑
吉
川
弘
文
館
︑
二

○
○
七
年
︑
九
一
～
九
二
頁
︒

（
96
）…

菅
野
則
子
校
訂
﹃
官
刻
孝
義
録
﹄
下
巻
︑
東
京
堂
出
版
︑
一
九
九
九
年
︑

二
一
九
頁
～
二
二
○
頁
︒
そ
の
他
の
孝
行
者
に
つ
い
て
は
︑
菅
野
則
子
﹃
江

戸
時
代
の
孝
行
者
―
「
孝
義
録
」
の
世
界
―
﹄（
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
九
年
）

に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
︒

（
97
）…「
源
英
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
四
○
頁
︒

（
98
）…「
三
谷
家
文
書
」（
香
川
県
教
育
委
員
会
編
﹃
新
編
香
川
叢
書
﹄
史
料
篇
（
二
）

新
編
香
川
叢
書
刊
行
企
画
委
員
会
︑
一
九
八
一
年
︑
三
九
八
頁
～
三
九
九
頁
︒

（
99
）…「
源
英
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
頁
～
三
頁
︒

（
100
）…

中
田
薫
﹃
法
制
史
論
集
﹄
第
一
巻
︑
岩
波
書
店
︑
一
九
二
六
年
︑
五
五
一
頁
︒

高
柳
真
三
「
徳
川
時
代
の
封
建
法
に
お
け
る
親
類
の
構
成
と
意
義
」﹃
中
田
先

生
還
暦
祝
賀
法
制
史
論
集
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
三
七
年
︑
六
頁
︑
一
一
四
頁
︒

（
101
）…「
源
惠
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
六
三
頁
～
一
六
四
頁
︒

（
102
）…「
源
穆
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
二
四
八
頁
︒

（
103
）
鎌
田
浩
﹃
幕
藩
体
制
に
お
け
る
武
士
家
族
法
﹄
成
文
堂
︑
一
九
七
○
年
︑
五
二

頁
︒

（
104
）…

木
原
溥
幸
編
﹃
近
世
の
讃
岐
﹄
美
巧
社
︑
一
九
八
八
年
︑
二
六
頁
～
ニ
七
頁
︒

木
原
溥
幸
・
丹
羽
佑
一
・
田
中
健
二
・
和
田
仁
著
﹃
香
川
県
の
歴
史
﹄
山
川

出
版
社
︑
一
九
九
七
年
︑
一
四
四
頁
～
一
四
五
頁
︒

（
105
）…「
源
惠
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
上
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
五
七
頁
︒

（
106
）…「
増
補
穆
公
遺
事
」
香
川
県
教
育
委
員
会
編
﹃
新
編
香
川
叢
書
﹄
史
料
篇
（
一
）︑

新
編
香
川
叢
書
刊
行
企
画
委
員
会
︑
一
九
七
九
年
︑
三
四
頁
︒

（
107
）…﹃
塩
江
の
四
季
﹄
第
十
集
︑
塩
江
町
教
育
委
員
会
︑
二
○
○
三
年
︑
二
○
頁
︒

こ
れ
に
よ
る
と
︑
社
家
は
毎
年
三
月
に
︑
一
類
書
（
親
類
書
）
を
提
出
す
る

よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
︒

（
108
）…

土
井
浩
「
小
田
原
藩
に
お
け
る
家
中
統
制
―
服
忌
と
養
子
縁
組
を
中
止
に
―
」

﹃
お
だ
わ
ら
：
歴
史
と
文
化
﹄
七
号
︑
小
田
原
市
役
所
企
画
調
整
部
文
化
室
︑

一
九
九
四
年
︑
四
頁
︒
親
類
書
の
意
味
と
性
格
に
つ
い
て
は
︑
鎌
田
浩
﹃
幕

藩
体
制
に
お
け
る
武
士
家
族
法
﹄（
成
文
堂
︑
一
九
七
○
年
︑
三
八
頁
）︑
安

野
眞
幸
「
御
蔵
手
代
平
間
家
﹃
親
類
書
﹄
の
法
的
基
礎
と
そ
の
世
界
」（
聖
徳

大
学
紀
要
委
員
会
編
﹃
聖
徳
大
学
研
究
紀
要
﹄
第
二
○
号
︑
聖
徳
大
学
︑
二

○
○
九
年
︑
一
二
七
頁
～
一
三
四
頁
）
な
ど
に
詳
し
い
︒
大
藤
修
﹃
近
世
農

民
と
家
・
村
・
国
家
―
生
活
史
・
社
会
史
の
視
座
か
ら
―
﹄
吉
川
弘
文
館
︑

一
九
九
六
年
︑
十
二
頁
︒

－67－



（
109
）…「
源
定
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」﹃
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
﹄
下
巻
︑
香

川
県
立
文
書
館
︑
一
九
九
九
年
︑
一
○
頁
︒
鎌
田
浩
氏
は
︑
幕
藩
権
力
の
武

士
親
族
規
制
に
つ
い
て
初
期
＝
親
族
関
係
抑
圧
期
︑
中
期
＝
服
忌
令
に
よ
る

親
族
再
秩
序
期
︑
後
期
＝
本
末
家
筋
を
中
心
と
し
た
親
族
重
視
期
の
三
期
に

わ
け
て
い
る
（﹃
幕
藩
体
制
に
お
け
る
武
士
家
族
法
﹄
成
文
堂
︑
一
九
七
○
年
︑

二
七
七
頁
～
二
七
八
頁
）︒

－68－
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